
 
 

関 原 発 第 ５ ５ ９ 号 

２０２２年２月２８日 

 

 

  原子力規制委員会 殿 

 

 

大阪市北区中之島３丁目６番１６号 

関西電力株式会社         

執行役社長  森 本  孝 

 

高浜発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書 

 

 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の２４第１項の規定に基

づき、下記のとおり高浜発電所原子炉施設保安規定の変更認可を申請いたします。 

 

記 

 

１．変更の内容 

昭和49年 1月 5日付 48原第10805号をもって認可を受け、 

昭和49年 8月20日付 49原第 6869号、 昭和49年10月30日付 49原第 9439号、 

昭和50年10月31日付 50原第 9180号、 昭和50年11月26日付 50原第 9544号、 

昭和51年 9月27日付 51安(原規)第 96号、 昭和52年 3月29日付 52安(原規)第 99号、 

昭和52年 5月31日付 52安(原規)第129号、 昭和53年11月13日付 53安(原規)第231号、 

昭和54年 6月15日付 54資庁第 7054号、 昭和54年 6月22日付 54資庁第 8354号、 

昭和54年 9月10日付 54資庁第11646号、 昭和54年10月31日付 54資庁第13177号、 

昭和55年 5月12日付 54資庁第16381号、 昭和55年10月 8日付 55資庁第11342号、 

昭和56年 6月19日付 56資庁第 8317号、 昭和56年 8月20日付 56資庁第10448号、 

昭和57年 1月26日付 56資庁第17611号、 昭和57年 6月22日付 57資庁第10603号、 

昭和58年 2月10日付 57資庁第19486号、 昭和59年 2月28日付 58資庁第19992号、 

昭和59年 8月17日付 59資庁第10192号、 昭和60年 1月16日付 59資庁第17852号、 

昭和60年 2月21日付 60資庁第  979号、 昭和61年 6月26日付 61資庁第 8871号、 

昭和63年 2月23日付 62資庁第16336号、 昭和63年 7月14日付 63資庁第 7655号、 

平成元年 3月31日付 元資庁第 3502号、 平成元年 7月27日付 元資庁第 8414号、 

平成 2年 3月23日付  2資庁第 1878号、 平成 4年 5月21日付  4資庁第 6154号、 

平成 5年 1月13日付  4資庁第12580号、 平成 5年 5月31日付  5資庁第 5098号、 

平成 5年 6月25日付  5資庁第 7613号、 平成 5年10月27日付  5資庁第11639号、 

平成 6年 4月27日付  6資庁第 4697号、 平成 6年 6月24日付  6資庁第 7494号、 

平成 7年 1月20日付  6資庁第14300号、 平成 7年 4月13日付  7資庁第 2127号、 

平成 7年10月 6日付  7資庁第11058号、 平成 8年 1月17日付  7資庁第14350号、 

平成 8年 8月15日付  8資庁第 8446号、 平成 9年 1月31日付  8資庁第12744号、 

平成 9年 9月11日付 平成09･07･31資第15号、 平成 9年11月28日付 平成09･11･10資第16号、 
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平成10年 6月25日付 平成10･06･22資第14号、 平成10年12月17日付 平成10･12･01資第17号、 

平成11年 9月 7日付 平成11･08･16資第 2号、 平成12年 3月 8日付 平成12･01･31資第 1号、 

平成12年 6月26日付 平成12･06･12資第10号、 平成13年 1月 5日付 平成12･08･03資第 5号、 

平成13年 2月23日付 平成13･02･15原第18号、 平成13年 3月30日付 平成13･03･23原第12号、 

平成13年11月 5日付 平成13･09･28原第41号、 平成14年 3月 8日付 平成14･02･07原第11号、 

平成14年 8月28日付 平成14･07･12原第11号、 平成14年10月22日付 平成14･09･20原第 7号、 

平成15年 5月15日付 平成15･04･22原第 6号、 平成15年 6月20日付 平成15･06･09原第18号、 

平成15年 9月18日付 平成15･08･28原第 9号、 平成16年 5月13日付 平成15･12･19原第38号、 

平成16年 6月16日付 平成16･06･07原第11号、 平成16年11月17日付 平成16･09･24原第25号、 

平成17年 1月24日付 平成16･12･09原第  5号、 平成17年 4月11日付 平成17･03･17原第  8号、 

平成17年 7月20日付 平成17･07･04原第22号、 平成18年 2月22日付 平成18･01･31原第15号、 

平成18年 4月21日付 平成18･04･14原第 3号、 平成18年 9月 8日付 平成18･08･24原第11号、 

平成18年11月28日付 平成18･11･02原第 2号、 平成19年 3月15日付 平成19･02･16原第16号、 

平成19年 4月11日付 平成19･03･23原第 4号、 平成19年 5月25日付 平成19･05･08原第26号、 

平成19年 6月26日付 平成19･06･08原第136号、 平成19年12月13日付 平成19･09･28原第32号、 

平成19年12月13日付 平成19･11･30原第23号、 平成20年 6月18日付 平成20･05･20原第10号、 

平成20年 8月22日付 平成20･07･11原第13号、 平成20年10月 7日付 平成20･09･16原第18号、 

平成20年12月12日付 平成20･10･31原第 2号、 平成21年 3月25日付 平成21･03･03原第23号、 

平成22年 2月10日付 平成22･01･06原第13号、 平成22年 2月19日付 平成22･02･15原第 5号、 

平成22年 5月31日付 平成22･05･18原第12号、 平成22年 6月25日付 平成22･06･10原第 2号、 

平成22年10月 7日付 平成22･09･03原第 2号、 平成23年 5月 6日付 平成23･04･04原第34号、 

平成23年 5月11日付 平成23･04･20原第 2号、 平成24年 9月 6日付 20l208l5原第21号、 

平成25年 3月25日付 原管P収第121221002号、 平成26年 6月 9日付 原規規発第1406096号、 

平成26年11月12日付 原規規発第1411121号、 平成27年 4月 8日付 原規規発第1504085号、 

平成27年 6月12日付 原規規発第1506128号、 平成27年 9月18日付 原規規発第1509184号、 

平成27年10月 9日付 原規規発第1510092号、 平成27年11月18日付 原規規発第1511182号、 

平成27年11月18日付 原規規発第1511183号、 平成28年 3月24日付 原規規発第16032414号、 

平成28年 6月20日付 原規規発第1606204号、 平成29年 2月 8日付 原規規発第1702087号、 

平成29年 6月26日付 原規規発第1706265号、 平成29年 8月15日付 原規規発第1708154号、 

平成30年 3月19日付 原規規発第1803193号、 

平成30年 6月26日付 原規規発第1806265号、 

平成30年 5月11日付 原規規発第1805112号、 

平成30年12月17日付 原規規発第1812176号、 

平成31年 1月31日付 原規規発第1901311号、 令和元年 6月21日付 原規規発第19062110号、 

令和元年 7月 1日付 原規規発第1907017号、 令和元年 9月24日付 原規規発第1909247号、 

令和 2年 1月16日付 原規規発第2001168号、 令和 2年 3月30日付 原規規発第20033018号、 

令和 2年 5月26日付 原規規発第2005262号、 令和 2年 6月19日付 原規規発第2006192号、 

令和 2年 9月24日付 原規規発第2009241号、 令和 2年10月 7日付 原規規発第20100714号、 

令和 3年 2月15日付 原規規発第2102151号、 令和 3年 2月19日付 原規規発第2102193号及び 

令和 3年 6月 4日付 原規規発第2106044号  

記述を、別添の高浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表の変更後欄のとおり変更す

る（ただし、変更箇所を示す記載は含まない）。 

  

で変更認可を受けた高浜発電所原子炉施設保安規定の 
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２．変更の理由 

（１）組織改正に伴う変更 

組織改正に伴い、以下の変更を保安規定に反映する。 

・土木建築工事グループの廃止（１、２号炉の特定重大事故等対処施設に係る工事完了日

以降準備整い次第実施予定） 

 

（２）職務分担見直しに伴う変更 

重大事故等(SA)および設計基準事象(DB)それぞれの総括業務等の職務分担の見直しを目

的に、関連する原子炉施設保安規定条文を変更する。（２０２２年７月１日実施予定） 

 

３．施行期日 

（１）この規定は、原子力規制委員会の認可を受けた後、当社が定める日から施行する。 

（２）本規定施行の際、土木建築工事グループの廃止に伴い変更する規定については、１、２号

炉の特定重大事故等対処施設に係る工事完了日以降準備整い次第適用する。 

 

以 上 
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別 添 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表 
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
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前
後
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較
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（
第
 

 
次

改
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）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
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由
 

（
保

安
に

関
す
る

職
務
）

 

第
 
５
 
条
 
本
店

に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

(
1)
 
社
長
は
、
本
規
定
に
定
め
る

保
安
活
動
を
統
括
す
る
。
 

(
2)
 
経
営
監
査
室
長
は
、
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
、
年
度
計
画
お
よ
び
要

員
の
教
育
な
ら
び
に
経
営

監
査
の
実
施
に
関
す
る
業
務
を

行
う
。
 

(
3)
 
原
子
力
事
業
本
部
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は
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第
１
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)
か
ら
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定
め
る
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部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力
業
務
を

統
括
す
る
。
ま
た
、
第
２
条
の

２
第
３
項
の
職
務
を
行
う
。
 

(
4)
 
原
子
力
事
業
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部
長
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よ
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)
か
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門
統
括
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原
子
力
事
業
本
部
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を
補
佐
す
る
。
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5)
 
原
子
力
企
画
部
門
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括
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、
要
員
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組
織
計
画
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よ
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要
員
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育
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原
子
力
部

門
の
経
営
監
査
に
係
る
要

員
の
教
育
を
除
く
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な
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び
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管
理
に
関
す
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務
を
統
括
す
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。
 

(
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門
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力
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電
施
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発
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施
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安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
お
よ
び
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。）

に
関
す
る
技
術
的

業
務
を
統
括
す
る
（
火
山
影
響
等
発
生
時
、
そ
の
他
自

然
災
害
発
生
時
等
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整

備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

(
7)
 
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門

統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
土
木
設
備
、
建
築
物
に
係
る
設

計
・
保
全
（
原
子
力
発
電
部
門
統

括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
技
術
的
業
務
を
統
括
す
る
（
そ

の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体

制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含

む
）。

 

(
8)
 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
原
子
力
発
電
お
よ
び
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
品
質
保
証
活
動
、
原
子
力
発
電

所
の
運
転
保
守
、
放
射
線
管
理
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
、
原
子
力
発
電
施
設
の
設
計
・
保
全
に
関
す
る
業
務

な
ら
び
に
高
経
年
対
策
に
関
す

る
技
術
的
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
9)
 
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
（
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
室
長
所
管
業
務
を
除
く
。）

に
関

す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
10
)
 調

達
本
部
長
は
、
調
達
先
管
理
、
契
約
お
よ
び
貯
蔵
品
管
理
に
関
す
る
業

務
を
行
う
。
 

(
11
)
 原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
契
約
に
関
す
る
業

務
を
行
う
。
 

(
12
)
 総

務
室
長
は
、「

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
の
制
定
・
改
廃
を
所
管
す
る

と
と
も
に
、

社
印
の
管
理
に
関
す
る
業
務
を

行
う
。
  

(1
3)
 土

木
建
築
室
長
は
、
原
子
力
部
門
に
係
る

土
木
設
備
、
建
築
物
の
改
良
お
よ
び
修
繕
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

(
14
)
 
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は

、
環
境
放
射
能
に
係
る
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
お
よ
び
評
価
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
15
)
 
第
１
項
(6
)か

ら
(
9)
、
(
13
)に

定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職

務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計
お
よ

び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む

。
 

(
16
)
 
各
職
位
は
、
第
３
条
８
．
２
．
４
項
で

要
求
さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら
ず
、
当
該
検
査
実
施

責
任
者
の
業
務
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
保

安
に

関
す
る

職
務
）

 

第
 
５
 
条
 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

(
1)
 社

長
は
、
本
規
定
に
定
め
る
保
安
活
動
を
統
括
す
る
。
 

(
2)
 経

営
監
査
室
長
は
、
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
、
年
度
計
画
お
よ
び
要
員
の
教
育
な
ら
び
に
経
営

監
査
の

実
施
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
3)
 原

子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項
(5
)か

ら
(9
)に

定
め
る

各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力
業
務
を

統
括
す

る
。
ま
た
、
第
２
条
の
２
第
３
項
の
職
務
を
行
う
。
 

(
4)
 原

子
力
事
業
本
部
長
代
理
お
よ
び
第
１
項
(5
)か

ら
(9
)に

定
め
る
各
部
門
統
括
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長

を
補
佐

す
る
。
 

(
5)
 原

子
力
企
画
部
門
統
括
は
、
要
員
・
組
織
計
画
お
よ
び
要
員
教
育
（
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
要

員
の
教

育
を
除
く
。）

な
ら
び
に
文
書
管
理
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
6)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術

）
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
お
よ
び
原
子

力
発
電

施
設
の
安
全
評
価
に
関
す
る
業
務
な
ら
び
に
原
子
力
発
電
施
設
の
設
計
・
保
全
（

原
子
力
安
全
・
技

術
部
門

統
括
（
土

木
建
築
）
お
よ
び
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
技
術
的

業
務
を

統
括
す
る
（
火
山
影
響

等
発
生
時
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
重
大
事

故
等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模
損

壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

(
7)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
土
木
設
備
、
建
築
物
に
係
る
設

計
・
保
全
（
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
技
術
的
業
務
を
統
括
す

る
（
そ

の
他
自

然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

(
8)
 原

子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
原
子
力
発
電
お
よ
び
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
品
質
保
証
活
動
、
原
子
力
発
電

所
の
運

転
保
守
、
放
射
線
管
理
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
、
原
子
力
発
電
施
設
の
設
計
・
保
全
に
関
す
る
業
務

な
ら
び

に
高
経
年
対
策
に
関
す
る
技
術
的
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
9)
 
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
（
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
室
長
所
管
業
務
を
除
く
。）

に
関

す
る
業

務
を
統
括
す
る
。
 

(
10
) 
調
達
本
部
長
は
、
調
達
先
管
理
、
契
約
お
よ
び
貯
蔵
品
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
11
) 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
契
約
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
12
) 
総
務
室
長
は
、「

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
の
制
定
・
改
廃
を
所
管
す
る
と
と
も
に
、

社
印
の

管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
  

(
13
)
 土

木
建
築
室
長
は
、
原
子
力
部
門
に
係
る
土

木
設
備
、
建
築
物
の
改
良
お
よ
び
修
繕
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

(
14
) 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
環

境
放
射
能
に
係
る
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
お
よ
び
評
価
に

関
す
る

業
務
を
行
う
。
 

(
15
) 

第
１
項
(
6)
か
ら
(
9)
、
(
13
)に

定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の

範
囲
に
お
け
る
設
計
お
よ

び
工
事

に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
16
) 

各
職
位
は
、
第
３
条
８
．
２
．
４
項
で
要
求

さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性
を
確
保

す
る
た

め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら

ず
、
当
該
検
査
実
施
責

任
者
の
業
務
を
実
施
す

る
こ
と

が
で
き
る
。
 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

(
17
)
 第

１
項
(
5)
か
ら
(
14
)に

定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員

を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま

た
、
各
所
属
員
は
、
そ
の
指
示

・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す

る
。
 

(
18
)
 そ

の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規
程
」
に
基
づ
き

所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
 

 ２
．

発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

(
1)
 
発
電
所
長
（
以
下
、「

所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
発
電

所
の
課
（
室
）
長
等
を
指
導
監
督
し
、
発
電
所
に
お

け
る
保
安
活
動
を
統
括
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
安
全
統
括
、
副
所
長

お
よ
び
運
営
統
括
長
は
、
所
長

を
補
佐
す
る
。
 

(
3)
 
品
質
保
証
室
長
は
、
原
子
力

発
電
に
関
す
る
品
質
保
証
活
動

の
統
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
4)
 
品
質
保
証
室
課
長
は
、
品
質

保
証
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
5)
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
管
理
運
用
に
関
す
る
安
全
評
価
、
そ
の
他
技
術
安
全
の
総
括
、
原

子
力
防
災
対
策
お
よ
び
原
子
炉

施
設
の
出
入
管
理
に
関
す
る
業

務
な
ら
び
に
火
災
発
生
時
、
内
部
溢
水
発
生

時
、
火
山
影
響
等
発
生
時
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制

の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
総
括

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
6)
 
安
全
・
防
災
室
課
長
は
、
安

全
・
防
災
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
7)
 
所
長
室
長
は
、
発
電
所
の

運
営
に
関
す
る
総
括
、
文
書
管
理
と
記
録
管
理
の
総
括
お
よ
び
教
育
・
訓
練
の

総
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(
8)
 
所
長
室
課
長
（
総
務
）
は
、

所
長
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
9)
 
技
術
課
長
は
、
発
電
所
の
技

術
関
係
事
項
の
総
括
に
関
す
る

業
務
を
行
う
。
 

(
10
)
 原

子
燃
料
課
長
は
、
原
子
燃
料
管
理
お
よ
び
炉
心
管
理
に
関
す
る
業
務
を

行
う
。
 

(
11
)
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
廃
棄
物

管
理
、
放
射
線
管
理
（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
所

管
業
務
を
除
く
。）
、
被
ば
く
管

理
お
よ
び
化
学
管
理
に
関
す
る

業
務
を
行
う
。
 

(
12
)
 
第
一
発
電
室
長
は
１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
、
第
二
発
電
室
長
は
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
係
る
原
子
炉

施
設
の
運
転

に
関

す
る
業
務
を

行
う

。
（
以

下
、
第
一

発
電

室
長
と
第

二
発
電
室

長
を
総
称
し

て
「

発
電
室

長
」
と
い
う
。）

 

(
13
)
 当

直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
当
直
業
務
を
行
う
。
 

(
14
)
 
定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施

設
の
運
転
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
定
期
事
業
者
検
査
に
関
す

る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。
 

(
15
)
 保

全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
守
、
修
理
の
総
括
に
関
す
る
業
務

を
行
う
。
 

  (
16
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電

気
設
備
に
係
る
保
守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管

業
務
を
除
く
。）

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
17
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
計

装
設
備
に
係
る
保
守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管

業
務
を
除
く
。）

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
18
)
 原

子
炉
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー
ビ
ン

設
備
を
除
く
。）

に
係
る
保
守
、
修
理
（
機

械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業

務
を
除
く
。）

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
19
)
 タ

ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー
ビ
ン
設
備
）
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工

(
17
) 
第
１
項
(
5)
か
ら
(
14
)に

定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指

示
・
指
導
し
、
所
管
業

務
を
遂
行
す
る
。
ま

た
、
各

所
属
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
18
) 
そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規
程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
 

 ２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る

職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

(
1)
 発

電
所
長
（
以
下
、「

所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
発
電
所

の
課
（
室
）
長
等
を
指
導
監
督
し
、
発
電
所
に
お

け
る
保

安
活
動
を
統
括
す
る
。
 

(
2)
 原

子
力
安
全
統
括
、
副
所
長
お
よ
び
運
営
統
括
長
は
、
所
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
3)
 品

質
保
証
室
長
は
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
品
質
保
証
活
動
の
統
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
4)
 品

質
保
証
室
課
長
は
、
品
質
保
証
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
5)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
管
理
運
用
に
関
す

る
安
全
評
価
、
そ
の
他
技

術
安
全
の
総
括
、
原

子
力

防
災
対

策
お

よ
び

原
子

炉
施

設
の

出
入

管
理

に
関

す
る

業
務

な
ら

び
に

重
大

事
故

等
発

生
時
お

よ
び

大
規
模

損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
総
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 (
6)
 安

全
・
防
災
室
課
長
は
、
安
全
・
防
災
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
7)
 所

長
室
長
は
、
発
電
所
の
運

営
に
関
す
る
総
括
、
文
書
管
理
と
記
録
管
理
の
総
括
お
よ

び
教
育
・
訓
練
の

総
括
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
8)
 所

長
室
課
長
（
総
務
）
は
、
所
長
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
9)
 技

術
課
長
は
、
発
電
所
の
技
術
関
係
事
項
の
総
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
10
) 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
燃
料
管
理
お
よ
び
炉
心
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
11
) 

放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理

、
放
射
線
管
理
（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
所

管
業
務

を
除
く
。）
、
被
ば
く
管
理
お
よ
び
化
学
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
12
) 

第
一
発
電
室
長
は
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
、

第
二
発
電
室
長
は
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
係
る
原
子
炉

施
設
の

運
転

に
関

す
る
業
務
を

行
う

。
（
以

下
、
第
一

発
電

室
長
と
第

二
発

電
室

長
を
総
称
し

て
「

発
電
室

長
」
と

い
う
。）

 

(
13
) 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
当
直
業
務
を
行
う
。
 

(
14
) 

定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の

運
転
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
定
期
事
業
者
検
査
に
関
す

る
業
務

の
補
佐
を
行
う
。
 

(
15
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
守

、
修
理
の
総
括
な
ら
び
に
火
災
発
生
時
、
内
部
溢
水
発
生
時
、

火
山
影

響
等
発
生
時
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業

務
の
総

括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
16
) 

電
気
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設

備
に
係
る
保
守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管

業
務
を

除
く
。）

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
17
) 

計
装
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
計
装
設

備
に
係
る
保
守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管

業
務
を

除
く
。）

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
18
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー
ビ
ン
設
備
を
除
く
。）

に
係
る
保
守
、
修
理
（
機

械
工
事

グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業
務
を
除
く
。）

に
関

す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
19
) 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施

設
の
機
械
設
備
（
タ
ー
ビ
ン
設
備
）
に

係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工

          職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
 

                職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業
務
を

除
く
。
）
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
20
)
 
土
木
建
築
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
土

木
設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル

ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
の
所
管
業
務

を
除
く
。）

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
21
)
 電

気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設
備
お
よ
び
計
装
設

備
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ

び
高
経
年
対
策

の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
22
)
 機

械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
、
土
木
設
備
お

よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、

修
理
お
よ
び
高

経
年
対
策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

（
23
) 
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、

原
子
炉
施
設
の
土
木
設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
お

よ
び
高

経
年
対
策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
24
)
 発

電
所
課
長
は
、
所
長
の
指
示
す
る
範
囲
の
業
務
を
行
う
。
 

 

(
25
)
 第

２
項
(
3)
か
ら
(
24
)に

定
め
る
各
職
位
（
以
下
、「

各
課
（
室
）
長
」
と
い
う
。
）
は
、
所
管
業
務
に
基

づ
き
非
常
時
の
措
置
、
保
安
教
育
な
ら
び
に

記
録
お
よ
び
報
告
を
行
う
（
火
災
発
生
時
、
内
部
溢
水
発
生
時
、

火
山
影
響
等
発
生
時
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整

備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

(
26
)
 
第

2
項
(
5)
、
(6
)、

(1
0)
か
ら
(
13
)
お
よ
び
 
(
15
) 

か
ら
(
23
)に

定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の

職
務
の
範
囲
に
お
け
る
運
転
お

よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事

に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
27
)
 
各
職
位
は
、
第
３
条
８
．
２
．
４
項
で

要
求
さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら
ず
、
当
該
検
査
実
施

責
任
者
の
業
務
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
28
)
 各

課
（

室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を

遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
員

は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い

業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
29
)
 発

電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以
下
、「

原
子
炉
主
任
技
術
者

」
と
い
う
。）

を
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室

課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課
長
ま
た
は
保
全

計
画
課
長
は
、
兼
任
し
た

場
合
、
担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の

職
務
を
遂
行
し
な
い
こ
と

と
し
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務

は
そ
の
上
位
職
が
行
う
。
 

 

 

事
グ
ル

ー
プ
課
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る

業
務
を
行
う
。
 

(
20
) 

土
木
建
築
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
土
木
設

備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル

ー
プ
課

長
の
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
業
務

を
行
う
。
 

(
21
) 
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設
備
お
よ
び
計
装
設
備
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ

び
高
経
年
対
策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し

た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
22
) 
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
、
土
木
設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、

修
理
お
よ
び
高
経
年
対
策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長

が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

  (
23
) 
発
電
所
課
長
は
、
所
長
の
指
示
す
る
範
囲
の
業
務
を
行
う
。
 

 

(
24
) 
第
２
項
(
3)
か
ら
(
23
)に

定
め
る
各
職
位
（
以
下
、「

各
課
（
室
）
長
」
と
い
う
。）

は
、
所
管
業
務
に
基

づ
き
非

常
時
の
措
置
、
保
安
教
育
な
ら
び
に
記
録
お
よ
び
報
告
を
行
う
（
火
災
発
生
時
、
内
部
溢
水
発

生
時
、

火
山
影

響
等
発
生
時
、
そ
の
他

自
然
災
害
発
生
時
等
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
重
大
事

故
等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模
損

壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

(
25
) 

第
2
項
(5
)、

(6
)、

(1
0
)
か
ら
(
13
)
お
よ
び
 
(
15
) 

か
ら
(2
2)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の

職
務
の

範
囲
に
お
け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
26
) 

各
職
位
は
、
第
３
条
８
．
２
．
４
項
で
要
求

さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性
を
確
保

す
る
た

め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら

ず
、
当
該
検
査
実
施
責

任
者
の
業
務
を
実
施
す

る
こ
と

が
で
き
る
。
 

(
27
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
課
（

室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂

行
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
員

は
、
そ

の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
28
) 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以
下
、「

原
子
炉
主
任
技
術
者
」
と
い
う
。
）
を
兼

任
す
る
こ
と
が
で
き
る

品
質
保

証
室
長
、
品
質
保
証
室
課

長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課
長
ま
た
は
保
全

計
画
課

長
は
、
兼
任
し
た
場
合
、
担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
を
遂
行
し
な
い
こ
と

と
し
、

兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
。
 

 

 

  組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
 

     組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
番

号
の

繰
り
上
が

り
）
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
 
８
 
条
 
発
電

所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

 

２
．
運

営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認
す
る
。

た
だ
し
、
委
員
会
で

審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら

か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微
な
事
項
は
、

審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(
1)
 
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標

準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 運

転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(
b)
 当

直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

(
c)
 原

子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る

事
項
 

(
d)
 巡

視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(
e)
 異

常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
f)
 警

報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
g)
 原

子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す

る
事
項
 

(
h)
 定

期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関

す
る
事
項
 

(
i)
 誤

操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
 

(
j)
 火

災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
お
よ
び
有

毒
ガ
ス
発
生
時
の
体
制
の

整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
k)
 重

大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の

体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
2)
 
燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標

準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 新

燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す

る
事
項
 

(
b)
 新

燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す

る
事
項
 

(
c)
 燃

料
の
検
査
お
よ
び
取
替
に
関
す
る
事
項
 

(
3)
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す

る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改

正
 

(
a)
 放

射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に

関
す
る
事
項
 

(
b)
 放

射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る

事
項
 

(
c)
 放

射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る

事
項
 

(
d)
 放

出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す

る
事
項
 

(
4)
 
放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内

標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 管

理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別

措
置
を
要
す
る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
b)
 管

理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に

関
す
る
事
項
 

(
c)
 保

全
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
d)
 周

辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
e)
 線

量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(
f)
 除

染
に
関
す
る
事
項
 

(
g)
 外

部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定

に
関
す
る
事
項
 

(
h)
 放

射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る

事
項
 

(
i)
 管

理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ

び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

（
原
子
力
発
電
安
全
運
営

委
員
会
）
 

第
 
８
 
条
 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、「

運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

２
．
運
営
委

員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項

を
審
議
し
、
確
認
す
る
。

た
だ
し
、
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微
な
事
項
は
、

審
議
事
項
に
該
当
し
な

い
。
 

(
1)
 運

転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 運

転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(
b)
 当

直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

(
c)
 原

子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
d)
 巡

視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(
e)
 異

常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
f)
 警

報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
g)
 原

子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
h)
 定

期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
i)
 誤

操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
 

(
j)
 火

災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
体
制
の

整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
k)
 重

大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
2)
 燃

料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 新

燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(
b)
 新

燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(
c)
 燃

料
の
検
査
お
よ
び
取
替
に
関
す
る
事
項
 

(
3)
 放

射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 放

射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(
b)
 放

射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
c)
 放

射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
d)
 放

出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
4)
 放

射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)
 管

理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す
る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
b)
 管

理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事
項
 

(
c)
 保

全
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
d)
 周

辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
e)
 線

量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(
f)
 除

染
に
関
す
る
事
項
 

(
g)
 外

部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
事
項
 

(
h)
 放

射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
i)
 管

理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

(
5)
 
施
設
管
理
に
関
す
る
社
内
標

準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
6)
 
改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

(
7
)
 
非

常
事

態
に

お
け

る
運

転
操
作

に
関

す
る

社
内

標
準

の
制

定
お

よ
び

改
正
（

第
１
２
３
条
）
 

(
8
)
 
保

安
教

育
実

施
計

画
の

策
定
（

第
１
３
１
条
）

に
関

す
る
事

項
 

(
9)
 
事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の

実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
 

３
．
所
長
を
委
員
長

と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

４
．
運
営
委
員
会
は
、

委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術

者
、
第
５
条
第
２
項

(3
)
、
(5
)
、
(
7)
、
同
項
(9
)か

ら
(1
2)
お
よ
び
(
15
)か

ら
(
23
)
に
定
め
る
職
位
に
加
え
、

委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

   

 

(
5)
 施

設
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
6)
 改

造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

(
7
)
 
非

常
事

態
に

お
け

る
運

転
操
作

に
関

す
る
社

内
標

準
の
制

定
お

よ
び

改
正
（

第
１
２

３
条
）
 

(
8
)
 
保

安
教

育
実

施
計

画
の

策
定
（

第
１
３
１
条
）

に
関

す
る
事

項
 

(
9)
 事

故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
 

３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術

者
、
第
５
条
第
２
項
(
3)
、
(5
)
、
(7
)、

同
項
(9
)か

ら
(1
2)
お
よ
び
(1
5
)か

ら
(
22
)に

定
め
る
職
位
に
加
え
、

委
員
長
が
指
名
し
た
者

で
構
成
す
る
。
 

   

 

       組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
番

号
の

繰
り
上
が

り
）
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
火
災
発
生
時
の
体

制
の
整
備
）
 

第
 １

８
 条

 
安
全
・

防
災
室
長
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け

る
原

子
炉
施

設
の

保
全
の

た
め

の
活
動

※
１
を

行
う
体

制
の

整
備
と

し
て

、
次

の
各

号
を

含
む

計
画

※
２
を

策
定

し
、
所
長
の
承
認
を

得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付

２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、
自
然
災

害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関

へ
通
報
す
る
た
め
の
専
用
回
線

を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置

※
３
 

(
2)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
3)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
4)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

(
5)
 
発
電
所
に
お
け
る
可
燃
物
の

適
切
な
管
理
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実

施
す
る
。
 

３
．
安
全
・
防
災
室
長

は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は

、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は

、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 ※
１
：
消
防
機
関
へ
の

通
報
、
消
火
ま
た
は
延
焼
の
防
止
、
そ
の
他
公
設
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
に
行
う
活
動
を
含
む
。
ま
た
、
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
早
期
感
知
お
よ
び

消
火
な
ら
び
に
火
災
に
よ

る
影
響
の
軽
減
に
係
る
措
置
を
含
む
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：
計
画
と
は
、

火
災
防
護
計
画
を
示
す
。
 

※
３
：
一
般
回
線
の
代

替
設
備
で
あ
る
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が
点
検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た

場
合
を
除
く
。
た
だ
し
、
点
検
後
ま
た
は

修
復
後
は
遅
滞
な
く
復
旧
さ
せ

る
。
 

 

 

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
 １

８
 
条
 
保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る

原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、

次
の
各
号
を
含
む
計
画

※
２
を
策
定
し
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、
自
然
災
害
お

よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時

の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 中

央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
の
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置

※
３
 

(
2)
 火

災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
3)
 火

災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
4)
 火

災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

(
5)
 発

電
所
に
お
け
る
可
燃
物
の
適
切
な
管
理
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
保
全
計
画
課
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止

等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 ※
１
：
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
消
火
ま
た
は
延
焼
の
防
止
、
そ
の
他
公
設
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
に
行
う
活
動
を
含
む
。
ま
た
、
火
災
の

発
生
防
止
、
火
災
の
早
期
感
知
お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
に
よ

る
影
響
の
軽
減
に
係
る
措
置
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：
計
画
と
は
、
火
災
防
護
計
画
を
示
す
。
 

※
３
：
一
般
回
線
の
代
替
設
備
で
あ
る
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が
点
検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た

場
合
を
除
く
。
た
だ
し
、
点
検
後
ま
た
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復
旧
さ
せ
る
。
 

 

 

 職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
内
部
溢
水
発
生
時

の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
２
 
安
全

・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
内
部
溢

水
発
生
時
」
と
い
う

。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、

火
山
影
響
等
、
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」

に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3)
 
内
部

溢
水
発

生
時
に

お
け
る

原
子
炉

施
設

の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
た
め

に
必
要

な
資
機

材
の
配

備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備

を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は

、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に

報
告
す
る
。

安
全
・
防
災
室
長
は

、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は

、
内
部
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

 

（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
２
 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
内
部
溢
水

発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各

号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、

火
山
影
響
等
、
自
然
災

害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 内

部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2)
 内

部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3)
 
内
部

溢
水
発

生
時
に

お
け
る

原
子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の
活

動
を
行

う
た
め

に
必
要

な
資
機

材
の
配

備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。

保
全
計
画
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基

づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
内
部
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉

停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

 

 職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
火
山
影
響
等
発
生

時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
２
の
２
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

発
生
し
た
場
合
（
以

下
、
「
火
山
影
響
等
発
生
時
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
※

１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を

策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
計
画

は
、
添
付
２
に
示
す

「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影

響
等
、
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係

る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 
火
山

影
響
等

発
生
時

に
お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全
の

た
め
の

活
動
を

行
う
た

め
に
必

要
な
要

員
の
配

置
 

(
2)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け

る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3)
 
火
山

影
響
等

発
生
時

に
お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全
の

た
め
の

活
動
を

行
う
た

め
に
必

要
な
フ

ィ
ル
タ

そ
の
他
の
資
機
材
の
配
備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響
等
発

生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

(
1)
 
火
山
影
響
等

発
生
時
に
お

け
る

非
常
用
交
流
動

力
電
源
設
備
の
機

能
を

維
持
す
る
た

め
の
対
策
に
関

す

る
こ

と
。
 

(
2)
 (
1
)に

掲
げ
る
も

の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
代
替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め

に
必
要
な
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る

こ
と
。
 

(
3)
 (
2
)に

掲
げ
る
も

の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る

炉
心

の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
第
１
項
(
1)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は

、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に

報
告
す
る
。

安
全
・
防
災
室
長
は

、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は

、
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

６
．
原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、

反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

 ※
１
：
火
山
影
響
等

発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ

）。
 

 

 

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
２
の
２
 
保
全
計
画
課
長
は
、
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発

生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
火
山
影
響
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う

体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、

添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実

施
基
準
」
に
従
い
策
定

す
る
。
 

(
1)
 
火
山

影
響
等

発
生
時

に
お
け

る
原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め
の

活
動
を

行
う
た

め
に
必

要
な
要

員
の
配

置
 

(
2)
 火

山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3)
 
火
山

影
響
等

発
生
時

に
お
け

る
原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め
の

活
動
を

行
う
た

め
に
必

要
な
フ

ィ
ル
タ

そ
の
他

の
資
機
材
の
配
備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響
等
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

(
1)
 
火
山
影
響
等

発
生
時
に
お

け
る
非

常
用
交
流
動

力
電
源
設
備
の
機

能
を
維

持
す
る
た

め
の
対
策
に
関

す

る
こ
と

。
 

(
2)
 (
1)
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
代
替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
に

必
要
な
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 (
2)
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る

炉
心
の

著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
１
項
(
1)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。

保
全
計
画
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基

づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉

停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

６
．
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、

反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

 ※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

 職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
そ
の
他
自
然
災
害

発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
３
 
安
全

・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
そ
の
他
自
然
災
害
（
「
地
震
、
津
波
お
よ
び

竜
巻
等
」
を
い
う
。

以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
、

計
画
は
、
添
付
２
に

示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火

山
影
響
等
、
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応

に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 
そ
の

他
自
然

災
害
発

生
時
に

お
け
る

原
子

炉
施

設
の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
た
め

に
必
要

な
要
員

の
配
置
 

(
2)
 
そ
の

他
自
然

災
害
発

生
時
に

お
け
る

原
子

炉
施

設
の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
要
員

に
対
す

る
教
育

訓
練
 

(
3)
 
そ
の

他
自
然

災
害
発

生
時
に

お
け
る

原
子

炉
施

設
の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
た
め

に
必
要

な
資
機

材
の
配
備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け

る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る

。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は

、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に

報
告
す
る
。

安
全
・
防
災
室
長
は

、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は

、
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

５
．
原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建

築
）
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
等
を
実
施
す

る
。
 

６
．
原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
、

新
た
な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。
 

７
．
原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建

築
）
は
、
地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
に
関
す
る
活
動
を
実
施
す
る
。
 

８
．
原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の
航
空
路
を
含
め
た

航
空
機
落
下
確
率
評

価
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
変
更
状

況
を
確
認
し
、
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否
を

判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討
依
頼
を
行
う
。
ま
た
、

関
係
箇
所
の
対
応
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 ※
１
：
そ
の
他
自
然

災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）。

 

 

 

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
３
 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
そ
の
他
自
然
災
害
（
「
地
震
、
津
波
お
よ
び
竜

巻
等
」
を
い
う
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を

策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、

計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応

に
係
る
実
施
基
準
」
に

従
い
策
定
す
る
。
 

(
1)
 
そ
の

他
自
然

災
害
発

生
時
に

お
け
る

原
子
炉

施
設

の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
た
め

に
必
要

な
要
員

の
配
置
 

(
2)
 
そ
の

他
自
然

災
害
発

生
時
に

お
け
る

原
子
炉

施
設

の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
要
員

に
対
す

る
教
育

訓
練
 

(
3)
 
そ
の

他
自
然

災
害
発

生
時
に

お
け
る

原
子
炉

施
設

の
保

全
の
た

め
の
活

動
を
行

う
た
め

に
必
要

な
資
機

材
の
配

備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け

る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。

保
全
計
画
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基

づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て

原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

５
．
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建

築
）
は
、
そ
の
他
自
然

災
害
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

６
．
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
、

新
た
な
波
及
的
影
響
の

観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。
 

７
．
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建

築
）
は
、
地
震
観
測
お

よ
び
影
響
確
認
に
関
す
る
活
動
を
実
施
す
る
。
 

８
．
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の
航
空
路
を
含
め
た

航
空
機
落
下
確
率
評
価
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
変
更
状
況
を
確
認
し
、
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否
を

判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討
依
頼
を
行
う
。
ま
た
、

関
係
箇
所
の
対
応
が
完

了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 ※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 

 職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
有
毒
ガ
ス
発
生
時

の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
３
の
２
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
お
い
て
有
毒
ガ
ス
を
確
認
し
た
場
合
（
以
下
、

「
有
毒
ガ
ス
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
各
号
を
含

む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、

内
部
溢
水
、
火
山
影

響
等
、
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒

ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す

る
。
 

(
1)
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る

運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2)
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る

運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活

動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3)
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る

運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転

員
等
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果

を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に

報
告
す
る
。

安
全
・
防
災
室
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は

、
有
毒
ガ
ス
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 ※
１
：
有
毒
ガ
ス
発

生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

（
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
３
の
２
 
保
全
計
画
課
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
お

い
て
有
毒
ガ
ス
を
確
認
し
た
場
合
（
以
下
、
「
有

毒
ガ
ス
発
生
時
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、

次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部

溢
水
、
火
山
影
響
等
、

自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

 

(
1)
 有

毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2)
 有

毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3)
 有

毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転

員
等
の
防
護
の
た
め
に

必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。

保
全
計
画
課
長
は
、
第
１

項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基

づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
有
毒
ガ
ス
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉

停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 ※
１
：
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

 職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
資
機
材
等
の
整
備

）
 

第
１
８
条
の
４
 
各

課
（
室
）
長
は
、
次
の
各
号
の
資
機
材
等
を
整
備
す
る
。
 

(
1)
 
安
全
・
防
災
室
長
、
所
長
室
長
お
よ
び
電
気
保
修
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
用
い
る

標
識
を
設
置
し
た
安
全
避
難
通

路
な
ら
び
に
避
難
用
お
よ
び
事

故
対
策
用
照
明
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
作

業
用
照
明
設
置
箇
所
以
外
で
現

場
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

等
に
使
用
す
る
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

(
2)
 
所
長
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室
長
、
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
設
計
基
準
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る

警
報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡
設

備
を
整
備
し
、
警
報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡

設
備

の
操

作
に

関
す

る
手

順
な

ら
び

に
専

用
通

信
回
線

お
よ

び
デ

ー
タ

伝
送

設
備

の
異

常
時

の
対
応

に
関

す
る
手
順
を
定
め
る
。
 

 

 

（
資
機
材
等
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
４
 
各
課
（
室
）
長
は
、
次
の
各
号
の
資
機
材
等
を
整
備
す
る
。
 

(
1)

所
長

室
長
、
保

全
計
画
課

長
お
よ
び

電
気

保
修
課
長
は

、
設

計
基
準
事

故
が
発
生
し

た
場
合
に

用
い

る
標

識
を
設

置
し
た
安
全
避
難
通
路
な
ら
び
に
避
難
用
お
よ
び
事
故
対
策
用
照
明
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
作
業

用
照
明

設
置
箇
所
以
外
で
現
場
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
等
に
使
用
す
る
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

(
2)
 所

長
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室
長
、
電
気
保

修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課

長
は
、
設
計
基
準
事

故
が
発

生
し
た
場
合
に
用
い
る
警
報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
を
整
備
し
、
警
報

装
置
お
よ
び
通
信
連
絡

設
備

の
操
作

に
関

す
る

手
順

な
ら

び
に

専
用

通
信

回
線

お
よ

び
デ

ー
タ

伝
送

設
備

の
異

常
時

の
対
応

に
関

す
る
手

順
を
定
め
る
。
 

 

 

  職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
重
大
事
故
等
対
処

設
備
）
 

第
 ８

５
 条

 
次
の

各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表
８
５
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。
 

(
1)
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉

を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

(
2)
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア

ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の

設
備
 

(
3)
 
炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設

備
 

(
4)
 
１
次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る

た
め
の
設
備
 

(
5)
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
6)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
7)
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る

炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た

め
の
設
備
 

(
8)
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る

炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す

る
た
め
の
設
備
 

(
9)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た

め
の
設
備
 

(
10
)
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

(
11
)
 使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(
12
)
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

(
13
)
 重

大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

(
14
)
 電

源
設
備
 

(
15
)
 計

装
設
備
 

(
16
)
 中

央
制
御
室
 

(
17
)
 監

視
測
定
設
備
 

(
18
)
 緊

急
時
対
策
所
 

(
19
)
 通

信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(
20
)
 そ

の
他
の
設
備
 

２
．
重
大
事
故
等
対
処

設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保

証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長

、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所

長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課

長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築

工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等
」
と
い

う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。）

は
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２
１
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長

等
を
除
く
。）

は
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８

５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２
１
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に

必
要
に
応
じ
関
係
各

課
（
室
）
長
へ
通
知
す
る
。
通

知
を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、
同
表
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

   

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
 ８

５
 条

 
次
の
各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表
８
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

(
1)
 緊

急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

(
2)
 １

次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
3)
 炉

心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
4)
 １

次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
5)
 原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
6)
 原

子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
7)
 蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
8)
 蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
9)
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

(
10
) 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

(
11
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(
12
) 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

(
13
) 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

(
14
) 
電
源
設
備
 

(
15
) 
計
装
設
備
 

(
16
) 
中
央
制
御
室
 

(
17
) 
監
視
測
定
設
備
 

(
18
) 
緊
急
時
対
策
所
 

(
19
) 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(
20
) 
そ
の
他
の
設
備
 

２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（
品
質
保
証

室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所

長
室
長

、
所
長
室
課
長
（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課

長
お
よ

び
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

除
く
。
）
は
、
表
８
５
－
２
か
ら

表
８
５
－
２
１
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長

（
品
質

保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
結
果
を

発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

３
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２
１
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に

必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、
同
表
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

   

                          組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

表
８
５
－
１
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１

項
で

定
め

る
重

大
事

故

等
対
処
設
備
 

(1
) 
表
８
５
－
２
、
表
８
５
－
１
２

※
１
、
表
８
５
－
１
６
、
表
８

５
－
１
８
お
よ
び
表
８
５
－
２

０
に
定
め
る
機
能
、
系
統
数
お

よ
び

所
要

数
が

そ
れ

ぞ
れ
の

適
用

モ
ー

ド
に

お
い

て
動

作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

(2
) 
表
８
５
－
３
か
ら

表
８
５
－
１
５

※
２
、
表
８
５
－
１
７
、
表

８
５
－
１
９
お
よ
び
表
８
５
－

２
１
に
つ
い
て
は
、
各
表
内
に

定
め
る

※
３
 

※
１
：
８
５
－
１
２

－
３
が
該
当
 

※
２
：
表
８
５
－
３
か

ら
表
８
５
－
１
５
の
う
ち
、
表
８
５
－
１
２
に
つ
い
て
は
、
８
５
－
１
２
－
１
、
８
５
－

１
２
－
１
の

２
、
８
５
－
１
２
－
２
お
よ
び
８
５
－
１
２
－
２
の
２
が
該

当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備

の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。
 

                   
 

 

表
８
５
－
１
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１

項
で

定
め

る
重

大
事

故

等
対
処
設
備
 

(1
) 
表
８
５
－
２
、
表

８
５
－
１
２

※
１
、
表
８
５
－
１
６
、
表
８

５
－
１

８
お
よ
び
表
８
５
－
２
０
に
定
め
る
機
能
、
系
統
数
お

よ
び

所
要

数
が

そ
れ

ぞ
れ
の

適
用

モ
ー

ド
に

お
い

て
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と
 

(2
) 
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５

※
２
、
表
８
５
－
１
７
、
表

８
５
－

１
９
お
よ
び
表
８
５
－
２
１
に
つ
い
て
は
、
各
表
内
に

定
め
る

※
３
 

※
１
：
８
５
－
１
２
－
３
が
該
当
 

※
２
：
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
の
う
ち
、
表
８
５
－
１
２
に
つ
い
て
は
、
８
５
－
１
２
－
１
、
８
５
－

１
２
－
１
の
２
、
８
５
－
１
２
－
２
お
よ
び
８
５
－
１
２
－
２
の
２
が
該
当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備
の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。
 

                   
 

 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
特
重
施
設
を
構
成

す
る
設
備
）
 

第
８
５
条
の
２
 
３
号

炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
特
重
設
備
」
と
い
う
。
）
は
、
表
８
５
の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

   

（
中
略
）
 

   ２
．
特
重
設
備
が
前
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

 

     

 

（
特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
）
 

第
８
５
条
の
２
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
特
重
設
備

」
と
い
う
。）

は
、
表
８
５
の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。
 

   

（
中
略
）
 

   ２
．
特
重
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

 

    

 

             組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
 

 

 
枠

囲
み

の
範

囲
は

機
密

に
係

る
事

項
で

す
の

で
公

開
す

る
こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
運
転
上
の
制
限
の

確
認
）
 

第
 ８

７
 条

 
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課

長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等
」
と
い

う
。
本
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の

２
の
第
２
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
２
項
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
事
項
に
よ
り
確
認
す
る
。

な
お
、
こ
の
確
認
は

、
確
認
す
る
機
能
が
必
要
と
な

る
事
故
時
等
の
条
件
で
必
要
な
性
能
が
発
揮
で
き
る
か
ど

う
か
を
確
認
（
以
下

、「
実
条
件
性

能
確
認
」
と
い
う
。）

す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
（
事
故
時
等
の
条
件
を
模

擬
で
き
な
い
場
合
等

に
お
い
て
は
、
実
条
件
性
能
確

認
に
相
当
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
代
替
の
方

法
を
含
む
。）

に
よ
り
行
う
。
 

２
．
こ
の
規
定
第
２
項

で
定
め
る
頻
度
お
よ
び
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、
各
条

に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
３
項
」
と
い
う
。）

で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
頻
度
に
関
し
て
、
そ
の
確
認
の
間

隔
は
、
表
８
７
－
１
に
定
め
る
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

※
１

※
２
。
た
だ
し
、
確
認
回
数
の
低
減
を
目

的
と
し
て
、
恒
常
的

に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な

お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い

※
１

※
２
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
に
よ
る
確
認
が
実
施

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
発
見

時
点
か
ら
、

速
や
か
に
当
該
事
項

の
確
認
を
実
施
し
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
規
定
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
必
要
は
な
い
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
に
な
っ
た
時
点

か
ら
、
こ
の
規
定
第

２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）

以
内
に
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
事
項
を
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
頻
度
（
期
間

）
よ
り
、
適
用

さ
れ
る
モ
ー
ド
の
期
間
が
短

い
場
合
は
、

当
該
確
認
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
し
て
い
る
期

間
、
当
該
の
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
確
認
事
項
の
実
施
に
よ
り

関
連
す
る
条
文
の
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

は
み
な
さ
な
い
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の

規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項

が
実
施
さ
れ
、
か
つ

そ
の
結
果
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
期
間
、
運
転
上

の
制
限
が
満
足
し
て
い
な
い
と

は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
８
８
条
で
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
除
く
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長

（
当
直
課
長
お
よ
び
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

が
第
１
７
条
、
第
８
８
条

、
第
８
９
条
、

こ
の
規
定
第
２
項
お

よ
び
こ
の
規
定
第
３
項
に
基
づ

い
て
行
う
当
直
課
長
へ
の
通
知
は
、
そ
の
時
点
で
の
当
直

業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課
長
へ
の
通
知
を
い
う
。
 

８
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
の
確
認

を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、

確
認
事
項
が
複
数
の
条
文
で
同
一
で
あ
る
場
合
、
各
条
文

に
対
応
し
て
複
数
回

実
施
す
る
必
要
は
な
く
、
１
回

の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確
認
を
実
施
し
た
と
み
な
す
こ

（
運
転
上
の
制
限
の
確
認
）
 

第
 ８

７
 
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課

長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（

総
務
）、

技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ

ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
機

械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
は
、
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
２
項
（
以
下
、
各
条
に
お

い
て
「
こ
の
規
定
第
２
項
」
と
い
う
。）

で
定
め
る
事
項
に
よ
り
確
認
す
る
。
な
お
、
こ
の
確
認
は
、
確
認
す
る

機
能
が
必
要
と
な
る
事

故
時
等
の
条
件
で
必
要
な
性
能
が
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
（
以
下
、「

実
条
件
性

能
確
認
」
と
い
う
。）

す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
（
事
故
時
等
の
条
件
を
模
擬
で
き
な
い
場
合
等
に

お
い
て
は
、

実
条
件
性
能
確
認
に
相

当
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
代
替
の
方
法
を
含
む

。）
に
よ
り
行

う
。
 

 ２
．
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
お
よ
び
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、
各
条

に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
３
項
」
と
い
う
。）

で
定
め
る
要
求
さ
れ
る

措
置
の
頻
度
に
関
し
て
、
そ
の
確
認
の
間

隔
は
、
表
８

７
－
１
に
定
め
る
範
囲
内
で
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
る

※
１

※
２
。
た
だ
し
、
確
認
回
数
の
低
減
を
目

的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い

※
１

※
２
。
 

３
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻

度
に
よ
る
確
認
が
実
施

で
き
な
か
っ
た
場
合
は

、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
発
見
時
点
か
ら
、

速
や
か
に
当
該
事
項
の
確
認
を
実
施
し
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
規
定
第
３
項

で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
必
要
は
な
い
。
 

４
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る

モ
ー
ド
に
な
っ
た
時
点

か
ら
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）
以
内
に
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
事
項
を
実
施

す
る
。
た
だ
し
、
頻
度
（
期
間
）
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
の
期
間
が
短
い
場
合
は
、

当
該
確
認
を
実
施
す
る

必
要
は
な
い
。
 

５
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事

項
を
実
施
し
て
い
る
期

間
、
当
該
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
確
認
事
項
の
実
施
に
よ
り

関
連
す
る
条
文
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

は
み
な
さ
な
い
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保

証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
、
か
つ

そ
の
結
果
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
期
間
、
運
転
上
の
制
限
が
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
８
８
条
で
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
を
除
く
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
お
よ
び
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

が
第
１
７
条
、
第
８
８
条
、

第
８
９
条
、

こ
の
規
定
第
２
項
お
よ
び
こ
の
規
定
第
３
項
に
基
づ
い
て
行
う
当
直
課
長
へ
の
通
知
は
、
そ
の
時
点
で
の
当
直

業
務
を
担
当
し
て
い
る

当
直
課
長
へ
の
通
知
を
い
う
。
 

８
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
の
確
認
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
事
項
が
複
数
の
条
文
で
同
一
で
あ
る
場
合
、
各
条
文

に
対
応
し
て
複
数
回
実
施
す
る
必
要
は
な
く
、
１
回
の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確
認
を
実
施
し
た
と
み
な
す
こ

  組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

と
が
で
き
る
。
 

 ※
１
：
第
２
節
で
定

め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
第
８
９
条
第

３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に
も
適
用
さ
れ

る
。
 

 表
８
７
－
１
 

頻
 
 
 
 
度
 

備
 
 
考
 

こ
の
規
定
第
２
項
ま
た
は
 

第
３
項
で
定
め
る
頻
度
 

延
長
で
き
る
時

間
 

１
５
分
に
１
回
 

３
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
時
間
に
１
回
 

１
５
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

４
時
間
に
１
回
 

１
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

８
時
間
に
１
回
 

２
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
２
時

間
に
１
回
 

３
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
日

に
１
回
 

６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場

合
は
、
所

定
の
直
の
時
間
帯
で
確
認
す
る
。
 

３
日

に
１
回
 

１
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

２
日
 

１
週
間
＝
７
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
０
日
に
１
回
 

３
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

７
日
 

１
ヶ
月
＝
３
１
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

２
３
日
 

３
ヶ
月
＝
９
２
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

６
ヶ
月
に
１
回
 

４
６
日
 

６
ヶ
月
＝
１
８
４
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
年

に
１
回
 

９
２
日
 

１
年
＝
３
６
５
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

 

 

と
が
で
き
る
。
 

 ※
１
：
第
２
節
で
定
め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
第
８
９
条
第
３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

 表
８
７
－
１
 

頻
 
 
 
 
度
 

備
 
 

考
 

こ
の
規
定
第
２
項
ま
た
は
 

第
３
項
で
定

め
る
頻
度
 

延
長
で
き
る
時
間
 

１
５
分
に
１
回
 

３
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
時
間
に
１
回
 

１
５
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

４
時
間
に
１
回
 

１
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

８
時
間
に
１
回
 

２
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
２
時
間
に
１
回
 

３
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
日
に

１
回
 

６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場
合
は
、
所

定
の
直
の
時
間
帯
で
確
認
す
る
。
 

３
日
に

１
回
 

１
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

２
日
 

１
週
間
＝
７
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
０
日
に
１
回
 

３
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

７
日
 

１
ヶ
月
＝
３
１
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

２
３
日
 

３
ヶ
月
＝
９
２
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

６
ヶ
月
に
１
回
 

４
６
日
 

６
ヶ
月
＝
１
８
４
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
年
に

１
回
 

９
２
日
 

１
年
＝
３
６
５
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

 

 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
な
い
場
合
）
 

第
 ８

８
 条

 
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課

長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（

総
務
）、

技
術
課
長
、
保
全
計
画

課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル

ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、

「
品
質
保
証
室
長
等

」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同

じ
。）

を
除
く

。）
が
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の

２
の
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
い
う
。
な
お
、
各
課
(
室
)長

（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
判
断
を
速
や
か
に
行
う
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
期
間
に
お
い
て
も

、
運
転
上
の
制
限
に
関
係
す
る

事
象
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
速
や
か
に
行
う
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
あ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
に
、
当
該
の
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
他
の
条
文
に
お
け
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み

な
さ
な
い
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
時
点

（
要
求
さ
れ
る
措
置

に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
）

か
ら
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
な
お
、
要
求
さ

れ
る
措
置
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表
８
８
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す

る
。
 

５
．
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
条
文
の
第
３
項
で
定
め
る
い
ず
れ

の
条
件
に
も
該
当
し

な
い
場
合
は
、
当
直
課
長
は
、

１
３
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
３
、
３
７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド

４
、
５
７
時
間
以
内

に
モ
ー
ド
５
へ
移
行
す
る
。
た

だ
し
、
こ
の
モ
ー
ド
移
行
中
に
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用

さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な

く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
モ
ー
ド

の
移
行
を
完
了
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
 

６
．
当
直
課
長
は
、
要

求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇
お
よ
び
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ

－
ド
へ
の
移
行
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
期
間
は
、
要
求
さ

れ
る
措
置
に
記
載
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
条
文

の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
条
文
の

第
２
項
で
定
め
る
頻
度
で
実
施

し
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
と
判
断
し
た
後
、
速
や
か
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

８
．
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
実
施
し

た
場
合
は
、
こ
れ
を
当
該
条
文

ま
た
は
他
の
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た

は
全
部
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

９
．
要
求
さ
れ
る
措
置

を
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
が
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全

部
と
同
じ
で
あ
る
場

合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置

を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項

の
一
部
ま
た
は
全
部
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お

い
て
、
要
求
さ
れ
る

措
置
の
完
了
時
間
内
に
、
当
該

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
ま
た

は
当
該
運
転
上
の
制

限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
以
後
そ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

は
な
い
。
 

（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
）
 

第
 ８

８
 
条
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課

長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務

）、
技
術

課
長
、
保
全
計
画

課
長
、
電
気
工
事
グ
ル

ー
プ
課
長
お
よ
び
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等

」
と
い
う
。

本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
が
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
を
い
う
。
な
お
、
各
課
(室

)
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、

こ
の
判
断
を
速
や
か
に

行
う
。
 

２
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事

項
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
期
間
に
お
い
て
も
、
運
転
上
の
制
限
に
関
係
す
る
事
象
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
か
ど
う
か
の
判

断
を
速
や
か
に
行
う
。
 

３
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
あ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
に
、
当
該
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
他
の
条

文
に
お
け
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

４
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
判
断
し
た
時
点

（
要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
）
か
ら
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
な
お
、
要
求
さ

れ
る
措
置
の
運
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
表
８
８
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

５
．
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
条
文
の
第
３
項
で
定
め
る
い
ず
れ

の
条
件
に
も
該
当
し
な
い
場
合
は
、
当
直
課
長
は
、
１
３
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
３
、
３
７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド

４
、
５
７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
５
へ
移
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
モ
ー
ド
移
行
中
に
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用

さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
モ
ー
ド

の
移
行
を
完
了
さ
せ
る

必
要
は
な
い
。
 

６
．
当
直
課
長
は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
原
子

炉
熱
出
力
の
上
昇
お
よ
び
原
子

炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
－

ド
へ
の
移
行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保

証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
期
間
は
、
要
求
さ

れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
で
実
施
し
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
と
判
断
し
た

後
、
速
や
か
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

８
．
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
実
施
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た

は
全
部
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

９
．
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
が
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全

部
と
同
じ
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項

の
一
部
ま
た
は
全
部
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

10
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い

場
合
と
な
っ
た
後
に
お

い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間
内
に
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
ま
た

は
当
該
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
そ
れ

以
後
そ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
 

   組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
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変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お

い
て
、
当
該
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と

も
に
当
直
課
長
に
通

知
す
る
。
当
直
課
長
は
、
原
子

炉
熱
出
力
の
上
昇
ま
た
は
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ

ー
ド
へ
の
移
行
を
行
う
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
る
。
 

12
．
要
求
さ
れ
る
措
置

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
他
の
課
（
室
）
長
の
所

管
事
項
で
あ
っ
て
も

、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
そ
の
結
果

を
所
管
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
。
 

 表
８
８
―
１
 

条
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時

間
 

A.
 
機

能
Ｘ

が
確

認
で

き
な

い
場
合
 

A
.1
 
機

能
Ｘ

の
代

替
機

能
を

確

認
す
る
。
 

お
よ

び
 

１
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に
１
回
 

A
.2
 
機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

３
日
 

B.
 
機

能
Ｙ

が
確

認
で

き
な

い
場
合
 

B
.1
 
機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

ま
た

は
 

８
時
間
 

B
.2
 
原

子
炉

熱
出

力
を

 
30
 
% 

以
下
に
下
げ
る
。
 

８
時
間
 

C.
 
機

能
Ｘ

が
確

認
で

き
な

い
場
合
 

お
よ
び
 

機
能

Ｙ
が

確
認

で
き

な

い
場
合
 

C
.1
 
機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

ま
た

は
 

１
時
間
 

C
.2
 
機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間
 

D.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完

了
時

間
内

に
達

成
で

き

な
い
場
合
 

D
.1
 
モ
－
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ

び
 

１
２
時
間
 

D
.2
 
モ
－
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

(1
) 

要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ

．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｂ
．
１
お
よ
び
Ｂ
．
２
）
の
完
了
時

間
の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
（
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
判
断
し
た
時
点
と
同
じ
）
で
あ
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
１
お
よ

び
Ｃ
．
２
な
ら
び
に
Ｄ
．

１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条
件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
に
移

行
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(2
) 

条
件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が

確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｂ
．
１
ま
た
は

Ｂ
．
２
を
実
施
す
る
が
、
い
ず
れ
の
措
置
も
８
時
間
以
内
に
達
成
す
る
こ
と
が
困
難

と
判
断
し
た
場
合
は
、
８

時
間
を
待
た
ず
に
条
件
Ｄ
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る

措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．

２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
条
件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(3
) 

要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ

．
１
を
１
時
間
以
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
そ
の
後
の
８
時
間
毎
の
確
認
が
で

き
な
い
場
合
は
、
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お

よ
び
Ｄ
．
２
の
実
施
と
並

11
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い

場
合
と
な
っ
た
後
に
お

い
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と

も
に
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇
ま
た
は
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ

ー
ド
へ
の
移
行
を
行
う

場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
る
。
 

12
．
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
他
の
課
（
室
）
長
の
所

管
事
項
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
そ
の
結
果

を
所
管
課
（
室
）
長
に

連
絡
す
る
。
 

 表
８
８
―
１
 

条
件
 

要
求
さ
れ
る
措

置
 

完
了
時
間
 

A.
 
機

能
Ｘ

が
確

認
で

き
な

い
場
合
 

A.
1 

機
能

Ｘ
の

代
替

機
能

を
確

認
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に
１
回
 

A.
2 
機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

３
日
 

B.
 
機

能
Ｙ

が
確

認
で

き
な

い
場
合
 

B.
1 
機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

８
時
間
 

B.
2 

原
子

炉
熱

出
力

を
 
3
0 

% 

以
下
に
下
げ
る
。
 

８
時
間
 

C.
 
機

能
Ｘ

が
確

認
で

き
な

い
場
合
 

お
よ
び
 

機
能

Ｙ
が

確
認

で
き

な

い
場
合
 

C.
1 
機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

１
時
間
 

C.
2 
機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間
 

D.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完

了
時

間
内

に
達

成
で

き

な
い
場
合
 

D.
1 
モ
－
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D.
2 
モ
－
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

(1
) 

要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｂ
．
１
お
よ

び
Ｂ
．
２
）
の
完
了
時

間
の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
判
断
し
た
時
点
と
同
じ
）
で
あ
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
１
お
よ
び
Ｃ
．
２
な
ら
び
に
Ｄ
．

１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条
件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
に
移
行

し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(2
) 

条
件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
要
求
さ
れ

る
措
置
Ｂ
．
１
ま
た
は

Ｂ
．
２
を
実
施
す
る
が
、
い
ず
れ
の
措
置
も
８
時
間
以
内
に
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
は
、
８

時
間
を
待
た
ず
に
条
件
Ｄ
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．

２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
条
件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(3
) 

要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
を
１
時
間
以
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
そ
の
後
の

８
時
間
毎
の
確
認
が
で

き
な
い
場
合
は
、
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
実
施
と
並

変
更
な
し
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変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

行
し
て
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ

．
１
が
要
求
さ
れ
る
措
置

Ａ
．
２
の
完
了
時
間
で
あ
る
３
日
以
内
に
達
成
で
き
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
要
求

さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ

び
Ｄ
．
２
の
実
施
要
求
は
な
く
、
原
子
炉
熱
出
力
は
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
前
の
状
態

に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
は
、
引
き
続
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
（
起
点
は
最
初
に
条

件
Ａ
で
あ
る
と
判
断
し
た

時
点
）
に
達
成
さ
せ
る
。
 

(4
) 
(
3)
に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
条
件
Ｄ

へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の

起
点
は
、
改
め
て
条
件
Ｄ

に
移
行
し
た
時
点
で
あ
り
、
最
初
に
条
件
Ｄ
へ
移
行
し
た
時
点
で
は
な
い
。
 

(5
) 

条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が

確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
中
に
条
件

Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に

移
行
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．

２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
を
１
時
間
以
内
に
達
成
す
る
と
、
条
件
Ｃ
か
ら
条
件
Ａ
（
ま

た
は
Ｂ
）
に
移
行
す
る
。

こ
の
と
き
再
度
、
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．

２
（
ま
た
は
要
求
さ
れ
る

措
置
Ｂ
．
１
も
し
く
は
Ｂ
．
２
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
完
了
時
間
の
起
点

は
、
最
初
に
条
件
Ａ
（
ま

た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(6
) 

条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が

確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
中
に
条
件

Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に
移
行

す
る
が
、
要
求
さ
れ
る
措

置
Ｃ
．
２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
の
完
了
時
間
よ
り
前
に
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
が
く
る

と
き
は
、
条
件
Ａ
の
完
了

時
間
が
優
先
す
る
。
こ
の
と
き
、
実
質
的
な
条
件
Ｃ
の
完
了
時
間
は
条
件
Ａ
の
完
了

時
間
と
同
じ
で
あ
り
、
要

求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
れ
ば

、
自
動
的
に
条
件
Ｃ
の
要

求
さ
れ
る
措
置
は
達
成
さ
れ
、
条
件
Ｂ
の
完
了
時
間
は
条
件
Ｂ
で
あ
る
と
判
断
し
た

時
点
を
起
点
と
す
る
完
了

時
間
と
な
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条
件
Ａ
の
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
け

れ
ば
、
条
件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
条
件

Ｄ
へ
移
行
す
る
。
 

 

 

行
し
て
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
が
要
求
さ
れ
る
措
置

Ａ
．
２
の
完
了
時
間
で
あ
る
３
日
以
内
に
達
成
で
き
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ

び
Ｄ
．
２
の
実
施
要
求
は
な
く
、
原
子
炉
熱
出
力
は
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
は
、
引
き
続
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
（
起
点
は
最
初
に
条
件
Ａ
で
あ
る
と
判
断
し
た

時
点
）
に
達
成
さ
せ
る
。
 

(4
) 
(
3)
に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
条
件
Ｄ

へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
改
め
て
条
件
Ｄ

に
移
行
し
た
時
点
で
あ
り
、
最
初
に
条
件
Ｄ
へ
移
行
し
た
時
点
で
は
な
い
。
 

(5
) 

条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ

．
２
を
実
施
中
に
条
件

Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に
移

行
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．

２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
を
１
時
間
以
内
に
達
成
す
る
と
、
条
件
Ｃ
か
ら
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
に
移
行
す
る
。

こ
の
と
き
再
度
、
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ
れ
る

措
置
Ｂ
．
１
も
し
く
は
Ｂ
．
２
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
完
了
時
間
の
起
点
は
、
最
初
に
条
件
Ａ
（
ま

た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(6
) 

条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ

．
２
を
実
施
中
に
条
件

Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に
移
行
す
る
が
、
要
求
さ
れ
る
措

置
Ｃ
．
２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
の
完
了
時
間
よ
り
前
に
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
が
く
る
と
き
は
、
条
件
Ａ
の
完
了

時
間
が
優
先
す
る
。
こ
の
と
き
、
実
質
的
な
条
件
Ｃ
の
完
了
時
間
は
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
と
同
じ
で
あ
り
、
要

求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
れ
ば
、
自
動
的
に
条
件
Ｃ
の
要

求
さ
れ
る
措
置
は
達
成
さ
れ
、
条
件
Ｂ
の
完
了
時
間
は
条
件
Ｂ
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
を
起
点
と
す
る
完
了

時
間
と
な
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
け

れ
ば
、
条
件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
条
件
Ｄ

へ
移
行
す
る
。
 

 

 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
予
防
保
全
を
目
的

と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
８
９
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防

災
室
課
長
、

所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ

課
長
、
機
械
工
事
グ

ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証

室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
除
く
。）

は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た

点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制

限
外
に
移
行
す
る
場

合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置

※
１
を

要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
内
で
実
施
す
る

※
２
。
な
お
、
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表
８
８
－
１
の
例

に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
予
防

保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た

め
、
計
画
的
に
運
転

上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合

で
あ
っ
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
に
要

求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る

完
了
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
な
安
全
措
置

※
１
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

※
２
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（

品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
表
８
９
－
１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全
計
画

に
基
づ
き
定
期
的
に
行
う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点
検
時
の
措
置

※
１
を
実
施
す
る
。 

４
．
第
１
項
、
第
２
項

お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第
８
８
条
第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な

い
場
合
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保

証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項

、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
く
点
検
・
保

修
を
行
う
場
合
、
関
係
課
（
室
）
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。
 

６
．
第
１
項
、
第
２
項

お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点
検
・

保
修
に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
と
す
る
。
 

７
．
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行

す
る
前
に
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
し
た

段
階
で
要
求
さ
れ
る
措
置

※
３
を
順
次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了

し
た
時
点
か
ら
２
４

時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外

に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施
し
た
措
置
に
つ
い

て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

８
．
第
１
項
、
第
２
項

ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
第
８
８
条
第
３
項
、

第
７
項
、
第
８
項
、

第
９
項
お
よ
び
第
１
０
項
に
準

拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に

移
行
す
る
場
合
は
、「

要
求
さ
れ
る

措
置
」
を
「
点
検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

９
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
第
１
項
ま
た
は
第
３
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る

措
置
ま
た
は
点
検
時

の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施

で
き
な
か
っ
た
場
合
ま
た
は
第
２
項
の
場
合
に
お
い
て
安

全
措
置
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
す
る
。
 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
お
よ
び
運
転
上
の

制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
２

項
に
基
づ
く
点
検
・
保

修
お
よ
び
第
３
項
に
お
い

て
、
完
了
時
間
を
超

え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、

運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

 ※
１
：
措
置
を
定
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
等
を
用
い
て
、

措
置
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。
 （

予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
８
９
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証

室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、

所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長

、
電
気
工
事
グ
ル
ー

プ
課
長
お
よ
び
機
械
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）

を
除
く
。）

は
、
予
防
保

全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
当
該

運
転

上
の

制
限

を
満

足
し

て
い

な
い

と
判

断
し

た
場

合
に

要
求

さ
れ

る
措

置
※

１
を

要
求

さ
れ

る
完

了
時

間
の

範
囲
内
で
実
施
す
る

※
２
。
な
お
、
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表
８
８

－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 ２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保

証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た

め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
な
安
全
措
置

※
１
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る

※
２
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
表
８
９
－
１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全
計
画

に
基
づ
き
定
期
的
に
行
う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る

場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点
検
時
の
措
置

※
１
を
実
施

す
る
。 

４
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第
８
８
条
第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な

い
場
合
と
は
み
な
さ
な

い
。
 

５
．
各
課
（
室

）
長
（
品
質
保
証
室

長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
く
点
検
・
保

修
を
行
う
場
合
、
関
係

課
（
室
）
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。
 

６
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点
検
・

保
修
に
対
す
る
完
了
時

間
の
起
点
と
す
る
。
 

７
．
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運

転
上
の
制
限
外
に
移
行

す
る
前
に
、
運
転

上
の
制
限
外
に
移
行
し
た
段
階
で
要
求
さ
れ
る
措
置

※
３
を
順
次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了

し
た
時
点
か
ら
２
４
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施
し
た
措
置
に
つ
い

て
は
、
移
行
時
点
で
完

了
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

８
．
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
第
８
８
条
第
３
項
、

第
７
項
、
第
８
項
、
第
９
項
お
よ
び
第
１
０
項
に
準
拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に

移
行
す
る
場
合
は
、「

要
求
さ
れ
る
措
置
」
を
「
点
検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

９
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
第
１
項
ま
た
は
第
３
項
の
場
合

に
お
い
て
要
求
さ
れ
る

措
置
ま
た
は
点
検
時
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
ま
た
は
第
２
項
の
場
合
に
お
い
て
安

全
措
置
を
実
施
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
 

10
．
各
課
（

室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）

は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た

場
合
お
よ
び
運
転
上
の

制
限
外
か
ら
復
帰
し
て

い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保

証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
２
項
に
基
づ
く
点
検
・
保
修

お
よ
び
第
３
項
に
お
い

て
、
完
了
時
間
を
超
え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。
 

 ※
１
：
措
置
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
等
を
用
い
て
、
措
置
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。
 

  組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
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規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

※
２
：
こ
の
規
定
第
２

項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

※
３
：
点
検
・
保
修
を

実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態
へ
移

行
す
る
措
置
を
除
く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要
求
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
２
回
目
以
降
の
実
施
に

つ
い
て
は
除

く
。
 

 

※
２
：
こ
の
規
定
第
２
項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

※
３
：
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態
へ
移

行
す
る
措
置
を
除

く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要

求
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

２
回
目
以
降
の
実
施
に

つ
い
て
は
除
く
。
 

 

 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
運
転
上
の
制
限
に

関
す
る
記
録
）
 

第
 ９

０
 条

 
当
直
課

長
は
、
モ
ー
ド
を
変
更
し
た
場
合
は
、
引
継
日
誌
に
変
更
し
た
時
刻
お
よ
び
モ
ー
ド
を
記

録
す
る
。
 

２
．
当
直
課
長
は
、
各

課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災

室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、

技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機

械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下

、「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
な
ら
び
に
当
直

課
長
を
除
く
。）

か
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
に
係
る
通
知
を

受
け
た
場
合
、
ま
た

は
自
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
次
の
各
項
を
引
継
日

誌
等
に
記
録
す
る
。
 

(
1)
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
お
よ
び
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
時
刻
 

(
2)
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し

た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
実
施

結
果
（
保
修
作
業
を
含
む
）
 

(
3)
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
満

足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

３
．
当
直
課
長

は
、
各
課
（
室

）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び
当
直
課
長
を

除
く
。）

か
ら
運
転
上
の
制
限
外
に

移
行
す
る
場
合
に
係

る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た

は
自
ら
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
さ
せ
た
場
合
は
、
次
の

各
項
を
引
継
日
誌
等
に
記
録
す
る
。
 

(
1)
 
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し

た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
、
移
行
し
た
時
刻
お
よ
び
点
検
・
保
修
の

内
容
 

(
2)
 
要
求
さ
れ
る
措
置
ま
た
は
安

全
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、

当
該
措
置
の
実
施
結
果
 

(
3)
 
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰

し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は

、
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

 

 

（
運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
記
録
）
 

第
 ９

０
 
条
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
を
変
更
し
た
場
合
は
、
引
継
日
誌
に
変
更
し
た
時
刻
お
よ
び
モ
ー
ド
を
記

録
す
る
。
 

２
．
当
直
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災

室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、

技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ

び
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「

品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
な
ら
び
に
当

直
課
長
を
除
く
。）

か
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
に
係
る
通
知
を

受
け
た
場
合
、
ま
た
は
自
ら
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
次
の
各
項
を
引
継
日
誌
等
に
記
録
す
る
。
 

 

(
1)
 運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
お
よ
び
満
足
し
て
い
な

い
と
判

断
し
た
時
刻
 

(
2)
 要

求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
実
施
結
果
（
保
修
作
業
を
含
む
）
 

(
3)
 運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

３
．
当
直
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び
当
直
課
長
を
除

く
。）

か
ら
運
転
上
の
制
限
外
に

移
行
す
る
場
合
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
自
ら
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
さ
せ
た
場
合
は
、
次
の

各
項
を
引
継
日
誌
等
に

記
録
す
る
。
 

(
1)
 運

転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制

限
、
移
行
し
た
時
刻
お
よ

び
点
検
・
保
修
の

内
容
 

(
2)
 要

求
さ
れ
る
措
置
ま
た
は
安
全
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
実
施
結
果
 

(
3)
 運

転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

 

 

    組
織
改

正
に
伴

う
変
更

（
土

木
建

築
工
事
グ

ル
ー

プ
の
廃
止
）
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高浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 

  

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 
 

由 

職務分担見直しに伴う変更 
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

 
附
 
則
（
 
 
 

 
年
 

 
月
 
 
日
 
平
成
２
６

原
安

防
通
達

第
３
号

－
 
 

）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１
 
条
 
こ

の
通
達

は
、
 
 
 
 
年
 
 
月

 
 

日
か
ら

施
行
す

る
。
 

２
．
本

通
達
施

行
の
際

、
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ

の
廃

止
に
伴

い
変
更

す
る
規

定
に
つ

い
て
は

、
原
子

力
規

制
委
員

会
の

認
可
を
受

け
た
後

、
当
社

が
定
め

る
日
か

ら
適
用

す
る

。
 

 

こ
の
規

定
は
、

原
子
力

規
制

委
員

会
の
認

可
を
受

け
た
日

を
改

正
日

と
す
る
。
 

 こ
の
規

定
は
、

原
子
力

規
制

委
員

会
の
認

可
を
受

け
た
後

、
当

社
が

定
め
る
日

か
ら

施
行
す
る
。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

          

添
付
２
 
火

災
、
内

部
溢
水
、

火
山
影

響
等
、
自

然
災
害
 

お
よ
び
有

毒
ガ
ス
発

生
時

の
対
応
に

係
る
実
施

基
準
 

（
第

１
８

条
、

第
１

８
条

の
２
、

第
１
８

条
の

２
の

２
、

第
１
８

条
の
３

 

お
よ

び
第
１

８
条
の
３

の
２

関
連

）
 

 

          

添
付
２
 
火

災
、
内

部
溢
水
、

火
山
影
響

等
、
自
然

災
害
 

お
よ
び
有

毒
ガ
ス
発

生
時
の

対
応
に
係

る
実
施

基
準
 

（
第

１
８

条
、

第
１

８
条

の
２
、

第
１
８
条

の
２

の
２

、
第

１
８

条
の

３
 

お
よ

び
第
１

８
条
の
３

の
２

関
連

）
 

 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

１
 
火
 

災
 

安
全
・

防
災
室
長
は
、
火
災

発
生
時
に
お

け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま

た
、

各
課
（

室
）
長
は
、
火
災

防
護
計
画
に
基
づ

き
、
火
災
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 １
．

１
 専

用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
 

安
全
・
防
災

室
長
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関

へ
通
報
す
る
た
め
の
専
用
回

線
を
使
用
し
た
通
報

設
備
を
設
置
す
る
。
 

 

１
．
２
 要

員
の
配
置
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
安
全
・

防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た

は
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
第
１
２
１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
3)
 
安
全
・

防
災
室
長
は
、
上
記
体
制
以
外
の

通
常
時
お
よ
び
火
災
発
生
時
に
お

け
る
火
災
防
護
対
策
を

実
施
す
る
た
め
の
要
員
を
以
下
の
と
お
り
配
置
す
る
。
 

ａ
．
火
災
予
防
活
動
に
関
す
る

要
員
 

各
建
屋
、
階
お
よ
び
部
屋
等
の
火
災
予
防
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
防
火
・
防
災
管
理
者
を

置
く
。
 

ｂ
．
消
火
要
員
 

通
報
連

絡
者
、
運
転
員
、
特
重
施
設
要
員
お
よ
び
専
属
消
防
隊
に
よ
る
消
火
要
員
と
し
て
、
１
０

名
以
上
（
発

電
所
合
計
数
）
を
発
電
所
に
駐
在
さ
せ
る
。
 

ｃ
．
自
衛
消
防
隊
 

(
a)
 
火
災
に
よ
る

人
的
ま
た
は
物
的
な
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
所

長
が
指
名
し
た
統
括

管
理
者
を
自

衛
消
防
隊
に
設
置
す
る
。
 

(
b)
 
自
衛
消
防
隊

は
、
７
つ
の
班
で
構
成
さ
れ
、
各
班
に
は
、
責
任
者
で
あ
る

班
長
（
管
理
職
）
を

配
置
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
消
防
隊
を
統

括
す
る
統
括
管
理
者
を
置
く
。
 

(
c)
 
統
括
管
理
者

は
、
自
衛
消
防
隊
が
行
う
活
動
に
対
し
、
指
揮
、
指
令
を
行

う
と
と
も
に
、
公
設

消
防
隊
と
の

連
携
を
密
に
し
、
円
滑
な
自

衛
消
防
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。
 

 

１
．
３
 教

育
訓
練
の
実
施
 

安
全
・
防
災
室
長
、
放
射
線
管
理
課

長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
火
災
防
護
の
対
応

に
関
す
る
以
下
の
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
1)
 火

災
防
護
教
育
 

ａ
．
安
全
・
防
災
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
以
下
の
教

育
訓
練
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
 火

 
災
 

保
全
計
画

課
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て
、
次
の
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各

課
（
室
）
長

は
、
火
災
防

護
計
画
に
基
づ
き
、
火

災
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順

の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 １
．
１

 専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
 

保
全

計
画
課

長
は

、
中
央

制
御

室
か

ら
消
防

機
関
へ

通
報
す
る

た
め
の

専
用

回
線
を

使
用

し
た

通
報

設
備
を
設
置
す
る
。
 

 

１
．
２
 要

員
の
配
置
 

(
1)
 保

全
計
画
課
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
ま
た
は
発
生

し
た
場
合
に
備
え
、
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発

生
し
た
場
合
に
備

え
、
第
１
２
１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置

す
る
。
 

(
3)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
上
記
体
制
以
外
の
通
常
時

お
よ
び
火
災
発
生
時
に
お
け
る
火

災
防
護
対
策
を
実

施
す
る
た
め
の
要
員
を
以
下
の
と
お
り
配
置
す
る

。
 

ａ
．
火

災
予
防
活
動
に
関
す
る
要
員
 

各
建
屋
、
階
お
よ
び
部
屋
等
の
火
災
予
防
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
防
火
・
防
災
管
理
者
を
置
く
。
 

ｂ
．
消
火
要
員
 

通
報
連
絡
者
、
運
転
員
、
特
重
施
設
要
員
お
よ
び
専
属
消
防
隊
に
よ
る
消
火
要
員
と
し
て
、
１
０

名
以
上
（
発
電

所
合
計
数
）
を
発
電
所
に
駐
在
さ
せ
る
。
 

ｃ
．
自
衛
消
防
隊
 

(
a)
 
火
災
に
よ
る
人
的
ま
た
は
物
的
な
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
、
所
長

が
指
名
し
た
統
括

管
理
者
を
自
衛

消
防
隊
に
設
置
す
る
。
 

(
b)
 
自
衛
消
防
隊
は
、
７
つ
の
班
で
構
成
さ
れ
、
各

班
に
は
、
責
任
者
で
あ
る
班

長
（
管
理
職
）
を

配
置
す
る
と
と

も
に
、
自
衛
消
防
隊
を
統
括
す
る
統
括
管
理
者
を
置
く
。
 

(
c)
 
統
括
管
理
者
は
、
自
衛
消
防
隊
が
行
う
活
動
に

対
し
、
指
揮
、
指
令
を
行
う

と
と
も
に
、
公
設

消
防
隊
と
の
連

携
を
密
に
し
、
円
滑
な
自
衛
消
防
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

 

１
．
３
 教

育
訓
練
の
実
施
 

放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
防
護
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
1)
 火

災
防
護
教
育
 

ａ
．
放
射
線
管
理

課
長
、
発
電
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る

。
 

 職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

(a
) 

原
子

炉
施

設
内
の

火
災

区
域
ま

た
は

火
災

区
画

に
設

置
さ

れ
る

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、
系
統
お

よ
び
機
器
な
ら
び
に
重
大
事

故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
火
災

か
ら
防
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
火
災
か
ら
防
護
す
べ
き
機
器
等

の
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
早
期
感
知
お

よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
 

(b
) 
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
以
下
の
教
育
訓
練
 

ア
．
外
部
火

災
発
生
時
の
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

イ
．

外
部
火

災
に
よ
る

ば
い
煙
発

生
時

お
よ
び

有
毒

ガ
ス
発

生
時
に

お
け
る

外
気

取
入
ダ

ン

パ
の
閉
止
、
換
気
空
調
系
の
停
止

ま
た
は
閉
回
路
循
環
運
転
に

よ
り
、
建
屋
内
へ
の
ば
い
煙

お
よ
び
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

ウ
．

森
林
火

災
か
ら
外

部
火
災
防

護
施

設
を
防

護
す

る
た
め

の
防
火

帯
・
防

火
エ

リ
ア
の

設

定
に
係
る
教
育
訓
練
 

エ
．
近
隣
の
産
業
施

設
の
火
災
・
爆
発
か
ら
外
部
火
災
防
護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔

距
離
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

オ
．

固
体
廃

棄
物
貯
蔵

庫
を
森
林

火
災

か
ら
防

護
す

る
た
め

に
、
飛

び
火
に

よ
る

影
響
防

止

の
た
め
の
散
水
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

カ
．

モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
が

外
部
火
災

の
影

響
を
受

け
た

場
合
の

代
替
設

備
を
防

火
帯

の
内
側

に

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

(
c)
 
火

災
が

発
生

し
た

場
合

の
消

火
活

動
お

よ
び

内
部

溢
水

を
考

慮
し

た
消

火
活

動
に

関
す

る

教
育
訓
練
 

(
2)
 自

衛
消
防
隊
に
よ
る
総
合
訓
練
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
自
衛
消
防
隊
に
対
し
て
、
消

火
活
動
等
を
確
認
す
る
総
合
的
な
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対

し
て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 運

転
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
に
対
す
る
訓

練
 

発
電
室
長
お
よ
び

安
全
・

防
災
室

長
は

、
運
転

員
お
よ

び
特
重
施
設

要
員

に
対
し
て

、
火
災
発
生

時

の
運
転
操
作
等
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
4)
 消

防
訓
練
（
防
火
対
応
）
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
消
火
要
員
に
対
し
て
、
火
災

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
自
衛
消
防
活
動
を
確

認
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て

、
同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
．
４
 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
消
火
薬
剤
等
の
消
火
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を

配
備
す
る
。
 

(
2)
 各

課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
対
策
の
た
め

に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 １
．
５
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 
安
全
・

防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体

を
対
象
と
し
た
火
災
防
護
対
策
を

実
施
す
る
た
め
に
定
め

 (
a)
 
原

子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
ま
た
は

火
災
区
画
に
設
置
さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築

物
、
系
統
お
よ
び
機
器
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
火
災

か
ら
防
護
す
べ
き
機
器
等
の
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
早
期
感
知
お

よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
 

(b
) 
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か

ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
以

下
の
教
育
訓
練
 

ア
．
外
部
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

イ
．

外
部
火

災
に

よ
る

ば
い
煙
発

生
時

お
よ
び

有
毒

ガ
ス
発

生
時
に

お
け
る

外
気

取
入
ダ

ン

パ
の
閉
止
、
換
気
空
調
系
の
停
止
ま

た
は
閉
回
路
循
環
運
転
に
よ
り

、
建
屋

内
へ
の
ば
い
煙

お
よ
び
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

ウ
．

森
林
火

災
か

ら
外

部
火
災
防

護
施

設
を
防

護
す

る
た
め

の
防
火

帯
・
防

火
エ

リ
ア
の

設

定
に
係
る
教
育
訓
練
 

エ
．
近
隣
の
産
業
施
設
の
火
災
・
爆

発
か
ら
外
部
火
災
防
護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔

距
離
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

オ
．

固
体
廃

棄
物

貯
蔵

庫
を
森
林

火
災

か
ら
防

護
す

る
た
め

に
、
飛

び
火
に

よ
る

影
響
防

止

の
た
め
の
散
水
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

カ
．

モ
ニ
タ

ポ
ス

ト
が

外
部
火
災

の
影

響
を
受

け
た

場
合
の

代
替
設

備
を
防

火
帯

の
内
側

に

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

(
c)
 
火

災
が

発
生

し
た

場
合

の
消

火
活

動
お

よ
び

内
部

溢
水

を
考

慮
し

た
消

火
活

動
に

関
す

る

教
育
訓
練
 

(
2)
 自

衛
消
防
隊
に
よ
る
総
合
訓
練
 

保
全

計
画
課
長

は
、

自
衛
消
防

隊
に
対

し
て

、
消
火

活
動
等

を
確
認

す
る
総

合
的
な
教
育

訓
練
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 運

転
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
に
対
す
る
訓
練
 

発
電
室
長
お
よ
び

保
全
計

画
課
長
は
、

運
転
員

お
よ
び

特
重
施
設
要

員
に
対

し
て
、

火
災
発
生
時

の

運
転
操
作
等
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
4)
 消

防
訓
練
（
防
火
対
応
）
 

保
全

計
画
課
長

は
、

消
火
要
員

に
対
し

て
、

火
災
が

発
生
し

た
場
合

に
お
け

る
自
衛
消
防

活
動
を
確

認
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練

が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
．
４
 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
消

火
薬
剤
等
の
消
火
活
動
の
た
め
に

必
要
な
資
機
材
を

配
備
す
る
。
 

(
2)
 各

課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
対
策
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 １
．
５
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象

と
し
た
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す

る
た
め
に
定
め
る

                    職
務
分
担

見
直

し
に
伴
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

る
火
災
防
護
計
画
に
以
下
の
項
目
を
含
め
る
。
 

ａ
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所
在
、
責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管
理
、

必
要
な

要
員
の
確

保
お

よ
び

教
育
訓
練
、

火
災

発
生
防
止
の

た
め

の
活
動

、
火
災
防
護
設

備
の
施
設

管
理
、
点
検
お
よ
び
火
災
情
報
の
共
有
化
等
 

ｂ
．
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設

を
設
置

す
る
火
災

区
域

お
よ

び
火
災
区
画

を
考

慮
し
た
火
災

の
発

生
防
止

、
火
災
の
早
期

感
知
お
よ

び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の
３
つ
の
深
層

防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護
対
策
 

ｃ
．
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
重
大
事
故
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
多
様
性
拡
張
設
備
等
の

そ
の
他
の
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等

に
応
じ
た
火
災
防
護
対
策
 

ｄ
．
安
全
施
設
お
よ
び
特
重
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
運
用
等
 

(
2)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動

を
行
う
た
め

に
必
要

な
体

制
の

整
備

と
し
て

、
以

下
の

活
動
を
実

施
す
る

こ
と

を
社
内

標
準
に
定

め
る
。
 

ａ
．
消
火
活
動
 

 

各
課
（

室
）
長
は
、
火
災
発
生
現
場
の
確
認
お
よ
び
中
央
制
御
室
へ
の
連
絡
な
ら
び
に
消
火
器
、

消
火
栓
等
を
用
い
た
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
消
火
設

備
故
障
時
の
対
応
 

当
直
課

長
は
、
消
火
設
備
の
故
障
警
報
が
発
信
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
ま
た
は

 
 
 
 
 

な

ら
び
に
必
要
な
現
場
の
制
御
盤
の
警
報
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
自
動
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災
発
生

時
の
対
応
 

(
a)
 
当
直
課
長
は

、
火
災
感
知
器
が
作
動
し
た
場
合
、
火
災
区
域
ま
た
は
火
災

区
画
か
ら
の
退
避
警

報
、
自
動
消

火
設
備
の
動
作
状
況
の
確
認

を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
は

、
自
動
消
火
設
備
の
動
作
後
の
消
火
状
況
の
確
認
、
消
火
状

況
を
踏
ま
え
た
消
火

活
動
の
実
施

、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確

認
等
を
実
施
す
る
。
 

ｄ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
手
動
操
作
に
よ
る
固
定
式
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画

に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

(
a)
 消

火
要

員
は
、
火
災
感
知
器
が
作
動
し

、
火
災
を
確
認
し
た
場
合
、

消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
は

、
消
火
が
困
難
な
場
合
、
職
員
の
退
避
確
認
後
に
固
定
式
消

火
設
備
を
手
動
操
作

に
よ
り
動
作

さ
せ
、
そ
の
動
作
状
況
、
消
火
状
況
、
プ
ラ
ン
ト

運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
 

 

ｅ
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

(
a)
 
当
直
課
長
は

、
局
所
火
災
と
判
断
し
、
か
つ
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の

進
入
が
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た

場
合
、
消
火
器
、
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
、
消
火
状
況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転

状
況
の
確
認

お
よ
び
必
要
な
運
転
操
作
を

実
施
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
は

、
広
範
囲
な
火
災
ま
た
は
原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
進
入
で
き

な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
プ
ラ

ン
ト
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
設
備
を
使
用
し
た
消
火
活

火
災
防
護
計
画
に
以
下
の
項
目
を
含
め
る
。
 

ａ
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所
在
、
責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管
理
、

必
要
な

要
員
の
確

保
お

よ
び
教

育
訓
練
、

火
災

発
生
防
止
の

た
め

の
活
動
、

火
災
防
護
設

備
の
施
設

管
理
、
点
検
お
よ
び
火
災
情
報
の
共
有
化
等
 

ｂ
．
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
な
ら
び
に
重
大
事

故
等
対
処
施
設

を
設
置

す
る
火
災

区
域

お
よ
び

火
災
区
画

を
考

慮
し
た
火
災

の
発

生
防
止
、

火
災
の
早
期

感
知
お
よ

び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護
対
策
 

ｃ
．
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
重
大
事
故
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
多
様
性

拡
張
設
備
等
の

そ
の
他
の
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等
に
応
じ
た
火
災
防
護
対
策
 

ｄ
．
安
全
施
設
お
よ
び
特
重
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
運
用
等
 

(
2)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
災
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の

活
動

を
行
う
た
め

に
必
要
な

体
制
の

整
備

と
し
て

、
以

下
の

活
動

を
実

施
す

る
こ
と

を
社
内

標
準
に
定

め
る
。
 

ａ
．
消
火
活
動
 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
発
生
現
場
の
確
認
お
よ
び
中
央
制
御
室
へ
の

連
絡
な
ら
び
に
消
火
器
、

消
火
栓
等
を
用
い
た

消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
消
火
設
備
故
障
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
消
火
設
備
の
故
障
警
報
が
発
信
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室

ま
た
は

 
 
 
 
 

な

ら
び
に
必
要
な
現
場

の
制
御
盤
の
警
報
の
確
認
を
実

施
す
る
。
 

ｃ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
自
動
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災
発
生

時
の
対
応
 

(
a)
 
当
直
課
長
は
、
火
災
感
知
器
が
作
動
し
た
場
合

、
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区

画
か
ら
の
退
避
警

報
、
自
動
消
火

設
備
の
動
作
状
況
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
は
、
自
動
消
火
設
備
の
動
作
後
の
消

火
状
況
の
確
認
、
消
火
状
況

を
踏
ま
え
た
消
火

活
動
の
実
施
、

プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
 

ｄ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
手
動
操
作
に
よ
る
固
定
式
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画

に
お
け
る
火
災
発
生
時

の
対
応
 

(
a)
 消

火
要
員
は
、
火
災
感
知
器
が
作
動
し
、
火
災
を
確
認
し
た
場
合
、
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
は
、
消
火
が
困
難
な
場
合
、
職
員
の

退
避
確
認
後
に
固
定
式
消
火

設
備
を
手
動
操
作

に
よ
り
動
作
さ

せ
、
そ
の
動
作
状
況
、
消
火
状
況

、
プ
ラ
ン
ト
運

転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
 

 

ｅ
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

(
a)
 
当
直
課
長
は
、
局
所
火
災
と
判
断
し
、
か
つ
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
進

入
が
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
、
消
火
器
、
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
、
消
火
状
況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転

状
況
の
確
認
お

よ
び
必
要
な
運
転
操
作
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
は
、
広
範
囲
な
火
災
ま
た
は
原
子
炉

格
納
容
器
内
へ
進
入
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
プ
ラ
ン
ト
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
設
備
を

使
用
し
た
消
火
活

変
更
な
し
 

                                    

枠
囲

み
の

範
囲
は

機
密

に
係

る
事

項
で
す

の
で

公
開

す
る

こ
と

は
で

き
ま
せ

ん
。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

動
、
消
火
状
況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
お
よ
び
必
要
な

運
転
操
作
を
実
施
す
る
。

 

ｆ
．
単
一
故
障
も
想
定
し
た
中
央
制
御
盤
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の

対
応
（
中
央

制
御
盤
の
１
つ
の
区

画
の
安
全
機
能
が
全
て
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
原

子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
対
応
を
含
む
。
）
 

(
a)
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
盤
内
の
煙
感

知
器
に
よ
り
感
知
し

た
火
災
に
対

し
、
常
駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
消
火
器
を
用
い
た
消
火
活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運

転
状
況
の
確

認
等
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
盤
内
の
高
感

度
煙
感
知
器
が
作
動

し
、
火
災
の

発
生
場
所
が
特
定
で
き
る
場
合
は
、
常
駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
消
火
器
を
用
い
た
消

火
活
動
を
行

い
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
火
災
の
発
生
場
所
が
特
定
で
き

な
い
場
合
は

、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
消
火
設
備
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認

等
を
実
施
す

る
。
 

(
c)
 
当
直
課
長
は

、
煙
の
充
満
に
よ
り
運
転
操
作

に
支
障
が
あ
る
場
合
、
火
災

発
生
時
の
煙
を
排
気

す
る
た
め
、
換
気
空
調
設
備
の
換
気
モ
ー
ド
の
切
替
え
を
行
う
。
 

ｇ
．
水
素
濃
度
検
知
器

が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
水
素
濃
度
上
昇
時
の
対
応

 

当
直

課
長

は
、
換

気
空
調
設
備

の
運

転
状
態
の

確
認
お
よ
び

換
気

空
調
設
備

の
切
替
え
を

実
施
す

る
。
 

ｈ
．
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
消
火
活
動
に
支
障
を
生
じ
た
際
の
ポ
ン
プ
室
の
消
火
活
 
動
 

消
火

要
員

は
、

火
災

発
生

時
の

煙
の
充

満
に

よ
り

ポ
ン

プ
室

の
消

火
活
動

に
支

障
が

あ
る

場
合

は
、
煙
を
排
気
で
き
る
可
搬
式
の
排
風
機
を
準
備
し
、
起
動
す
る
。
 

ｉ
．
屋
外
消
火
配
管
の
凍
結
防
止
対
策
の

対
応
 

当
直
課

長
は
、
外
気
温
度

が
約
０
℃
ま
で
低
下
し
た
場
合
、
屋
外
の
消
火
設
備
の
凍
結
を
防
止
す

る
た
め
に
屋
外
消
火
栓
を
微
開
し
、
通
水
す
る
運
用
と
す
る
。
 

ｊ
．
消
火
用

水
の
供
給
優
先
の
対
応
 

当
直
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
消
火
用
水
供
給
系

に
お
い
て
、
所
内
用
水
系
と
共
用

し
な
い
運
用
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
火
用
水
を
確
保
す
る
。
具
体
的
に
は
、
水
源
で
あ
る
淡
水

タ
ン
ク
お
よ
び
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
に
は

、
最
大
放
水
量
（
 2
6
0 
m
3  
）
に
対
し
て
十
分

な
容
量
（
 1
,6
00
 m

3
 以

上
）
を
確
保
し
、
必
要
に
応
じ
て
所
内
用
水
系
を
隔

離
す
る
運
用
に
よ
り

消
火
を
優
先
す
る
。
 

ｋ
．
防
火
帯

・
防
火
エ
リ
ア
の
維
持
・
管
理
 

安
全
・

防
災
室
長
は
、
防
火
帯
・
防
火
エ
リ
ア
の
維
持
・
管
理
を
実
施
す
る
。
 

ｌ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
の

対
応
 

当
直
課
長

は
、
ば
い
煙
発
生
時
、
ば
い
煙
侵
入
防
止
の
た
め
、
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
平

型
フ

ィ
ル
タ
、
外
気
取
入
ダ
ン
パ
の
閉
止
お
よ
び
換
気
空
調
系
の
停
止
ま
た
は

１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
に

つ
い
て
は
中
央
制
御
室
の
閉

回
路
循
環
運
転
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に

つ
い
て
は
中
央
制
御

室
お

よ
び

安
全

補
機

開
閉

器
室

の
閉

回
路

循
環

運
転
に

よ
る

建
屋

内
へ

の
ば
い

煙
の

侵
入

の
防

止

を
実

施
す
る
。
 

ｍ
．
外
部
火

災
に
よ
る
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
 

動
、
消

火
状
況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
お
よ
び
必
要
な
運
転
操
作
を
実
施
す
る
。
 

ｆ
．
単
一
故
障
も
想
定
し
た
中
央
制
御
盤
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対

応
（
中
央
制
御

盤
の
１
つ
の
区

画
の
安
全
機
能
が
全
て
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係
る
対
応
を
含
む
。
）
 

(
a)
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
盤
内
の
煙
感
知
器
に
よ
り
感
知
し

た
火
災
に
対
し
、
常
駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
消
火
器
を
用
い
た
消
火
活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運

転
状
況
の
確
認

等
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
盤
内
の
高
感
度
煙
感
知
器
が
作
動

し
、
火
災
の
発
生
場
所
が
特
定
で
き
る
場
合
は
、
常
駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
消
火
器
を
用
い
た
消

火
活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
火
災
の
発
生
場
所
が
特
定
で
き

な
い
場
合
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
消
火
設
備
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認

等
を
実
施
す
る

。
 

(
c)
 
当
直
課
長
は
、
煙
の
充
満
に
よ
り
運
転
操
作
に

支
障
が
あ
る
場
合
、
火
災
発
生
時
の
煙
を
排
気

す
る
た
め
、

換
気
空
調
設
備
の
換
気
モ
ー
ド
の
切
替
え
を
行
う
。
 

ｇ
．
水
素
濃
度
検
知
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
水
素
濃
度
上
昇
時
の
対
応

 

当
直

課
長

は
、

換
気

空
調
設
備

の
運
転

状
態
の

確
認
お
よ
び

換
気
空

調
設
備

の
切
替
え
を

実
施
す

る
。
 

ｈ
．
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
消
火
活
動
に
支
障
を
生
じ
た
際
の
ポ
ン
プ
室
の
消

火
活
 
動
 

消
火

要
員

は
、

火
災

発
生

時
の

煙
の

充
満

に
よ

り
ポ
ン

プ
室

の
消

火
活
動

に
支

障
が

あ
る

場
合

は
、
煙
を
排
気
で
き

る
可
搬
式
の
排
風
機
を
準
備
し

、
起
動
す
る
。
 

ｉ
．
屋
外
消
火
配
管
の
凍
結
防
止
対
策
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
外
気
温
度
が
約
０
℃
ま
で
低
下
し
た
場
合
、
屋
外
の
消
火
設
備
の

凍
結
を
防
止
す

る
た
め
に
屋
外
消
火

栓
を
微
開
し
、
通
水
す
る
運
用

と
す
る
。
 

ｊ
．
消
火
用
水
の
供
給
優
先
の
対
応
 

当
直
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
消
火
用
水
供
給
系
に
お
い
て
、
所
内
用
水
系
と
共
用

し
な
い
運
用
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
火
用
水
を
確
保
す
る
。
具
体
的

に
は
、
水

源
で
あ
る
淡
水

タ
ン
ク
お
よ
び
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
に
は
、
最
大
放
水
量
（
 2
60
 m

3
 
）
に
対
し
て
十
分

な
容
量
（
 1
,6
00
 m

3
 以

上
）
を

確
保
し
、
必
要
に

応
じ
て
所
内
用
水
系
を
隔
離
す
る
運
用
に
よ
り

消
火
を
優
先
す
る
。
 

ｋ
．
防
火
帯
・
防
火
エ
リ
ア
の
維
持
・
管
理
 

保
全
計
画
課
長
は
、
防
火
帯
・
防
火
エ
リ
ア
の
維
持
・
管
理
を
実
施
す

る
。
 

ｌ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、

ば
い
煙
発
生
時
、
ば
い
煙
侵
入
防
止
の
た
め
、
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
平

型
フ
ィ

ル
タ
、
外
気
取

入
ダ
ン
パ
の
閉
止
お
よ
び
換

気
空
調
系
の
停
止
ま
た
は
１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
に
つ

い
て
は
中
央
制
御
室
の
閉
回
路
循
環
運
転
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
中
央
制
御

室
お

よ
び

安
全

補
機

開
閉

器
室

の
閉

回
路

循
環

運
転
に

よ
る

建
屋

内
へ

の
ば
い

煙
の

侵
入

の
防

止

を
実
施

す
る
。
 

ｍ
．
外
部
火
災
に
よ
る
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

当
直
課

長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
有

毒
ガ
ス
侵
入
防
止
の
た
め
、
外
気

取
入
ダ
ン
パ
の
閉
止
、

換
気

空
調

系
の

停
止

ま
た

は
１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉

に
つ

い
て

は
中

央
制

御
室

の
閉

回
路

循
環

運

転
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
中
央
制
御
室
お
よ
び
安
全
補
機
開
閉
器
室
の
閉
回
路
循
環

運
転
に
よ
る

建
屋
内
へ
の
有
毒
ガ
ス
の
侵
入

の
防
止
を
実
施
す
る
。
 

ｎ
．
森
林
火

災
に
対
す
る
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
防
護
 

消
火
要
員

は
、
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
森
林
火
災
か
ら
の
飛
び
火
に
よ
る
影
響
を
防
止
す
る
た
め

に
散
水
す
る

。
 

ｏ
．
外
部
火

災
に
よ
る
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
影
響
を
受
け
た
場
合
 

放
射
線
管

理
課
長
は
、
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
外
部
火
災
の
影
響
を
受
け
た
場
合
は
、
代
替
設
備
を
防

火
帯
の
内
側

に
設
置
す
る
。
 

ｐ
．
燃
料
保

有
量
制
限
 

３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
補
助
ボ
イ
ラ
燃
料
タ
ン
ク
の
燃
料
保
有
量
を

1
50
 k
l 
に
制
限
す
る
。
 

ｑ
．
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
に
対
す
る
消
火
活
動
 

消
火
要
員

は
、
燃
料
補
充
用
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
火
活
動
を
実
施

す
る
。
 

ｒ
．
火
災
予

防
活
動
（
巡
視
点
検
）
 

各
課
（
室
）
長
は
、
巡
視
点
検

に
よ
り
、
火
災
発
生
の
有
無
の

確
認
を
実
施
す
る
。
 

ｓ
．
火
災
予

防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）
 

(
a)
 
安
全
・
防
災

室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系

統
お
よ
び
機
器
を
設

置
す
る

火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
恒

設
機
器

お
よ
び
点
検
等
に
使
用
す
る
可
燃
物
（
資
機
材
）
の
総
発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超
え

な
い
管

理
（
持
込
み
と
保
管
）
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
安
全
・
防
災

室
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
屋
外
の
火
災

区
域
に
つ
い
て
は
、

当
該
施

設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
可
燃
物
を
置
か
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

ｔ
．
火
災
予

防
活
動
（
火
気
作
業
等
の
管
理
）
 

各
課
（

室
）
長
は
、
火
災
区
域
ま
た
は

火
災
区
画
に
お
い
て
、
溶
接
等
の

火
気
作
業
を
実
施
す
る

場
合
、
火
気
作
業
前
に
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
養
生
、
消
火
器
等
の
配
備
、

監
視
人
の
配

置
等
を
実
施
す
る
。
 

ｕ
．
延
焼
防
止
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処

施
設
を
設
置
す
る
屋
外
の
火
災
区
域
で
は
、
周
辺
施
設

お
よ
び
植
生
と
の
離
隔
を
確
保
し
、
火
災
区
域
内
の
周
辺
の
植
生
区
域
に
つ

い
て
は
、
除
草
等
の
管

理
を
実
施
し
、
延
焼
防
止
を
図
る
。
 

ｖ
．
火
災
鎮

火
後
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（

室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
火

災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
火
災
鎮

火
後
、
原
子
炉
施
設
の

損
傷
の
有
無

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ

び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｗ
．
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認
 

当
直
課
長

は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
有
毒
ガ

ス
侵
入
防
止
の
た
め
、
外
気
取
入

ダ
ン
パ
の
閉
止
、

換
気

空
調

系
の

停
止

ま
た

は
１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉

に
つ

い
て

は
中

央
制

御
室

の
閉

回
路

循
環

運

転
、
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
中
央
制
御
室
お
よ
び
安
全
補
機
開
閉
器
室
の
閉
回
路
循
環

運
転
に
よ
る
建
屋
内
へ
の
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。
 

ｎ
．
森
林
火
災
に
対
す
る
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
防
護
 

消
火
要
員
は
、

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
森
林
火
災
か
ら
の
飛
び
火
に
よ
る
影
響
を
防
止
す
る
た
め

に
散
水
す
る
。
 

ｏ
．
外
部
火
災
に
よ
る
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
影
響
を
受
け
た
場
合
 

放
射
線
管
理
課

長
は
、
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
外
部
火
災
の
影
響
を
受
け
た
場
合
は
、
代
替
設
備
を
防

火
帯
の
内
側
に

設
置
す
る
。
 

ｐ
．
燃
料
保
有
量
制
限
 

３
号
炉
お
よ
び

４
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
補
助
ボ
イ
ラ
燃
料
タ
ン
ク
の
燃
料
保
有
量
を

1
50
 k
l 
に
制
限
す
る
。
 

ｑ
．
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
に
対
す
る
消
火
活
動
 

消
火
要
員
は
、

燃
料
補
充
用
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
火
活
動
を
実
施

す
る
。
 

ｒ
．
火
災
予
防
活
動
（
巡
視
点
検
）
 

各
課
（

室
）
長
は
、
巡
視
点
検
に
よ

り
、
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

ｓ
．
火
災
予
防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）
 

(
a)
 
保
全
計
画
課
長

は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能

を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お

よ
び
機
器
を
設
置

す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設

を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
恒
設

機
器
お
よ
び
点
検
等
に
使
用
す
る
可
燃
物
（
資
機
材
）
の
総
発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超
え
な

い
管
理
（
持
込
み
と
保
管
）
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
保
全
計
画
課
長

は
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を

設
置
す
る
屋
外
の
火
災
区
域

に
つ
い
て
は
、
当

該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
可
燃
物
を
置
か
な
い
管
理
を
実

施
す
る
。
 

ｔ
．
火
災
予
防
活
動
（
火
気
作
業
等
の
管
理
）
 

各
課
（
室

）
長
は
、
火
災
区
域
ま
た
は
火
災

区
画
に
お
い
て
、
溶
接
等
の
火
気

作
業
を
実
施
す
る

場
合
、
火
気
作
業

前
に
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
養
生
、
消
火
器
等
の
配
備
、

監
視
人
の
配
置
等
を
実
施
す
る
。
 

ｕ
．
延
焼
防
止
 

保
全
計
画
課
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を

設
置
す
る
屋
外
の
火
災
区
域
で
は
、
周
辺
施
設
お

よ
び
植
生
と
の
離
隔
を
確
保
し
、
火
災
区
域
内
の
周
辺
の
植
生
区
域
に
つ
い
て
は

、
除
草
等
の
管
理

を
実
施
し
、
延
焼
防
止
を
図
る
。
 

ｖ
．
火
災
鎮
火
後
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室

）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
火
災
が

発
生
し
た
場
合
は
、
火
災
鎮
火
後

、
原
子
炉
施
設
の

損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｗ
．
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災
発
生
の
有
無
の

確
認
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

各
課
（

室
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁

震
度
観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
が
観
測
さ

れ
た
場
合
、
地
震
終
了
後
、
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

を
所
長
お
よ

び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告

す
る
。
 

ｘ
．
施
設
管

理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管
理
計
画

に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

ｙ
．
火
災
影
響
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否

確
認
 

(
a)
 内

部
火
災
影
響
評
価
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、
内
部
火
災
影
響
評
価
へ
の
影
響
確
認

を
行
い
、
評
価
結
果
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
に
よ
っ
て
も
、
安
全
保
護
系

お
よ
び

原
子
炉
停
止

系
の
作

動
が
要

求
さ
れ
る
場

合
に
は
、

火
災
に
よ

る
影
響
を
考
慮
し

て
も
、

多
重
化

さ
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の

系
統
が

同
時
に
機
能

を
失
う
こ

と
な
く
、

原
子
炉
を
安
全
停

止
で
き

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
内
部
火
災
影
響
評
価

の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
 

(b
) 
外
部
火
災
影
響
評
価
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
評
価
条
件
を
定
期

的
に
確
認
し
、
評
価
結
果
に
影
響
が
あ
る
場
合

は
、
発

電
所
敷

地
内
外

で
発
生
す

る
火

災
が

防
護
対
象

施
設
へ

影
響

を
与

え
な
い

こ
と
お
よ

び
火

災
の

二

次
的
影

響
に
対

す
る
適
切

な
防

護
対

策
が
施
さ

れ
て
い

る
こ

と
を

確
認
す

る
た
め
に

、
外

部
火

災

影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
 

 

１
．
６
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
安

全
・
防
災
室
長
に

報
告
す

る
。
 

(
2)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回

以
上
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ

き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
に
必
要

に
応
じ

て
、
火
災
防
護
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

１
．
７
 原

子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子

炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協

議
す
る
。
 

  

２
 
内
部
溢
水
 

安
全
・

防
災

室
長
は
、

溢
水
発

生
時

に
お
け
る

原
子

炉
施
設
の
保

全
の

た
め

の
活

動
を
行

う
体

制
の
整

備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
か

ら
２
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る

。
 

各
課
（
室

）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度

観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上

の
地
震
が
観
測
さ

れ
た
場
合
、
地
震

終
了
後
、
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｘ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管
理
計
画

に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、

点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

ｙ
．
火
災
影
響
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(
a)
 内

部
火

災
影
響
評
価
 

保
全
計
画
課
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、
内
部
火
災
影
響
評
価
へ

の
影
響
確
認
を

行
い
、
評
価
結
果
に
影
響
が
あ
る

場
合
は
、
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
に
よ

っ
て
も
、
安
全
保
護
系
お

よ
び
原

子
炉
停
止
系

の
作
動
が
要

求
さ
れ
る
場
合

に
は
、
火

災
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
て

も
、
多

重
化
さ

れ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
系
統
が

同
時
に
機
能
を

失
う
こ
と

な
く
、
原
子

炉
を
安
全
停
止

で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
内
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
 

(b
) 
外
部
火
災
影
響
評
価
 

保
全
計
画
課
長
は
、
評

価
条
件
を
定
期
的
に
確
認
し
、
評
価
結
果

に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
発
電

所
敷
地

内
外
で
発

生
す
る

火
災

が
防

護
対
象
施

設
へ
影

響
を

与
え

な
い
こ

と
お
よ
び

火
災

の
二

次

的
影
響

に
対
す
る

適
切
な

防
護

対
策

が
施
さ
れ

て
い
る

こ
と

を
確

認
す
る

た
め
に
、

外
部

火
災

影

響
評
価
の
再

評
価
を
実
施
す
る
。
 

 

１
．
６
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
１
．
１

項
か
ら
１
．
５
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
保
全

計
画
課
長
に
報

告
す
る
。
 

(
2)
 保

全
計
画
課
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
の
活
動
の

実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以

上
定
期
的
に

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に

応
じ
て
、
火

災
防
護
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

１
．
７
 原

子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火

災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  

２
 内

部
溢
水
 

保
全
計

画
課

長
は
、
溢

水
発
生
時

に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の
保
全

の
た

め
の
活

動
を
行
う

体
制

の
整
備

と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
か
ら
２
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）

長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

        職
務
分
担

見
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

 ２
．
１
 
要
員
の
配
置
 

所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条

に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

２
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
溢
水
全
般
（
評
価

内
容
な
ら
び
に
溢
水
経
路
、
防
護
す
べ

き
設
備
、
水
密
扉
お
よ
び
堰
等
の
設
置
の
考
え
方
等
）
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

(
2)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
初
期
消
火
活
動
お
よ
び
自
衛
消

防
隊
に
よ
る
消
火
活
動
時
の
放
水
時
の
注
意
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
発
電
室

長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
溢
水

発
生
時
の
運
転
操
作
等
に
関
す
る

教
育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

 

２
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）

長
は
、
溢
水
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

２
．

４
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を

行
う

た
め
に

必
要
な
体

制
の
整
備

と
し
て
、

以
下
の
活

動
を
実

施
す
る
こ

と
を
社

内
標

準
に

定

め
る
。
 

ａ
．
溢
水
発

生
時
の
措
置
に
関
す
る
手
順
 

当
直
課
長
は

、
配
管
の
想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
か
ら
の
放
水
に
よ
る
溢
水
、

地
震
に
よ
る

溢
水
お
よ
び
そ
の
他
の
溢
水
が

発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行

う
。
 

ｂ
．
消
火
水
放
水
時
に
お
け
る

注
意
喚
起
 

安
全
・
防
災

室
長
は
、
機
能
喪
失
高
さ
が
低
い
防
護
す
べ
き
設
備
が
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水

に
よ
り
機
能

喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

消
火
水
放
水
時
の
注
意
事
項

を
現
場
に
表
示
す
る
。
 

ｃ
．
運
転
時
間
実
績
管
理
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
運
転
実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て
運
転
し
て
い

る
割
合
が
当
該
系

統
の
運
転
し
て
い
る
時
間
の
２
％
ま
た
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の
１
％
よ
り
小
さ
い
）
に
よ
り
、
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て
い
る
系
統
に
つ
い
て
の
運
転
時
間
実
績
管
理
を
行
う
。
 

ｄ
．
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管

理
 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視

設
備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止

状
態
の
確
認
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
ま
た
、

各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉

止
操
作
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て

い
な
い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

ｅ
．

タ
ン
ク
の
水
位
管
理
 

 ２
．
１
 
要
員
の
配
置
 

所
長
は
、
原
子
力
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条

に
定
め
る
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。
 

 

２
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 
保
全
計
画
課
長

は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
溢
水
全
般
（
評
価
内
容
な
ら
び
に
溢
水
経
路
、
防
護
す
べ
き

設
備
、
水
密
扉
お
よ
び
堰

等
の
設
置
の
考
え
方
等
）
の

運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

(2
) 

保
全
計
画

課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
災
が

発
生
し
た
場
合
の
初
期
消
火
活

動
お
よ
び
自
衛
消

防
隊
に
よ
る
消
火
活
動
時
の
放
水
時
の
注
意
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

す
る
。
 

(
3)
 
発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
溢
水
発
生

時
の
運
転
操
作
等
に
関
す
る
教
育

訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

 

２
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

２
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当

直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
溢
水
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の

活
動
を

行
う

た
め
に

必
要
な
体

制
の
整
備

と
し
て
、

以
下
の
活

動
を
実
施

す
る
こ

と
を
社

内
標

準
に

定

め
る
。
 

ａ
．
溢
水
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
手
順
 

当
直
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
か
ら
の
放
水
に
よ
る
溢
水
、

地
震
に
よ
る
溢
水
お
よ
び
そ
の
他
の
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行
う
。
 

ｂ
．
消

火
水
放
水
時
に
お
け
る
注
意

喚
起
 

保
全
計
画
課
長
は
、
機
能
喪
失
高
さ
が
低
い
防
護
す
べ
き
設
備
が
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
に

よ
り
機
能
喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
消
火
水
放
水
時
の
注
意
事
項
を
現
場
に
表
示
す
る
。
 

ｃ
．
運
転
時
間
実
績
管
理
 

保
全
計
画
課
長
は
、
運
転

実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て
運
転
し
て
い
る
割

合
が
当
該
系
統

の
運
転
し
て
い
る
時
間
の
２
％
ま
た
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の

１
％
よ
り
小
さ
い
）
に
よ
り
、
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て
い
る
系
統
に
つ
い
て
の
運
転
時
間
実
績

管
理
を
行
う
。
 

ｄ
．
水

密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御

室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設
備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止

状
態
の
確
認
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た

場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
ま
た
、

各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉
止

操
作
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

ｅ
．
タ

ン
ク
の
水
位
管
理
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
設
置
さ
れ
る
建
屋
へ
溢
水
が
流
入
し
伝
播
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
必
要
な
タ
ン
ク
の
水
位
制
限
を
行
う
。
 

ｆ
．
溢
水
発
生
時
の
原
子
炉
施

設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る
手

順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の

損
傷

の
有

無
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

所
長

お
よ

び
原

子
炉

主
任

技
術

者
に

報
告

す

る
。
 

ｇ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

(
a)
 
各
課
（
室
）

長
は
、
火
災
時
に
消
火
水
を
放

水
し
た
場
合
、
消
火
水
に
よ

り
防
護
す
べ
き
設
備

の
要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施

設
管
理
計
画
に
基
づ

き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補

修
を
行
う
。
 

(
b)
 
各
課
（
室
）

長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
没

水
ま
た
は
被
水
し
た
場
合
、

防
護
す
べ
き
設
備
の

要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設

管
理
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修

を
行
う
。
 

(
c)
 
各
課
（
室
）

長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
蒸
気
環
境
に
曝
さ
れ
た
場
合
、

防
護
す
べ
き
設
備
の

要
求
さ
れ
る

機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
施
設

管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を

行
う
。
 

(
d)
 
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
電
気
保
修
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お

よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修

課
長
は
、
海

水
ポ
ン
プ
室
内
お
よ
び
室
外
の
溢
水
を
受
け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
室
内
の
防
護
す
べ
き

設
備
が
機
能

喪
失
し
な
い
よ
う
に
海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
計
画
に
基

づ
き
適
切
に

施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補

修
を
行
う
。
 

(
e)
 
タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
評
価
に
お
い
て
、
応
力
評
価

の
結
果
に
よ
り
破
損

形
状
の
想
定

を
行
う
配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な
減
肉
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
、
継
続

的
な
肉
厚
管
理
を
行
う
。
 

(
f)
 各

課
（
室
）
長
は
、
浸
水
防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す
べ
き
設

備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に

、
必
要
に
応
じ
補
修

を
行
う
。
 

ｈ
．
溢
水
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
を
確
認
す
る
手
順
 

(a
) 

安
全
・
防
災

室
長
は
、
各
種
対
策
設
備
の
追

加
お
よ
び
資
機
材
の
持
込
み

等
に
よ
り
評
価
条
件

に
見
直
し
が
あ
る
場
合
、
都
度
、
溢
水
評

価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(b
) 

安
全
・
防
災

室
長
は
、
消
火
活
動
の
結
果
を

踏
ま
え
、
放
水
後
の
放
水
量

の
溢
水
評
価
に
係
る

妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。
 

 

２
．

５
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
２
．
１
項
か

ら
２
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に

評
価

を
行
う

と
と
も
に

、
評

価
結
果
に

基
づ

き
、
よ
り

適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う

に
必

要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

保
全
計
画
課

長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
設
置
さ

れ
る
建
屋
へ
溢
水
が
流
入
し
伝

播
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、
必
要
な
タ
ン
ク
の
水
位
制
限
を
行
う
。
 

ｆ
．
溢

水
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ

の
影
響
確
認
に
関
す
る
手
順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の

損
傷

の
有

無
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

所
長

お
よ

び
原

子
炉

主
任

技
術

者
に

報
告

す

る
。
 

ｇ
．
施

設
管
理
、
点
検
 

(
a)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
時
に
消
火
水
を
放
水

し
た
場
合
、
消
火
水
に
よ
り
防
護
す
べ
き
設
備

の
要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ

き
適
切
に
施

設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修

を
行
う
。
 

(
b)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
没
水

ま
た
は
被
水
し
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の

要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
施
設

管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を

行
う
。
 

(
c)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
蒸
気

環
境
に
曝
さ
れ
た
場
合
、
防

護
す
べ
き
設
備
の

要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
施
設
管

理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(
d)
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
電
気
保
修

課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ

び
タ
ー
ビ
ン
保
修

課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
室
内
お
よ
び
室
外
の
溢
水
を
受
け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
室
内
の
防
護
す
べ
き

設
備
が
機
能
喪
失
し
な
い
よ
う
に
海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
計
画
に
基

づ
き
適
切
に
施

設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(
e)
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
評

価
に
お
い
て
、
応
力
評
価
の

結
果
に
よ
り
破
損

形
状
の
想
定
を
行
う
配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な
減
肉
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
、
継
続
的

な
肉
厚
管
理
を
行
う
。
 

(
f)
 各

課
（
室
）
長
は
、
浸
水
防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め

、

施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修

を
行
う
。
 

ｈ
．
溢
水
評

価
条
件
の
変
更
の
要
否
を
確
認
す
る
手
順
 

(a
) 

保
全
計
画
課
長
は
、
各
種
対
策
設
備
の
追
加
お

よ
び
資
機
材
の
持
込
み
等
に
よ
り
評
価
条
件
に

見
直
し
が
あ
る
場
合
、
都
度
、
溢
水
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(b
) 

保
全
計
画
課
長
は
、
消
火
活
動
の
結
果
を
踏
ま

え
、
放
水
後
の
放
水
量
の
溢
水
評
価
に
係
る
妥

当
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。
 

 

２
．
５

 定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
２
．
１
項
か
ら

２
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に

評
価

を
行
う
と

と
も
に

、
評

価
結
果
に

基
づ

き
、
よ
り
適

切
な

活
動

と
な

る
よ
う

に
必

要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
保
全
計
画
課
長

に
報
告
す
る
。
 

(2
) 

保
全
計
画
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

う
。
 

 

２
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課

（
室
）
長
は
、

溢
水
の
影
響

に
よ

り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影

響
を
お
よ
ぼ
す
可
能

性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原

子
炉
主
任

技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（

室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停

止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  

３
 火

山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り

※
１
発
生
時
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
火
山
影
響
等

、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
３
．
１
項
か
ら
３
．
４

項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
お
け

る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

※
１
：
地
滑
り
は
２
号
炉
の
み
に
適
用
す
る
。
以
下
、
同
様
と
す
る
。
 

 ３
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所

長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
所
長
は

、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

ま
た
、
所
長
は
、
降
灰
予
報
等
に
よ
り
高
浜
町
へ
の
多
量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
社
内
標
準

に
定
め
る
組
織
の
要
員
を
召
集

し
て
活
動
す
る
。
 

 
な
お
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
、
第
１
３
条
に
定
め
る
重
大
事

故
等
の
対
応
を
行
う

要
員
を
活
用
す
る
。
 

 ３
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
、
積
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
対
す
る
運

用
管
理
に
関

す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 
発
電

室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等

お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
係
る
手

順
に
関
す
る

教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)
 各

課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
、
積
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
対
す
る
運
用

管
理
に
関
す

る
教
育
訓
練
な
ら
び
に
火
山
事
象

、
積
雪
お
よ
び
地
滑
り
よ
り
防
護

す
べ
き
施
設
の
施
設

管
理
、
点
検

に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
4)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
に

対
し
て
、
そ
の
役

割
に
応
じ
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時

の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
対
策
お
よ
び
炉
心
の
著
し
い

損
傷
を
防
止
す
る
た

め
の
対
策
等

に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

う
。
 

 

２
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（

室
）
長
は
、

溢
水
の
影
響

に
よ
り
、

原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
可
能

性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子

炉
主
任

技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室

）
長

に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  

３
 火

山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り

※
１
発
生
時
 

保
全
計
画
課
長
は
、
火
山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の

活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を

得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

※
１
：
地
滑
り
は
２
号

炉
の
み
に
適
用
す
る
。
以
下
、
同
様
と
す
る
。
 

 ３
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所

長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必
要
な
要
員
を
配
置

す
る
。
 

(
2)
 
所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を

配
置
す
る
。
 

ま
た

、
所
長
は
、
降
灰
予
報
等
に
よ
り
高
浜
町
へ
の
多
量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
社
内
標
準

に
定
め

る
組
織
の
要
員
を
召
集
し
て

活
動
す
る
。
 

 
な
お

、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
、
第
１
３
条
に
定
め
る
重
大
事
故
等
の
対
応
を
行
う

要
員
を
活
用
す
る
。
 

 ３
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 
保
全
計
画
課
長

は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
、
積
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生

時
に
対
す
る
運
用

管
理
に
関
す
る

教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(2
) 

発
電
室
長

は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等

お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
の
運
転

操
作
等
に
係
る
手

順
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
、
積
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時

に
対
す
る
運
用

管
理
に
関
す
る
教

育
訓
練
な
ら
び
に
火
山
事
象
、

積
雪
お
よ
び
地
滑
り
よ
り
防
護
す

べ
き
施
設
の
施
設

管
理
、
点
検
に

関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(4
) 
保
全
計
画
課
長

は
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
て
、
そ
の
役
割
に
応
じ
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の

対
策
お
よ
び
炉
心
の
著
し
い
損
傷

を
防
止
す
る
た
め

の
対
策
等
に
関

す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

         職
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

（
中
略
）
 

 ３
．

５
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室

）
長
は
、
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 安

全
・
防

災
室
長
は
、
各
課
（

室
）
長
か
ら
の
報
告
を

受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

 ３
．

６
 原

子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（

室
）
長
は
、
火
山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地

滑
り
発
生
時
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係

課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

(
1)
 火

山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基
準
 

ａ
．
高
浜
町
に
降
灰
予

報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
 

ｂ
．
高
浜
町
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
お
い
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の

対
応
に
着
手
し
、
か
つ
、
第
７
３

条
に
定
め
る
外
部
電
源
に
お
い
て
、
全
５
回
線
中
、
３
回
線
以

上
が
動
作
不
能
に
な
り
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
が
２
回
線
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
送
電
線
の
点

検
時
を
含
む
。
）
ま
た
は
す
べ
て

の
外
部
電
源
が
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
場

合
 

 ３
．

７
 そ

の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内

標
準
に
定
め

る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
安
全

・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を

行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
火
山
事
象
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映

す
る
。
 

    

４
 地

 
震
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
地

震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て

、
次
の
４
．
１
項
か
ら
４
．

４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）

長
は

、
計
画
に
基
づ
き
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制

お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

（
中
略
）
 

 ３
．
５

 定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な

る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
保
全
計
画
課
長
に

報
告
す
る
。
 

(
2)
 保

全
計
画
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を

行
う
。
 

  ３
．
６

 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
影
響

等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係

課
（
室
）
長
に
連
絡

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に

つ
い
て
協
議
す
る
。
 

(1
) 
火
山
影
響
等
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基
準
 

ａ
．
高
浜
町
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
 

ｂ
．
高

浜
町
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
お
い
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の

対
応
に

着
手
し
、
か
つ
、
第
７
３
条
に

定
め
る
外
部
電
源
に
お
い
て
、
全
５
回
線
中
、
３
回
線
以

上
が
動

作
不
能
に
な
り
、
動
作
可
能
な

外
部
電
源
が
２
回
線
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
送
電
線
の
点

検
時
を

含
む
。
）
ま
た
は
す
べ
て
の
外

部
電
源
が
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
場

合
 

 ３
．
７

 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(1
) 
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．

新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を

行
い
、
新
た
な
知

見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
火
山
事
象
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映

す
る
。
 

    

４
 地

 
震
 

保
全
計

画
課
長
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
４
．
１
項
か
ら
４
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策

定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長

は
、
計
画
に
基
づ
き

、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体

制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

     職
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

 ４
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所

長
は
、
災
害
（

原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
所
長
は

、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

４
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室

長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
地
震

発
生
時
の
運
転
操
作
等
に
関
す
る

教
育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

 

４
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）

長
は
、
地
震
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

４
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を

行
う

た
め
に

必
要
な
体

制
の
整
備

と
し
て
、

以
下
の
活

動
を
実

施
す
る
こ

と
を
社

内
標

準
に

定

め
る
。
 

ａ
．
波
及
的
影
響
防
止
に
関
す

る
手
順
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
波
及
的
影
響
を
防
止
す
る
よ
う
現
場
を
維
持
す
る
た

め
、
機
器
設
置
時
の

配
慮
事
項
等
を
定
め
て
管
理
す
る
。
 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
機
器
・
配
管
等
の

設
置
お
よ
び
点
検
資
材
等
の
仮
設
・
仮
置
時
に
お
け
る
、

耐
震
重
要
施
設
（

耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
施
設
）
お
よ
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防

止
設
備
ま
た
は
常

設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故

等
対
処
施
設
（
常
設
耐
震

重
要
重
大
事
故
防
止

設
備
、
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
を
含
む
。
）
、

特
重
施
設
（
以
下
、
「
耐
震

重
要
施
設
等
」
と

い
う
。
）
に
対
す
る
下
位
ク
ラ

ス
施
設

※
１
の
波

及
的
影
響
（
４
つ
の

観
点

※
２
お
よ
び
溢
水
・
火
災

の
観
点
）
を
防
止
す
る
。
 

※
１
：
耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
お
よ
び
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
加
え
、
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外

の
常
設

重
大
事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重

大

事
故
防

止
設
備
以
外
の
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
を
含
む
。
）
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対

処

設
備
、

な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
お
よ
び
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
の
い
ず
れ

に

も
属
さ

な
い
常
設
の
重
大
事
故
等
対

処
施
設
を
考
慮
す
る
。
 

 

※
２
：
４
つ
の
観
点

と
は
、
以
下
を
い
う
。
 

ア
．
 設

置
地
盤
お
よ
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に
起
因
す
る
相
対
変

位
ま
た
は
不
等
沈
下

 ４
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(1
) 
所
長
は
、
災
害
（
原

子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必
要

な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を

配
置
す
る
。
 

 

４
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
地
震

発
生
時
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生

時
の
運
転
操
作
等
に
関
す
る
教
育

訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

 

４
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

４
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当

直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の

活
動
を

行
う

た
め
に

必
要
な
体

制
の
整
備

と
し
て
、

以
下
の
活

動
を
実
施

す
る
こ

と
を
社

内
標

準
に

定

め
る
。
 

ａ
．
波

及
的
影
響
防
止
に
関
す
る
手

順
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は

、
波
及
的
影
響
を
防
止
す
る
よ
う
現
場
を
維
持
す
る
た
め
、
機
器
設
置
時
の

配
慮
事
項
等
を
定
め
て
管
理
す
る
。
 

(b
) 
各
課
（
室

）
長
は
、
機
器
・
配
管
等
の
設
置
お
よ
び
点
検
資
材
等
の
仮
設
・
仮
置
時
に
お
け
る

、

耐
震
重
要
施
設
（
耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
施
設
）
お
よ
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止

設
備
ま
た
は
常

設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止

設
備
、
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
を
含
む
。
）
、
特
重
施
設
（
以
下
、
「
耐
震
重
要
施
設
等
」
と

い
う
。
）
に
対
す
る
下
位
ク
ラ
ス
施

設
※
１
の
波
及
的
影
響
（
４
つ
の
観
点

※
２
お
よ
び
溢
水
・
火
災

の
観
点
）
を
防
止
す
る
。
 

※
１
：
耐
震
Ｂ
ク

ラ
ス
お
よ
び
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
加
え
、
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外

の
常
設
重

大
事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重

大

事
故
防
止

設
備
以
外
の
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
を
含
む
。
）
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対

処

設
備
、
な

ら
び
に
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
お
よ
び
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
の
い
ず
れ

に

も
属
さ
な
い
常
設
の
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
考
慮
す
る
。
 

 

※
２
：
４
つ
の
観
点
と
は
、
以
下
を
い
う
。
 

ア
．
 設

置
地
盤
お
よ
び
地
震
応
答
性
状
の
相

違
等
に
起
因
す
る
相
対
変
位
ま
た
は
不
等
沈
下

        職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

に
よ
る

影
響
 

イ
．
 耐

震
重
要
施
設
等
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
に
お
け
る
相
互
影
響
 

ウ
．
 
建
屋
内
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒
お
よ
び
落
下

等
に
よ
る
耐
震
重
要

施
設
等

へ
の
影
響
 

エ
．
 
建
屋
外
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒
お
よ
び
落
下

等
に
よ
る
耐
震
重
要

施
設
へ
の
影
響
 

ｂ
．
設
備
の
保
管
に
関
す
る
手

順
 

(a
) 

各
課
（

室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ
い
て
、
地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩

壊
・
火
災
等
の
影
響
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
喪
失
し
な
い
よ
う
、

固
縛
措
置
、
分
散
配
置

、
転
倒
防
止
対
策

等
に
よ
る
適
切
な

保
管
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確

認

す
る
。
 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
、
屋
外
の
車
両
型
設
備
に
つ
い
て
、

離
隔
距
離
を
基
に
必
要
な
設
備
間
隔
を
定
め
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ｃ
．
地
震
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

に
関
す
る
手
順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り

の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お

い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震

が
観
測
さ
れ

た
場

合
、
以
下
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す

る
。
 

(
a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子

炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

す
る
。
 

(b
) 

当
直
課

長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
水
面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い

こ
と
等
を
確
認
す
る
。
 

 

４
．
５
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
４
．
１
項
か
ら
４
．
４
項
の

活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に
評
価
を
行
う

と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
安
全
・
防
災
室
長
に

報
告
す
る
。
 

(2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

 

４
．

６
 原

子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施

設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
判
断

し
た
場
合

は
、
所

長
、
原
子

炉
主
任
技

術
者
お

よ
び
関
係

課
（
室
）

長
に
連

絡
す
る
と

と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停

止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

４
．

７
 そ

の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土

木
建
築
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、

反
映
 

に
よ
る
影
響
 

イ
．
 耐

震
重
要
施
設
等
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
に
お
け
る
相
互
影
響
 

ウ
．
 
建
屋
内
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒
お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要

施
設
等
へ
の
影
響
 

エ
．
 
建
屋
外
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒
お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要

施
設
へ
の
影
響
 

ｂ
．

設
備
の
保
管
に
関
す
る
手
順
 

(a
) 

各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等

対
処
設
備
に
つ
い
て
、
地
震

に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩

壊
・
火
災
等
の
影
響
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め

に
必
要
な
機
能
を
喪
失
し
な
い
よ
う
、

固
縛
措
置
、
分
散
配
置

、
転

倒
防
止
対
策

等
に
よ
る
適
切
な

保
管
が

な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確

認

す
る
。
 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
、
屋
外
の
車
両
型
設
備

に
つ
い
て
、

離
隔
距
離
を
基
に
必

要
な
設
備
間
隔
を
定
め
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

ｃ
．
地
震
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る
手
順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り

の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お

い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震

が
観
測
さ
れ

た
場
合

、
以
下
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す

る
。
 

(
a)
 各

課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施

設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

(b
) 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お

い
て
、
水
面
の
清
浄
度
お
よ

び
異
物
の
混
入
が
な
い

こ
と
等
を
確
認
す
る
。
 

 

４
．
５
 定

期
的
な
評
価
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
４
．
１

項
か
ら
４
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な

る
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(2
) 

保
全
計
画
課

長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報

告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

 

４
．
６

 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と

判
断

し
た
場
合

は
、
所

長
、
原
子
炉
主

任
技

術
者
お

よ
び
関
係

課
（
室
）
長
に

連
絡
す
る
と

と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等

の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

４
．
７

 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子

力
安
全
・
技
術
）
お

よ
び
原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
土

木
建
築
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新

た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
 

                        職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び

原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土

木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確

認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合

、
耐
震
安
全

性
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を

適
切
に
反
映
す
る
。
 

ｂ
．
波

及
的
影
響
防
止
 

原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
４
つ
の
観
点
以

外
の
新
た
な
波
及

的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確

認
 

(a
)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築

）
は
、
原
子
炉
施
設
の
う
ち
安

全
上
特
に
重
要
な

も
の
に
対
し
て

、
地
震
観
測
等
に
よ
り
振
動
性
状
の
把
握
お
よ
び
土
木
設
備
・
建
築
物
の
機
能
に

支
障
の
な
い
こ

と
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
観
測
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
必

要
に
応
じ
、
地

震
観
測
網
の
拡
充
を
計
画
す
る
。
 

(
b)
 
原
子
力
安
全

・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
原
子
炉
施

設
の
う
ち
安
全
上
特

に
重
要
な
も
の
に
対

す
る
振
動
性
状
の
確
認
結
果
を

受
け
て
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
施
設
の
機
能

に
支
障
の
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

  

５
 津

 
波
 

安
全
・
防
災

室
長
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て
、
次
の
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し

、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）

長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 ５
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所

長
は
、
災
害
（

原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
所
長

は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め

る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

５
．

２
 教

育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
、
発

電
所
構

外
に

お
い
て

原
子
炉
施

設
へ
の
影

響
の
可
能

性
の
あ
る

津
波
と

想
定
さ
れ

る
潮
位

の
変

動
を

観

測
し
た

場
合

お
よ
び

発
電
所
構

外
の
観
測

潮
位
が
欠

測
し
た
場

合
を
想

定
し
た
車

両
退
避

等
の

訓
練

を

定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

(
2)
 発

電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
津
波
発
生
時
の
運
転
操
作
等
（
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
な
い
可

能
性
の
あ
る

津
波
へ
の
対
応
に
係
る
運
転
操
作
を
含
む
）
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)
 各

課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
、
津
波
監
視
設
備
お
よ
び

原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
土

木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
、
耐
震
安
全

性
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

ｂ
．
波
及
的

影
響
防
止
 

原
子
力
安
全
・
技
術

部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
４
つ
の
観
点
以
外
の
新
た
な
波
及

的
影
響
の
観
点
の
抽

出
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
地

震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
 

(a
) 
原
子
力
安
全
・

技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）

は
、
原
子
炉
施
設
の
う
ち
安

全
上
特
に
重
要
な

も
の
に
対
し
て
、
地
震
観
測
等
に
よ
り
振
動
性
状

の
把
握
お
よ
び
土
木
設
備
・
建
築
物
の
機
能
に

支
障
の
な
い
こ
と
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
適

切
な
観
測
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
必

要
に
応
じ
、
地
震
観
測
網
の
拡
充
を
計
画
す
る
。
 

(
b)
 
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全

・
技
術
）
は
、
原
子
炉
施
設

の
う
ち
安
全
上
特

に
重
要
な
も
の
に
対
す
る
振
動
性
状
の
確
認
結
果
を
受
け
て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
施
設
の
機
能

に
支
障
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  

５
 津

 
波
 

保
全
計
画
課
長
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長

は
、
計
画
に
基
づ
き

、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体

制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 ５
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(1
) 
所
長
は
、
災
害
（
原

子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必
要

な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(2
) 

所
長
は
、

原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め
る

必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

５
．
２

 教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 

保
全
計
画

課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
津
波
防

護
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育

訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
保
全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
発
電

所
構
外

に
お

い
て
原

子
炉
施
設

へ
の
影
響

の
可
能
性

の
あ
る
津

波
と
想
定

さ
れ
る

潮
位
の

変
動

を
観

測

し
た
場

合
お

よ
び
発

電
所
構
外

の
観
測
潮

位
が
欠
測

し
た
場
合

を
想
定
し

た
車
両

退
避
等

の
訓

練
を

定

期
的
に
実
施
す
る
。
 

(2
) 
発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
津
波
発
生
時
の
運
転
操
作
等
（
津
波
警
報
等
が

発
表
さ
れ
な
い
可

能
性
の
あ
る
津

波
へ
の
対
応
に
係
る
運
転
操
作
を
含
む
）
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る

。
 

(3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
、
津
波
監
視
設
備
お
よ
び

                 職
務
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

特
重
施
設
の

代
替
設
備
に
対
し
て
基
準
津
波
高

さ
を
一
定
程
度
超
え
る
津
波
を
想

定
し
た
津
波
高
さ
を

考
慮
し
た
水

密
性
を
維
持
す
る
た
め
の
設
備
の

施
設
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育

訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

 

５
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）

長
は
、
津
波
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

５
．
４
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は

、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

ａ
．
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管

理
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は

、
Ａ
中
央
制
御
室
に
お

い
て
水
密
扉
監
視
設

備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は

、
Ｂ
中
央
制
御
室
に
お

い
て
水
密
扉
監
視
設

備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開
放

後
の
確
実
な
閉
止
操
作
お
よ
び

閉
止
さ
れ
て
い
な
い

状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

ｂ
．

取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
管
理
 

当
直
課
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
両
系
列
４
門
全
て
が
閉
止
し
た
場
合
、
ま
た
は
３
門
が

閉
止
し
た
場
合
は
、
循
環
水
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
ま
た
、
運
転
中
の
号
炉
に
つ
い
て
は
原

子
炉
を
停
止
す
る
。
 

ｃ
．
防
潮
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

防
潮
扉
に
つ
い
て
は
、
原
則
閉
止
運
用
と
し
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御

室
に
お
い
て
防
潮
扉

の
閉
止
状
態
の
確
認
を
行
う
。
ま
た

、
各
課
（
室
）
長
は
、
防
潮
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作

お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を

行
う
。
 

ｄ
．
車
両
の
管
理
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
発
電
所
構
内
の
放

水
口
側
防
潮
堤
お
よ
び
取
水
路

防
潮
ゲ
ー
ト
の
外
側

に
存
在
し
、
か
つ
漂
流
物
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
車
両
に
つ

い
て
、
漂
流
物

と
な
ら
な
い
管
理
を

実
施
す
る
。
 

ｅ
．

発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の

対
応
 

(
a)
当
直
課
長
は
、
原
則
と
し
て
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

循
環
水
ポ
ン
プ
を
停

止
（
プ
ラ
ン

ト
停
止
）
す
る
。
ま
た
、
Ａ
中
央
制
御
室
か
ら
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
を
閉
止
す
る
と

と
も
に
、
原

子
炉
の
冷
却
操
作
を
実
施
す

る
。
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は

な
い
。
 

特
重
施
設
の
代
替

設
備
に
対
し
て
基
準
津
波
高
さ

を
一
定
程
度
超
え
る
津
波
を
想
定

し
た
津
波
高
さ
を

考
慮
し
た
水
密
性

を
維
持
す
る
た
め
の
設
備
の
施

設
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓

練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

 

５
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

５
．
４
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し

て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

ａ
．

水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
Ａ
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設

備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の

確
認
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な

い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行

う
。
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
当
直
課
長
は
、
Ｂ
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設

備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の

確
認
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な

い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行

う
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い

状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉

止
操
作
を
行
う
。
 

ｂ
．
取

水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
管
理
 

当
直
課
長
は
、
取
水
路

防
潮
ゲ
ー
ト
の
両
系
列
４
門
全
て
が
閉
止
し
た
場
合
、
ま
た
は
３
門
が

閉
止

し
た
場
合
は
、
循
環
水
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
ま
た
、
運
転
中
の
号
炉

に
つ
い
て
は
原

子
炉

を
停
止
す
る
。
 

ｃ
．
防
潮
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

防
潮
扉
に
つ
い
て
は
、
原
則
閉

止
運
用
と
し
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
防
潮
扉

の
閉
止
状
態
の
確
認
を
行
う
。
ま
た

、
各
課
（
室
）
長
は
、
防
潮
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作

お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認

さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行

う
。
 

ｄ
．
車

両
の
管
理
 

保
全
計
画
課

長
は
、
発
電
所
構
内
の
放
水
口
側
防
潮
堤
お
よ
び
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
外
側
に

存
在
し
、
か
つ
漂
流
物
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
車
両
に
つ
い
て
、
漂
流
物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実

施
す
る
。
 

ｅ
．
発

電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
対
応
 

(
a)
当
直
課
長
は
、
原
則
と
し
て
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
循
環
水
ポ
ン
プ
を
停

止
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
）
す
る
。
ま
た
、
Ａ
中
央
制
御
室
か
ら
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
を
閉
止
す
る
と

と
も
に
、
原
子

炉
の
冷
却
操
作
を
実
施
す
る
。
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

                             職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

ア
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

イ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に

伴
う
津
波
で
あ
っ
て
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
、
到
達
す
る
ま
で

の
時

間
経
過
で
、
大
津
波
警
報
が

見
直
さ
れ
た
場
合
 

(
b)
 
原
子
燃
料
課

長
は
、
燃
料
等
輸
送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ

た
場
合
、
荷
役
作
業

を
中
断
し
、

陸
側
作
業
員
お
よ
び
輸
送
物

の
退
避
に
関
す
る
措
置
を
実
施

す
る
。
 

(
c)
 
放
射
線
管
理

課
長
は
、
燃
料
等
輸
送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等
が
発
表
さ

れ
た
場
合
、
荷
役
作

業
を
中
断
し

、
陸
側
作
業
員
お
よ
び
輸
送
物
の
退
避
に
関
す
る
措
置
な
ら
び
に
漂
流
物
化
防
止
対

策
を
実
施
す

る
。
 

(
d)
 
原
子
燃
料
課

長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
緊
急
離
岸
す
る
船
側
と
退

避
状
況
に
関
す
る
情

報
連
絡
を
行

う
。
 

(
e)
 
当
直
課
長
は

、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状

況
の
監
視
を
実
施
す

る
。
 

(
f)
 
安
全
・
防
災

室
長
は
、
発
電
所
構
内
の
放
水
口
側
防
潮
堤
お
よ
び
取
水
路

防
潮
ゲ
ー
ト
の
外
側

に
存
在
し
、

か
つ
漂
流
物
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
車
両
に
つ
い
て
津
波
の
影
響
を
受
け
な
い
場
所

へ
退
避
す
る

こ
と
に
よ
り
漂
流
物
と
な
ら

な
い
措
置
を
実
施
す
る
。
 

ｆ
．

地
震
加
速
度
高
に
よ
り

原
子
炉
が

ト
リ
ッ
プ
し
、
か

つ
発
電
所
を
含
む

地
域
に
津

波
警
報
等
が
発

表
さ
れ
た
場
合
の
対
応
 

(a
)
 当

直
課
長
は
、
原
則
と
し
て
１
号
炉
、
２
号

炉
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

循
環
水
ポ
ン
プ
を

停
止
す
る
。
 

(b
)
 当

直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮

位
計
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状
況

の
監
視
を
実
施
す

る
。
 

ｇ
．

発
電
所
を
含
む
地
域
に
津
波

警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の

対
応
 

(
a)
 
当
直
課
長
は

、
速
や
か
に
ゲ
ー
ト
落
下
機
構

の
電
源
系
お
よ
び
制
御
系
に

異
常
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

(
b)
 
原
子
燃
料
課

長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
緊
急
離
岸
す
る
船
側
と
退

避
状
況
に
関
す
る
情

報
連
絡
を
行

う
。
 

(
c)
 
当
直
課
長
は

、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状

況
の
監
視
を
実
施
す

る
。
 

ｈ
．
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ

な
い
可
能
性
の
あ
る
津
波
へ
の

対
応
 

(
a)
 取

水
路

防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判
断
基
準
等
を
確
認

※
し
た
場
合
の
対
応
 

ア
 当

直
課
長
は
、
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
循
環
水
ポ
ン
プ
を
停
止
（
プ
ラ

ン
ト

停
止
）
す
る
。
ま
た
、
Ａ
中
央
制
御
室
か
ら
取
水
路
防

潮
ゲ
ー
ト
を
閉
止
す
る
と
と
も
に
、

原
子

炉
の
冷
却
操
作
を
実
施
す
る

。
 

イ
 
当
直

課
長

は
、

津
波
監
視

カ
メ

ラ
お
よ
び

潮
位

計
に
よ
る
津

波
の

襲
来

状
況
の
監
視

を
実

施

す
る

。
 

※
：
「
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（

防
護
用
）
の
う
ち
、
 
2
 
台
の
潮
位
計
の
観
測
潮
位
が
い
ず
れ
も

 

10
 
分
以
内
に
 
0
.5
 
m以

上
下
降
し
、
そ
の
後
、
最

低
潮
位
か
ら
 
1
0 

分
以
内
に
 
0
.5
 
m以

ア
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ

っ
た
場
合
 

イ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴

う
津
波
で
あ
っ
て
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
、
到
達
す
る
ま
で

の
時
間

経
過
で
、
大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

(
b)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
等
輸
送
船
に
関
し
、

津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
荷
役
作
業

を
中
断
し
、
陸

側
作
業
員
お
よ
び
輸
送
物
の
退
避
に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

(
c)
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
燃
料
等
輸
送
船
に
関
し

、
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ

た
場
合
、
荷
役
作

業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員
お
よ
び
輸
送
物
の
退
避
に
関
す
る
措
置
な
ら
び
に
漂
流
物
化
防
止
対

策
を
実
施
す
る

。
 

(
d)
 
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、

緊
急
離
岸
す
る
船
側
と
退
避

状
況
に
関
す
る
情

報
連
絡
を
行
う

。
 

(
e)
 
当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位

計
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状
況

の
監
視
を
実
施
す

る
。
 

(
f)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
発
電
所
構
内
の
放
水
口
側

防
潮
堤
お
よ
び
取
水
路
防
潮

ゲ
ー
ト
の
外
側
に

存
在
し
、
か
つ
漂
流
物
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
車
両
に
つ
い
て
津
波
の
影
響
を
受
け
な
い
場
所
へ

退
避
す
る
こ
と

に
よ
り
漂
流
物
と
な
ら
な
い
措
置
を
実
施
す
る
。
 

ｆ
．
地

震
加
速
度
高
に
よ
り

原
子
炉
が
ト
リ

ッ
プ
し
、
か

つ
発
電
所
を
含
む
地
域

に
津

波
警
報
等
が
発

表
さ

れ
た
場
合
の
対
応
 

(a
) 
当
直
課
長
は
、

原
則
と
し
て
１
号
炉
、
２
号
炉

、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

循
環
水
ポ
ン
プ
を

停
止
す
る
。
 

(b
) 
当
直
課
長
は
、

津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位

計
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状
況

の
監
視
を
実
施
す

る
。
 

ｇ
．
発

電
所
を
含
む
地
域
に
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
対
応
 

(
a)
 
当
直
課
長
は
、
速
や
か
に
ゲ
ー
ト
落
下
機
構
の

電
源
系
お
よ
び
制
御
系
に
異
常
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

(
b)
 
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、

緊
急
離
岸
す
る
船
側
と
退
避

状
況
に
関
す
る
情

報
連
絡
を
行
う

。
 

(
c)
 
当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位

計
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状
況

の
監
視
を
実
施
す

る
。
 

ｈ
．
津

波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
な
い

可
能
性
の
あ
る
津
波
へ
の
対
応
 

(
a)
 取

水
路
防

潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判
断
基
準
等
を
確
認

※
し
た
場
合
の
対
応
 

ア
 
当
直
課
長
は
、
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
循
環
水
ポ
ン
プ
を
停
止
（
プ
ラ

ン
ト
停

止
）
す
る

。
ま
た

、
Ａ
中
央
制
御
室
か
ら
取
水
路
防
潮

ゲ
ー
ト
を
閉
止
す
る
と
と
も
に
、

原
子
炉

の
冷
却
操
作
を
実
施
す
る
。
 

イ
 
当
直

課
長
は
、

津
波
監
視

カ
メ

ラ
お
よ
び

潮
位

計
に
よ
る
津

波
の

襲
来

状
況
の
監
視

を
実

施

す
る
。
 

※
：

「
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防

護
用
）
の
う
ち
、
 
2
 
台
の
潮
位
計
の
観
測
潮

位
が
い
ず
れ
も

 

10
 
分
以
内
に
 
0.
5
 
m以

上
下
降
し
、
そ
の
後
、
最
低
潮
位
か
ら
 
1
0 

分
以
内
に
 
0
.5
 
m以

            職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

上
上
昇
す
る
こ
と
、

ま
た
は
 1
0 
分
以
内
に
 
0.
5
 m
以
上
上
昇
し
、
そ

の
後
、
最
高
潮
位
か

ら
 1
0
 分

以
内
に
 0
.5
 m
以
上
下
降
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
発
電
所
構

外
に
お
い
て
、
遡
上

波
の
地
上
部
か
ら
の

到
達
、
流
入
お
よ
び
取
水
路
、
放
水
路
等
の
経
路
か
ら
の
流
入
（
以
下
、

「
敷
地
へ
の
遡
上
」
と
い
う
。
）
な
ら

び
に
水
位
の
低
下
に
よ
る
海
水

ポ
ン
プ
へ
の
影
響
の

お
そ
れ
が
あ
る
潮
位

の
変
動
を
観
測
し
、
そ
の
後

、
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防
護
用
）
の
う

ち
、
 
2 

台
の
潮
位
計
の
観
測
潮
位
が
い
ず
れ
も

 
10
 
分
以

内
に
 
0
.5
 
m
以
上
下
降
す
る
こ

と
、
ま
た
は
 
10
 分

以
内
に
 0
.5
 m
以
上
上
昇
す
る
こ
と
。
」
を
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
を

担
当

す
る

当
直

課
長

と
３

号
炉

お
よ

び
４

号
炉

を
担

当
す

る
当

直
課

長
の

潮
位

観
測

シ
ス

テ
ム
（
防
護
用
）
の
う
ち
衛
星
電
話
（
津
波
防
護
用
）
を
用
い
た
連
携
に
よ
り
確
認
（
こ
の

条
件
の
成
立
確
認
を
「
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判
断
基
準
等
を
確
認
」
と
い
う
。
潮
位

変
動
値
の
セ
ッ
ト
値

は
 0
.4
5 
mと

す
る
。
以
下
、
同
じ
。
）
 

ウ
 
技
術

課
長

は
、

取
水
路
防

潮
ゲ

ー
ト
の
閉

止
判

断
基
準
等
を

確
認

し
た

と
き
は
、
そ

の
旨

を

社
内

お
よ
び
社
外
関
係
機
関
に
連

絡
す
る
。
 

(
b)
 
発
電
所
構
外

に
お
い
て
原
子
炉
施
設
へ
の
影

響
の
可
能
性
の
あ
る
津
波
と

想
定
さ
れ
る
潮
位
の

変
動
を
観
測
し
た
場
合

の
対
応
 

ア
 
当
直

課
長

は
、

速
や
か
に

ゲ
ー

ト
落
下
機

構
の

電
源
系
お
よ

び
制

御
系

に
異
常
が
な

い
こ

と

を
確

認
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
構

外
の
観
測
潮
位
欠
測
時
も
同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

イ
 当

直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状
況
の
監
視
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
発

電
所
構
外
の
観
測
潮
位
欠
測
時
も
同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

ウ
 土

木
建
築
課
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
保
守
作
業
の
中
断
に
係
る
措
置
を
行
う
。
ま
た
、
発

電
所

構
外
の
観
測
潮
位
欠
測
時
も

同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

エ
 
安
全

・
防

災
室

長
は
、
発

電
所

構
内
の
放

水
口

側
防
潮
堤
お

よ
び

取
水

路
防
潮
ゲ
ー

ト
の

外

側
に

存
在
し
、
か
つ
漂
流
物
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
車
両
に
つ
い
て
津
波

の
影
響
を
受
け
な
い

場
所

へ
退
避
す
る
こ
と
に
よ
り
漂

流
物
と
な
ら
な
い
措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
構
外

の
観

測
潮
位
欠
測
時
も
同
等
の
対

応
を
実
施
す
る
。
 

オ
 原

子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
等
輸
送
船
が
荷
役
中
の
場
合
、
荷
役

作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員

お
よ

び
輸
送
物
の
退
避
に
関
す
る

措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
係
留
強

化
す
る
船
側
と
情
報

連
絡

を
行
う
。
 

カ
 放

射
線
管
理
課
長
は
、
燃
料
等
輸
送
船
が
荷
役
中
の
場
合
、
荷

役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業

員
お

よ
び

輸
送

物
の
退

避
に

関
す

る
措

置
な

ら
び

に
漂

流
物

化
防

止
対

策
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
係
留
強
化
す
る
船
側
と
情
報
連
絡
を
行
う
。
な
お
、
発
電
所
構
外

の
観
測
潮
位
欠
測
時

は
、

構
外
潮
位
観
測
地
点
の
監
視

人
に
よ
る
潮
位
の
観
測
に
よ
り
荷
役
作
業
を
実
施
す
る
。
 

キ
 
原
子

燃
料

課
長

お
よ
び
放

射
線

管
理
課
長

は
、

燃
料
等
輸
送

船
が

荷
役

中
以
外
の
場

合
、

緊

急
離

岸
す
る
船
側
と
退
避
状
況
に

関
す
る
情
報
連
絡
を
行
う
。
 

(
c)
 動

作
可

能
な
潮
位
計
が
２
台
未
満
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
 

ア
 
当
直

課
長

は
、

発
電
所
構

外
の

観
測
潮
位

に
故

障
を
示
す
指

示
変

動
や

欠
測
が
な
い

こ
と

を

確
認

し
、
津
波
の
襲
来
状
況
の
監

視
強
化
を
実
施
す
る
。
 

上
上
昇
す
る
こ
と
、
ま
た

は
 1
0 
分
以
内
に
 
0.
5
 m
以
上
上
昇
し
、
そ
の
後
、
最
高
潮
位
か

ら
 1
0 
分
以
内
に
 0
.
5 
m
以
上
下
降
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
発
電
所
構
外
に
お
い
て
、
遡
上

波
の
地
上
部
か
ら
の
到
達
、
流
入
お
よ
び
取
水
路
、
放
水
路
等
の
経
路
か
ら
の

流
入
（
以
下
、

「
敷
地
へ
の
遡
上
」
と
い
う
。
）
な
ら
び
に
水
位
の
低
下
に
よ
る
海
水
ポ

ン
プ
へ
の
影
響
の

お
そ
れ
が
あ
る
潮
位
の
変
動
を
観
測
し
、
そ
の
後
、
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防
護
用
）
の
う

ち
、
 
2 

台
の
潮
位
計
の
観
測
潮
位
が
い
ず
れ
も
 
10
 
分
以
内
に
 
0
.5
 
m以

上
下
降
す
る
こ

と
、
ま
た
は
 
10
 分

以
内

に
 0
.5
 m
以
上
上
昇
す
る
こ
と
。
」
を
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
を

担
当

す
る

当
直

課
長

と
３

号
炉

お
よ

び
４

号
炉

を
担

当
す

る
当

直
課

長
の

潮
位

観
測

シ
ス

テ
ム
（
防
護
用
）
の
う
ち
衛
星
電
話
（
津
波
防
護
用
）
を
用
い
た
連
携
に
よ
り
確
認
（
こ
の

条
件
の
成
立
確
認
を
「
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判
断
基
準
等
を
確
認
」
と

い
う
。
潮
位

変
動
値
の
セ
ッ
ト
値
は
 
0
.4
5 
mと

す
る
。
以
下
、
同
じ
。
）
 

ウ
 
技
術

課
長
は
、

取
水
路
防

潮
ゲ

ー
ト
の
閉

止
判

断
基
準
等
を

確
認

し
た

と
き
は
、
そ

の
旨

を

社
内
お

よ
び
社
外
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。
 

(
b)
 
発
電
所
構
外
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響

の
可
能
性
の
あ
る
津
波
と
想
定
さ
れ
る
潮
位
の

変
動
を
観
測
し
た
場
合
の
対
応
 

ア
 
当
直

課
長
は
、

速
や
か
に

ゲ
ー

ト
落
下
機

構
の

電
源
系
お
よ

び
制

御
系

に
異
常
が
な

い
こ

と

を
確
認

す
る
。
ま
た
、
発
電
所
構
外
の
観
測
潮
位
欠
測
時
も
同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

イ
 当

直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
津
波
の
襲
来
状
況
の
監
視
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
発

電
所
構
外
の
観
測
潮
位
欠
測
時
も
同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

ウ
 
土
木
建
築
課
長
は
、
取
水

路
防
潮
ゲ
ー
ト
保
守
作
業
の

中
断
に
係
る
措
置
を
行
う
。
ま
た
、
発

電
所
構

外
の
観
測
潮
位
欠
測
時
も
同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

エ
 
保
全

計
画
課
長

は
、
発
電

所
構

内
の
放
水

口
側

防
潮
堤
お
よ

び
取

水
路

防
潮
ゲ
ー
ト

の
外

側

に
存
在

し
、
か
つ
漂
流
物
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
車
両
に
つ
い
て
津
波
の
影
響
を
受
け
な
い
場

所
へ
退

避
す
る
こ
と
に
よ
り
漂
流
物
と
な
ら
な
い
措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
構
外
の

観
測
潮

位
欠
測
時
も
同
等
の
対
応
を
実
施
す
る
。
 

オ
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料

等
輸
送
船
が
荷
役
中
の
場
合

、
荷
役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員

お
よ
び

輸
送
物
の
退
避
に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
係
留
強
化
す
る
船
側
と
情
報

連
絡
を

行
う
。
 

カ
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
燃

料
等
輸
送
船
が
荷
役
中
の
場

合
、
荷
役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業

員
お

よ
び

輸
送

物
の

退
避

に
関

す
る

措
置

な
ら

び
に

漂
流

物
化

防
止

対
策

を
実

施
す

る
と
と

も
に
、
係
留
強
化
す
る
船
側
と

情
報
連
絡
を
行
う
。
な
お
、
発
電
所
構
外
の
観
測
潮
位
欠
測
時

は
、
構

外
潮
位
観
測
地
点
の
監
視
人
に
よ
る
潮
位
の
観
測
に
よ
り
荷
役
作
業
を
実
施
す
る
。
 

キ
 
原
子

燃
料
課
長

お
よ
び
放

射
線

管
理
課
長

は
、

燃
料
等
輸
送

船
が

荷
役

中
以
外
の
場

合
、

緊

急
離
岸

す
る
船
側
と
退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行
う
。
 

(
c)
 動

作
可
能

な
潮
位
計
が
２
台
未
満
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
 

ア
 
当
直

課
長
は
、

発
電
所
構

外
の

観
測
潮
位

に
故

障
を
示
す
指

示
変

動
や

欠
測
が
な
い

こ
と

を

確
認
し

、
津
波
の
襲
来
状
況
の
監
視
強
化
を
実
施
す
る
。
 

                     職
務
分
担
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

イ
 
安
全

・
防

災
室

長
は
、
発

電
所

構
外
に
お

い
て

原
子
炉
施
設

へ
の

影
響

の
可
能
性
の

あ
る

津

波
と

想
定

さ
れ

る
潮
位

の
変

動
を

観
測

し
た

場
合

ま
た

は
発

電
所

構
外

の
観

測
潮

位
が

欠
測

し
た

場
合
、
速
や
か
に
作
業
の
中

断
、
所
員
と
車
両
の
退
避
に
係
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

(
d)
 
衛
星
電
話
（

津
波
防
護
用
）
、
代
替
手
段
お

よ
び
代
替
手
段
以
外
の
通
信

手
段
の
機
能
喪
失
に

よ
り
、
中
央
制
御
室
間

の
連
携
が
で
き
な
い
場
合
の
対
応
 

ア
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
速
や
か
に
作
業
の
中
断
、
所
員
と
車
両
の
退
避
に
係
る
措
置
を
実
施
す

る
。
 

(
e)
 
取
水
路
防
潮

ゲ
ー
ト
閉
止
判
断
基
準
に
は
到

達
し
な
い
平
常
時
と
は
異
な

る
潮
位
変
動
を
確
認

し
た
場

合
（
台
風
等
の
異
常
時
の
潮
位
変
動
を
除
く
）
の
対
応
 

ア
 
計

装
保
修

課
長
は

、
監
視
モ

ニ
タ
と
手

計
算

の
潮
位
変

化
量

が
整
合

し
て

い
る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

i
．
津
波
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長

は
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
を
閉

止
し
た
場
合
ま
た
は
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止

判
断
基
準
等
を
確
認
し
た
場
合

は
、事

象
収
束
後
、

原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。
 

j
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
、
津
波
監
視
設
備
お
よ

び
津
波
影
響
軽
減

施
設
の

要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
な
ら
び
に

特
重
施
設
の
代
替
設
備
に
対

し
て
基
準
津
波
高
さ

を
一
定

程
度
超
え
る
津
波
を
想
定
し
た
津
波
高
さ
を
考
慮
し
た
水
密
性
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管

理
計
画

に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

な
お
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
遠
隔
閉
止
信
号
を
停
止
す
る
場
合
は
、
現
地
の

手
動
操
作
に
よ
り

敷
地

へ
の
遡

上
お

よ
び

水
位

の
低

下
に

よ
る

海
水

ポ
ン

プ
へ

の
影

響
の

お
そ

れ
が

あ
る

潮
位

に
至

る
前
に

ゲ
ー
ト
を
落
下
で
き
る
よ
う
、
発
電
所
構

外
の
観
測
潮
位
に
通
常
の
潮

汐
と
は
異
な
る
潮
位

変
動
や

故
障
を
示
す
指
示
変
動
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
資
機
材
を
確
保
す
る

と
と
も
に
体
制
を
確

保
し
、

維
持
す
る
。
 

k．
津
波
評
価
条

件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(
a)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、
津
波
評
価
へ
の

影
響
確
認
を
行
う
。

 

(
b)
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
津
波
評
価
に
係
る
評
価
条
件
を
定
期
的
に
確
認
す

る
。
 

 

５
．
５
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
の
活
動
の
実

施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に

基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な

る
よ
う
に
必
要
に
応

じ
て
、
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
各

課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

 

イ
 
保
全

計
画
課
長

は
、
発
電

所
構

外
に
お
い

て
原

子
炉
施
設
へ

の
影

響
の

可
能
性
の
あ

る
津

波

と
想

定
さ

れ
る

潮
位

の
変

動
を

観
測

し
た

場
合

ま
た

は
発

電
所

構
外

の
観

測
潮

位
が

欠
測
し

た
場
合

、
速
や
か
に
作
業
の
中
断
、
所
員
と
車
両
の
退
避
に
係
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

(
d)
 
衛
星
電
話
（
津
波
防
護
用
）
、
代
替
手
段
お
よ

び
代
替
手
段
以
外
の
通
信
手
段
の
機
能
喪
失
に

よ
り
、
中
央
制
御
室
間
の
連
携
が
で
き
な
い
場
合
の
対
応
 

ア
 
保
全

計
画
課
長

は
、
速
や

か
に

作
業
の
中

断
、

所
員
と
車
両

の
退

避
に

係
る
措
置
を

実
施

す

る
。
 

(
e)
 
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
閉
止
判
断
基
準
に
は
到
達

し
な
い
平
常
時
と
は
異
な
る
潮
位
変
動
を
確
認

し
た
場
合
（
台
風
等
の
異
常
時
の
潮
位
変
動
を
除
く
）
の
対
応
 

ア
 
計

装
保
修

課
長
は

、
監
視
モ

ニ
タ
と
手

計
算

の
潮
位
変

化
量

が
整

合
し
て

い
る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

i．
津
波
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
を
閉

止
し
た
場
合
ま
た
は

取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判

断
基
準
等
を
確
認
し
た
場
合

は
、事

象
収
束
後
、

原
子
炉
施
設
の
損
傷

の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に

、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。
 

j．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
、
津
波
監
視
設
備
お
よ

び
津
波
影
響
軽
減

施
設
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
な
ら
び
に
特
重
施
設
の
代
替
設
備
に
対
し
て
基
準
津
波
高
さ

を
一
定
程
度
超
え
る
津
波
を
想
定
し
た
津

波
高
さ
を
考
慮
し
た
水
密
性
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管

理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

な
お
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の

遠
隔
閉
止
信
号
を
停
止
す
る
場
合
は
、
現
地
の

手
動
操
作
に
よ
り

敷
地

へ
の
遡

上
お

よ
び

水
位

の
低

下
に

よ
る

海
水

ポ
ン

プ
へ

の
影

響
の

お
そ

れ
が

あ
る

潮
位

に
至

る
前
に
ゲ
ー
ト
を
落
下
で
き
る
よ
う
、
発
電
所
構
外
の
観
測
潮
位
に
通
常
の
潮
汐
と
は
異
な
る
潮
位

変
動
や
故
障
を
示
す
指
示
変
動
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
資
機
材
を
確
保
す
る
と
と
も
に
体
制
を
確

保
し
、
維
持
す
る
。
 

k
．
津
波
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(a
)
 各

課
（
室
）
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、
津
波
評
価
へ
の
影

響
確
認
を
行
う
。

 

(b
)
 保

全
計
画
課
長
は
、
津
波
評
価
に
係
る
評
価
条
件
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
 

 

５
．
５
 定

期
的
な
評
価
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基

づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る

よ
う
に
必
要
に
応

じ
て
、
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報

告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計

画
の
見
直
し
を
行

う
。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

５
．
６

 原
子
炉
施
設
の

災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉

施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ

び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に

つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

５
．
７
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原

子
力
安
全
・
技
術
部

門
統
括
（
土

木
建
築
）
は

、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括

（
土
木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新

た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
、
耐

津
波
安
全
性
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

  

６
 竜

 
巻
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
竜

巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て

、
次
の
６
．
１
項
か
ら
６
．

４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）

長
は

、
計
画
に
基
づ
き
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制

お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

 ６
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所

長
は
、
災
害
（

原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 
所
長

は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め

る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

６
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
防
護
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て

、
竜
巻
発
生
時
に
お

け
る
車
両
退
避
等
の

訓
練
を
実
施

す
る
。
 

(
2)
 
発
電

室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時

の
運
転
操
作
等
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

(
3)
 各

課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
竜
巻
対
策
設
備
の
施
設
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

 

６
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）

長
は
、
竜
巻
対
策
と
し
て
固
縛
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備

す
る
。
 

５
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
の
影

響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関

係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

５
．
７
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(1
) 
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統

括
（
土

木
建
築
）
は
、

以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括

（
土
木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た

な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た

場
合
、
耐

津
波
安
全
性
に
関
す

る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項

を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

  

６
 竜

 
巻
 

保
全
計

画
課
長
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策

定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長

は
、
計
画
に
基
づ
き

、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体

制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 ６
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(1
) 
所
長
は
、
災
害
（
原

子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
必
要

な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(2
) 

所
長
は
、

原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
第
１
２

１
条
に
定
め
る

必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

６
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 

保
全
計
画

課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
防

護
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育

訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
保

全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
車
両
退
避
等
の
訓

練
を
実
施
す
る
。
 

(2
) 

発
電
室
長

は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時

の
運
転
操
作
等
に
関
す
る
教
育

訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

(3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
竜
巻
対
策
設
備
の
施
設

管
理
、
点
検
に
関
す

る
教
育
訓
練
を

定
期
的
に
実
施

す
る
。
 

 

６
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
対
策
と
し
て
固
縛
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る

。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

 

６
．

４
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動

を
行
う
た
め

に
必
要

な
体

制
の

整
備

と
し
て

、
以

下
の

活
動
を
実

施
す
る

こ
と

を
社
内

標
準
に
定

め
る
。
 

ａ
．
飛
来
物
管
理
の
手
順
 

(a
) 
各

課
（
室
）
長

は
、
飛
来
時
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
貫
通
力
が
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製

材
※

１
 

よ
り
も
大
き
な
も
の
に
つ
い
て

、
設
置
場
所
等
に
応
じ
て
固
縛
、
建
屋
内
収
納
ま
た
は
撤
去
に
よ

り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を

実
施
す
る
。
 

(b
) 
各

課
（
室
）
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処

設
備
に
つ
い
て
、
位
置
的
分
散
を
図
る
こ
と
で
、

重
大

事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を

損
な
わ
な
い
よ
う
管
理
す
る
。
ま
た
、
重

大
事
故
等
対
処
設
備

が
基

準
事
故
対
処
設
備
に
悪
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
管
理
を
実
施

す
る
。
 

(c
) 
安

全
・
防
災
室
長
は
、
車
両
に
関
す
る
入
構
管
理
を
行
う
。
 

 

※
１
：
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
の
寸

法
等
は
、
以
下
の
と
お
り
。
 

飛
来
物
の
種
類
 

鋼
製
材
 

寸
法
（
m
）
 

長
さ
×

幅
×
奥
行
き
 

4
.
2
×

0
.
3
×

0
.
2
 

質
量
（
kg
）
 

1
3
5
 

 

ｂ
．
竜
巻
の

襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の

対
応
 

(a
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
車
両
に
関
し
て
停
車

し
て
い
る
場
所
に
応
じ
て
退
避

ま
た
は
固
縛
す
る
こ

と
に
よ
り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
建
屋
の
水
密
扉
の

閉
止
状
態
の
確
認
す
る
と
と
も
に
、

換
気
空
調
系
統
の
ダ
ン

パ
等
の
閉
止
を
実
施
す
る
。
 

(
c)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
扱
作
業
を
中
止
す
る
。
 

(
d)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
上
部
を
防
護
ネ
ッ
ト
で
覆
う

操
作
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
取
付
け
お
よ
び
取
外
操
作
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛

来
物
防

護
対
策
設
備
の
取
付

お
よ
び
取
外
操
作
、
飛

来
物

発
生
防
止
の

た
め
に
設
置
し
た
設
備
の
操
作

を
実
施
す
る
。
 

ｄ
．
代
替
設
備
ま
た
は
予
備
品
確
保
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
襲
来
に
よ
り
、
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
に
は
、

代
替
設
備
ま
た
は
予
備
品
を
確
保
す
る
。
 

ｅ
．
竜
巻
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
竜
巻
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損

 

６
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
竜
巻
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の

活
動

を
行
う
た
め

に
必
要
な

体
制
の

整
備

と
し
て

、
以

下
の

活
動

を
実

施
す

る
こ
と

を
社
内

標
準
に
定

め
る
。
 

ａ
．

飛
来
物
管
理
の
手
順
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
飛
来
時
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
貫
通
力
が
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材

※
１
 

よ
り
も

大
き
な
も
の
に
つ
い
て
、
設
置
場
所
等
に
応
じ
て
固
縛
、
建
屋
内
収
納
ま
た
は
撤
去
に
よ

り
飛
来

物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ
い
て
、
位
置
的
分
散
を
図
る
こ
と
で
、

重
大
事

故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
管
理
す
る
。
ま
た
、
重
大

事
故
等
対
処
設
備

が
基
準

事
故
対
処
設
備
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(c
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
車
両
に
関
す
る

入
構
管
理
を
行
う
。
 

 

※
１
：
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
の
寸
法
等
は
、
以
下
の
と
お
り
。
 

飛
来
物
の
種
類
 

鋼
製
材
 

寸
法
（
m）

 
長

さ
×

幅
×
奥
行
き
 

4
.
2
×

0
.
3
×

0
.
2
 

質
量
（
kg
）
 

1
3
5
 

 

ｂ
．
竜
巻
の
襲

来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応
 

(a
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
車
両
に
関
し
て
停
車
し
て
い
る
場
所
に
応
じ
て
退
避
ま
た
は
固
縛
す
る
こ
と

に
よ
り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 各

課
（
室
）
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
建
屋
の
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
す
る
と
と
も
に
、

換
気
空
調
系
統
の
ダ
ン
パ
等
の
閉
止
を
実
施
す
る
。
 

(
c)
 原

子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
扱
作
業
を
中
止
す
る
。
 

(
d)
 各

課
（
室
）
長
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
上
部
を
防
護
ネ
ッ
ト
で
覆
う

操
作
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
竜
巻
飛
来
物
防

護
対
策
設
備
の
取
付
け
お
よ
び
取
外
操
作
等
 

各
課

（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛

来
物
防
護
対

策
設
備
の
取
付

お
よ
び
取
外
操
作
、
飛

来
物

発
生
防
止
の

た
め
に

設
置
し
た
設
備
の
操
作
を
実

施
す
る
。
 

ｄ
．
代
替
設
備
ま
た

は
予
備
品
確
保
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
襲

来
に
よ
り
、
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場

合
に
は
、

代
替

設
備
ま
た
は
予
備
品
を
確
保
す
る
。
 

ｅ
．
竜
巻
発
生
時
の

原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
竜
巻
が
発
生
し
た
場
合
は

、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ

び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｆ
．
竜
巻
に
よ
り
原
子
炉
施
設
等
が
損
傷
し
た
場

合
の
処
置
 

(
a
) 

当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
格
納
容
器
排
気
筒
に
損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
気
体
廃
棄

物
が
放
出
中
で
あ
れ
ば
す
み
や

か
に
放
出
を
停
止
す
る
。
 

(
b
) 

原
子
炉
保
修
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
格
納
容
器
排
気
筒
に
損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
応

急
補
修
を
行
う
。
 

(
c
) 

当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
格
納
容
器
排
気
筒
の
補
修
が
困
難
な
場
合
、
プ
ラ
ン
ト
停

止
操
作
を
行
う
。
 

(
d
) 

土
木
建
築
課
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
に
損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
安
全
機
能
回
復
の
応
急
処

置
を
行
う
。
 

(
e
) 

電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防
護
用
）
に
損
傷
を
発
見
し

た
場
合
は
、
安
全
機
能
回
復
の

応
急
処
置
を
行
う
。
 

(
f
) 

当
直
課
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
ま
た
は
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防
護
用
）
の
安
全
機
能
回
復

が
困
難
な
場
合
、
プ
ラ
ン
ト
停

止
操
作
を
行
う
。
 

(
g
) 

各
課
（
室
）
長
は
、
建
屋
外
に
お
い
て
竜
巻
に
よ
る
火
災
の
発
生
を
確
認
し
た
場
合
、
消
火
用
水

等
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
う
。

 

ｇ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜

巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

、
施
設
管
理
計

画
に

基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

６
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
の

活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適

切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
安
全

・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 
安
全
・
防
災
室
長
は

、
各
課
（

室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直

し
を
行
う
。
 

 

６
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
影
響
に
よ
り
、
原
子

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

６
．
７
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門

統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
以
下
の
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原

子
力
安

全
・
技
術
）
は
、

定
期
的
に

新
た
な
知
見
の
確

認
を
行

い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た

場
合
の
竜
巻
の
評
価
を
行
い
、

必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映

す
る
。
 

傷
の

有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｆ
．
竜
巻
に
よ
り
原
子
炉
施
設
等
が
損
傷
し
た
場
合
の
処
置
 

(
a)
 
当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
格
納

容
器
排
気
筒
に
損
傷
を
発
見

し
た
場
合
、
気
体
廃
棄

物
が

放
出
中
で
あ
れ
ば
す
み
や
か
に
放
出
を
停
止
す
る
。
 

(
b)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
格
納
容
器
排
気
筒
に
損
傷

を
発
見
し
た
場
合
、
応

急
補

修
を
行
う
。
 

(
c)
 
当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
格
納

容
器
排
気
筒
の
補
修
が
困
難

な
場
合
、
プ
ラ
ン
ト
停

止
操

作
を
行
う
。
 

(
d)
 
土
木
建
築
課
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
に

損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
安

全
機
能
回
復
の
応
急
処

置
を

行
う
。
 

(
e)
 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、

潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防
護

用
）
に
損
傷
を
発
見
し

た
場

合
は
、
安
全
機
能
回
復
の
応
急
処
置
を
行
う
。
 

(
f)
 
当
直
課
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
ま
た
は

潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
（
防
護

用
）
の
安
全
機
能
回
復

が
困

難
な
場
合
、
プ
ラ
ン
ト
停
止
操
作
を
行
う
。
 

(
g)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
建
屋
外
に
お
い
て
竜
巻

に
よ
る
火
災
の
発
生
を
確
認

し
た
場
合
、
消
火
用
水

等
に

よ
る
消
火
活
動
を
行
う
。
 

ｇ
．
施
設
管
理
、
点

検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計

画
に
基

づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

６
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期

的
に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、

計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 保

全
計
画
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

６
．
６
 原

子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
判
断

し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関

係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ

て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

６
．
７
 そ

の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術

）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標

準
に
定

め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の

収
集
、
反
映
 

原
子
力
安
全
・
技

術
部
門
統
括
（
原
子

力
安

全
・
技
術
）
は
、

定
期
的
に

新
た
な
知
見
の
確

認
を
行

い
、
新

た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合

の
竜
巻
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

  

７
 
有
毒
ガ
ス
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
、
緊
急
時
対
策
所
で
重

大
事
故
等
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
お
よ
び
特
重

施
設
要
員
（
以

下
、
本
項
に
お
い
て
「
運
転
員
等
」
と
い

う
。
）
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
７
．
１
項
か
ら
７
．
４
項
を
含
む
計
画

を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
有
毒

ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 ７
．
１
 
要
員
の
配
置
 

所
長
は

、
発

電
所
敷

地
内
に
お

い
て
輸
送

手
段
の
輸

送
容
器
に

保
管
さ

れ
て
い
る

有
毒
ガ

ス
を

発
生

さ

せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下
、
「
可
動
源
」
と
い
う
。
）
に
随
行
・
立
会
す
る
者
（

以
下
、

「
立
会
人
」
と
い
う
。
）
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
の
発
生

を
終
息
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
（
以
下
、
「
終
息

活
動
」
と
い
う
。
）
を
行
う
要
員
等
を
確
保
す
る
。
 

 

７
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の

活
動
に
係
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
運
転
員
等
、
立
会
人
お
よ
び
終
息
活
動
を

行
う
要
員
に
対
し
て
、
有
毒
ガ
ス
発

生
時
に
お
け
る
防
護
具
の
着
用
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)
 所

長
室
長
は
、
第
１
３
１
条
お
よ
び
第
１
３
２
条
に
基

づ
き
、
発
電

所
の
入
所
者
に
対
し
て
、
有
毒
ガ

ス
発
生
時
の
認
知
・
連
絡
に
係
る
教
育
訓
練
を
入
所
時
に
実
施
す
る
。
 

 

７
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
有

毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
防
護
具
そ
の
他
の
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

７
．

４
 手

順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（

当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め

の
活
動

を
行

う
た
め

に
必
要
な

体
制
の
整

備
と
し
て

、
以
下
の

活
動
を

実
施
す
る

こ
と
を

社
内

標
準

に

定
め
る
。
 

ａ
．
有
毒
ガ
ス
防
護
の
確
認
に

関
す
る
手
順
 

(
a)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
外
に
お
い
て
貯
蔵
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ
ス
を
発

生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下
、
「
固
定
源
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
(
b)
項
、

(c
)項

お
よ
び
c.
項
の
実
施
に
よ
り
、
運
転
員

等
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度

を
有
毒
ガ
ス
防
護
の

た
め
の
判
断
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に
す
る
。
 

(
b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
お
よ
び
中

央
制
御
室
等
か
ら
半
径
１
０

ｋ
ｍ
近
傍
に
新
た
な

  

７
 有

毒
ガ
ス
 

保
全
計

画
課

長
は
、
有

毒
ガ
ス
発

生
時
に
お
け

る
運

転
員
、
緊
急

時
対

策
所
で

重
大
事
故

等
に

対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
（
以
下
、
本
項
に
お
い
て
「
運
転
員
等
」
と
い

う
。
）
の
防
護
の
た
め
の
活
動

を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
７
．
１
項
か
ら
７
．
４
項
を
含
む
計
画

を
策
定
し
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
ま

た
、
各
課
（
室

）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
有
毒
ガ

ス
発
生
時
に
お

け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 ７
．
１
 
要
員
の
配
置
 

所
長
は

、
発

電
所
敷

地
内
に
お

い
て
輸
送

手
段
の
輸

送
容
器
に

保
管
さ
れ

て
い
る

有
毒
ガ

ス
を

発
生

さ

せ
る
お
そ
れ
の
あ
る

有
毒
化
学
物
質
（
以
下
、
「
可
動
源
」
と
い
う
。
）
に
随
行
・
立
会
す
る
者
（
以
下

、

「
立
会
人
」
と
い
う
。
）
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
の
発
生
を
終
息
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
（
以
下
、
「
終
息

活
動
」
と
い
う
。
）

を
行
う
要
員
等
を
確
保
す
る
。
 

 

７
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 

保
全
計
画

課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
有
毒
ガ

ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等

の
防
護
の
た
め
の

活
動
に
係
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(2
) 
保
全
計
画
課
長

は
、
運
転
員
等
、
立
会
人
お
よ
び
終
息
活
動
を
行
う
要
員
に
対
し
て
、
有
毒
ガ
ス
発
生

時
に
お
け
る
防
護
具
の
着
用
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(3
) 
所
長
室
長
は
、
第
１
３
１
条
お
よ
び
第
１
３
２
条
に
基
づ
き

、
発
電
所
の
入
所
者
に
対
し
て
、
有
毒
ガ

ス
発
生
時
の
認
知
・
連
絡
に
係
る
教
育
訓
練
を
入
所
時
に
実
施
す
る
。
 

 

７
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
有
毒

ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
防
護
具
そ
の
他
の

必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

７
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当

直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
有
毒
ガ
ス

発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等

の
防
護
の
た
め

の
活
動

を
行

う
た
め

に
必
要
な

体
制
の
整

備
と
し
て

、
以
下
の

活
動
を
実

施
す
る

こ
と
を

社
内

標
準

に

定
め
る
。
 

ａ
．
有

毒
ガ
ス
防
護
の
確
認
に
関
す

る
手
順
 

(
a)
 各

課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
外
に
お
い
て
貯
蔵
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ
ス
を
発

生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下
、
「
固
定
源
」
と
い

う
。
）
に
対
し
て
、
(b
)項

、

(
c
)項

お
よ
び
c
.項

の
実
施
に
よ
り
、
運
転
員
等
の

吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度
を

有
毒
ガ
ス
防
護
の

た
め
の
判
断
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に
す
る
。
 

(
b)
 各

課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
お
よ
び
中
央
制
御
室
等
か
ら
半
径
１
０
ｋ
ｍ
近
傍
に
新
た
な

   職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

有
毒
化
学
物
質
お
よ
び
有
毒
化
学
物
質
の
性
状
、
貯
蔵
状
況
等
の
変
更
を
確
認
し
、
固
定
源
の
見
直

し
が
あ
る
場
合
は
、
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
た
場
合
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度
評
価
を
実
施
し
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。
可
動
源
の
見
直
し
が
あ
る
場
合
は
、
必
要

な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。
 

(
c
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
、
有
毒
ガ

ス
影
響
を
軽
減
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
堰
お
よ
び
覆
い
（
以
下
、
「
防
液
堤
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
適
切
に
運
用

管
理
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
防
護

に
関
す
る
手
順
 

(
a)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
可
動
源
に
対
し
て
、
立
会
人

の
随
行
、
通
信
連
絡
手
段
に

よ
る
連
絡
、
中
央

制
御
室
換
気
設
備
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
、

緊
急

時
対

策
所
換

気
設

備
お
よ
び

 
 
 

 
 

 
の

換
気
空

調
設

備
の
隔
離

、
防
護

具
の

着
用

な

ら
び
に
終
息
活
動
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
予
期
せ
ぬ
有
毒
ガ
ス
の
発
生
に
対
し
て
、
防
護
具
の
着

用
お
よ
び
防
護
具
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
整
備
の
対
策
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評

価
に
お
い
て
、
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る

こ
と
を
期
待

す
る
防
液
堤
等
は
、
有
毒
ガ
ス

影
響
を
軽
減
す
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管
理

計
画
に
基
づ

き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

７
．

５
 定

期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
７
．
１
項
か

ら
７
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に

評
価

を
行
う

と
と
も
に

、
評

価
結
果
に

基
づ

き
、
よ
り

適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う

に
必

要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

 

７
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課

（
室
）
長
は
、

有
毒
ガ
ス
の

影
響

に
よ
り
、
原
子
炉
施
設

の
保
安
に
重
大

な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
所
長

、
原
子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係

課
（
室

）
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子

炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  

 

有
毒
化
学
物
質
お
よ
び
有
毒
化
学
物
質
の
性
状
、
貯
蔵
状
況
等
の
変
更
を

確
認
し
、
固
定
源
の
見
直

し
が
あ
る
場
合
は
、
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
た
場
合
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス

濃
度
評
価
を
実
施
し
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。
可
動
源
の
見
直

し
が
あ
る
場
合
は
、
必
要

な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。
 

(
c)
 各

課
（
室
）
長
は
、
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
、
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
堰
お
よ
び
覆
い
（
以
下
、
「
防
液
堤
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
適
切
に
運
用

管
理
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
有

毒
ガ
ス
発
生
時
の
防
護
に
関

す
る
手
順
 

(
a)
 各

課
（
室
）
長
は
、
可
動
源
に
対
し
て
、
立
会
人
の
随
行
、
通
信
連
絡
手
段
に
よ
る
連
絡
、
中
央

制
御
室
換
気
設
備
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
（

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
、

緊
急
時

対
策
所
換

気
設

備
お
よ
び

 
 
 

 
 

 
の

換
気
空

調
設
備

の
隔
離

、
防
護

具
の

着
用

な

ら
び
に
終
息
活
動
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。
 

(
b)
 各

課
（
室
）
長
は
、
予
期
せ
ぬ
有
毒
ガ
ス
の
発
生
に
対
し
て
、
防
護
具
の
着
用

お
よ
び
防
護
具
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
整
備
の
対
策
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
施

設
管
理
、
点
検
 

各
課
（

室
）
長
は
、
有
毒

ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
、
有
毒
ガ
ス
影

響
を
軽
減
す
る

こ
と
を
期
待
す
る

防
液
堤
等
は
、
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管
理

計
画
に
基
づ
き

適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

７
．
５

 定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
は
、
７
．
１
項
か
ら

７
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定

期
的
に

評
価

を
行
う
と

と
も
に

、
評

価
結
果
に

基
づ

き
、
よ
り
適

切
な

活
動

と
な

る
よ
う

に
必

要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
保
全
計
画
課
長

に
報
告
す
る
。
 

(2
) 

保
全
計
画
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

 

７
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（

室
）
長
は
、

有
毒
ガ
ス
の

影
響
に
よ

り
、
原
子
炉
施
設

の
保
安
に
重
大
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す

可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
所
長
、

原
子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課

（
室

）
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  

 

                      職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
 

        

 
枠

囲
み

の
範

囲
は

機
密

に
係

る
事

項
で

す
の

で
公

開
す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

          

添
付

３
 
重

大
事

故
等

お
よ
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施
基

準
 

（
第

１
８
条

の
５

お
よ

び
第

１
８

条
の

６
関

連
）

 

 

          

添
付

３
 
重

大
事

故
等

お
よ
び

大
規

模
損

壊
対

応
に
係

る
実

施
基
準

 

（
第

１
８

条
の

５
お

よ
び

第
１

８
条

の
６

関
連

）
 

 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

重
大
事
故
等

お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
ま
た
は
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
し

う
る
体
制
を
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等
を

、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９

に
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
特
重
施
設
に
よ
る
対
応
に
必
要
な
運
用
手
順
を
表
－
２
１

か
ら
表
－
３
１
に
定
め

る
。
な
お
、
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順
の
詳
細
な
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
社

内
標
準
に
定
め
る
。
 

 １
 
重
大
事
故
等
対

策
 

 

（
中
略
）
 

 １
．
３
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
重

大
事
故
等
発
生
時
に
お
い
て
、
事
象
の
種
類
お
よ
び
事

象
の
進
展
に
応
じ
て
、
的
確
か

つ
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

処
す
る
た
め
の
内
容
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
対
処
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
使
用
主
体
に
応
じ
た
内
容
お
よ
び
重
大
事
故
等

対
策
に
用
い
る
特
重
施
設
に
係
る
内
容
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ク
 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆
事
象
と
し
て
把
握
が
で
き
る
か
、
重
大
事
故
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

か
を
考
慮
し

て
、
設
備
の
安
全
機
能
の
維
持
な
ら
び
に
事
故
の
未
然
防
止
対
策
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て

お
き

、
前

兆
事
象

を
確

認
し

た
時

点
で
事

前
の

対
応
が

で
き

る
体

制
お

よ
び
手

順
を
社

内
標

準
に

定
め

る
。
 

(
ｱ
) 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
原
則
と
し
て
循
環

水
ポ
ン
プ
を
停
止
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
）
し
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
お
よ
び
原
子
炉
の
冷
却
操
作

を
行
う
手
順
、
ま
た
、
所
員
の
高
台
へ
の
避
難
お
よ
び
水
密
扉
の
閉
止
を
行
い
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お

よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続
監
視
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ａ
 
大

津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

ｂ
 

遠
方
で

発
生
し

た
地

震
に
伴

う
津
波
で
あ

っ
て
、

高
浜

発
電

所
を
含
む

地
域
に
到
達

す
る
ま
で

の
時
間

経
過
で
、
大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

(
ｲ)
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発

電
室
長
は
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判

断
基
準
等
を
確
認
し
た
場

合
、
循
環
水
ポ

ン
プ
を
停
止
（
プ
ラ

ン
ト
停
止
）
し
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
お
よ
び
原
子
炉
の

冷
却
操
作
を
行
う
手
順
、
ま
た
、
所
員
の
高
台
へ
の
避
難
お
よ
び
水
密
扉
の
閉
止
を
行
い

、
津
波
監
視

カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続
監
視
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

重
大
事
故
等

お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
ま
た
は
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等
を
、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９

に
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
特
重
施
設
に
よ
る
対
応
に
必
要
な
運
用
手
順
を
表
－
２
１

か
ら
表
－
３
１
に
定
め
る
。
な
お
、
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順
の
詳
細
な
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 １
 
重
大
事
故
等
対
策
 

 

（
中
略
）
 

 １
．
３
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各

課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
い
て
、
事
象
の
種
類
お
よ
び
事

象
の

進
展
に
応
じ
て
、
的
確
か
つ

状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
処
す

る
た
め
の
内
容
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
対
処
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
、
使
用
主
体
に
応
じ
た
内

容
お
よ
び
重
大
事
故
等

対
策
に
用
い
る
特
重
施
設
に
係
る
内
容
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ク
 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆
事
象
と
し
て
把
握
が
で
き
る

か
、
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

か
を
考
慮
し
て
、
設
備
の
安
全
機
能
の
維
持
な
ら
び
に
事
故
の
未
然
防
止
対
策
を

あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て

お
き

、
前

兆
事
象

を
確

認
し

た
時

点
で

事
前

の
対

応
が

で
き

る
体

制
お

よ
び

手
順

を
社

内
標

準
に

定
め

る
。
 

(
ｱ)
 
発
電
室
長
お
よ

び
保
全
計
画
課
長
は
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

原
則
と
し
て
循
環
水

ポ
ン
プ
を
停
止
（

プ
ラ
ン
ト
停
止
）
し
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
お
よ
び

原
子
炉
の
冷
却
操
作
を

行
う
手
順
、
ま
た

、
所
員
の
高
台

へ
の
避
難
お
よ
び
水
密
扉
の
閉
止
を
行
い
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ

び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続

監
視
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ａ
 
大
津
波

警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

ｂ
 

遠
方
で

発
生

し
た
地

震
に
伴

う
津
波
で
あ

っ
て
、
高
浜

発
電

所
を
含
む

地
域
に
到
達

す
る
ま
で

の
時
間
経
過
で
、
大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

(
ｲ)
 
 発

電
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、

取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
判
断
基
準
等
を
確
認
し
た
場

合
、
循
環
水
ポ
ン

プ
を
停
止
（
プ
ラ
ン

ト
停
止
）
し
、
取
水
路
防
潮
ゲ
ー
ト
の
閉
止
お
よ
び
原
子
炉
の

冷
却
操
作
を
行
う
手
順
、
ま
た
、
所
員
の
高
台
へ
の
避
難
お
よ

び
水
密
扉
の
閉
止
を
行
い
、
津
波
監
視

カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続
監
視
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

                         職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

(
ｳ
) 

各
課
（
室
）
長
は
、
台
風
進
路
に
想
定
さ
れ
た
場
合
、
屋
外
設
備
の
暴
風
雨
対
策
の
強
化
お
よ
び
巡

視
点
検
の
強
化
を
実
施
し
災
害
発
生
時
に
迅

速
な
対
応
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｴ
) 

各
課
（
室
）
長
は
、
前

兆
事
象
を
伴
う
事
象
に
対
し
て
、
気
象
情
報
の
収
集
、
巡
視
点
検
の
強
化
お

よ
び
事
故
の
未
然
防
止
の
対
応
を
行
う
手
順

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ケ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
、
事

故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
・

操
作
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運

転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
、
緊
急
安
全
対
策
要

員
お

よ
び

特
重
施

設
要

員
の

吸
気

中
の
有

毒
ガ

ス
濃
度

を
有

毒
ガ

ス
防

護
の
た

め
の
判

断
基

準
値

以
下

と
す
る
た
め

の
手
順
お
よ
び
体
制
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｱ
) 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
外
の
固
定
源
に
対
し
て
、
有
毒
化
学
物
質

の
確
認
、
防
液
堤

等
の
運
用
管
理
お
よ
び
防
液
堤
等
の
施
設
管

理
の
実
施
に
よ
り
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
、
緊

急
安
全
対
策
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度
を
有
毒
ガ
ス
防

護
の
た
め
の
判
断
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に

す
る
手
順
お
よ
び
体
制
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｲ
) 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長

は
、
可
動
源
に
対
し
て
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
が
事
故
対

策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
・
操

作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
立
会
人
の
随
行
、
通
信
連
絡
手
段
に
よ
る
連
絡
、
中
央
制
御
室
換
気
設
備
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
）
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
）
、
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
 

お
よ
び

 
 
 
 
 
 

の
換
気
空
調
設
備
の
隔
離
、
防
護
具
の
着
用
な
ら
び
に
終
息
活
動
等
の
手
順
を

社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

(
ｳ
) 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室

長
は
、
予
期
せ
ぬ
有
毒
ガ
ス
の
発
生
に
お
い
て
も
、
運
転
員
（
当

直
員
）
、
緊
急

時
対
策
本
部
要
員
の
う
ち
初
動
対
応
を
行
う
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
に
対
し
て
配

備
し

た
防

護
具

を
着

用
す
る

こ
と

な
ら

び
に

防
護

具
の

バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
体

制
を

整
備

す
る

こ
と
に

よ

り
、
事
故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
・
操
作

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
順
お
よ
び
体
制
を
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｴ
) 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
有
毒
ガ
ス
の
発
生

に
よ
る
異
常
を
検
知
し
た
場
合
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）

に
連
絡
し
、
運
転
員
（
当
直
員
）
が
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
、
発
電
所
内
の

必
要
な
要
員
に
有
毒
ガ
ス

の
発
生
を
周
知
す
る
手
順
を
社
内
標
準
に
定

め
る
。
 

(
ｵ
) 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
常
設
設
備
と
接
続
す
る
屋
外
に
設
け
ら
れ
た
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
原
子
炉
建
屋
の
外
か
ら
水
ま
た
は
電
力
を

供
給
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の

接
続
を
行
う
地
点
に
お
け

る
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
有
毒
ガ
ス
防
護
の

た
め
、
１
．
２
（
1
)項

で
配
備

す
る
薬
品
保
護
具
を
着
用

す
る
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

(
ｳ)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
台
風
進
路
に
想
定
さ
れ
た
場
合

、
屋
外
設
備
の
暴
風
雨

対
策
の
強
化
お
よ
び
巡

視
点
検
の
強
化
を
実
施
し
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
手
順
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。
 

(
ｴ)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆

事
象
を
伴
う
事
象
に
対
し
て
、
気
象
情
報
の
収
集
、
巡
視
点
検
の
強
化
お

よ
び
事
故
の
未
然
防
止
の
対
応
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ケ
 
発
電
室
長
お
よ

び
保
全
計
画
課
長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
、
事
故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
・
操

作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
、
緊
急
安
全
対
策
要
員

お
よ

び
特

重
施
設

要
員

の
吸

気
中

の
有

毒
ガ

ス
濃

度
を

有
毒

ガ
ス

防
護

の
た

め
の

判
断

基
準

値
以

下
と

す
る
た
め
の
手
順
お
よ
び
体
制
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
発
電
所
敷
地

内
外
の
固
定
源
に
対
し
て
、
有
毒
化
学
物
質
の
確
認

、
防
液
堤
等

の
運
用
管
理
お
よ
び
防
液
堤
等
の
施
設
管
理
の
実
施
に
よ
り
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本

部
要
員
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃

度
を
有
毒
ガ
ス
防
護

の
た
め
の
判
断
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に
す
る
手
順
お
よ
び
体
制
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

(
ｲ)
 
発
電
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
可
動
源
に
対
し
て
、
運

転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本

部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
が
事
故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
・
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
立
会
人
の
随
行
、
通
信
連
絡
手
段
に
よ
る
連
絡
、
中
央
制

御
室
換
気
設
備
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
、

中
央
制
御
室
空
調
装
置
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
、
緊
急
時
対
策
所
換
気
設

備
 

お
よ
び

 
 
 
 
 
 

の
換
気
空
調
設
備
の
隔
離
、
防
護
具
の
着
用
な
ら
び
に

終
息
活
動
等
の
手
順
を

社
内
標
準
に
定

め
る
。
 

(
ｳ)
 
発
電
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
予
期
せ
ぬ
有
毒
ガ
ス
の
発

生
に
お
い
て
も
、
運

転
員
（
当
直

員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
う
ち
初
動
対
応
を
行
う
要
員
お
よ
び
特
重
施
設

要
員
に
対
し
て
配
備

し
た
防
護
具
を
着
用
す
る
こ
と
な
ら
び
に
防
護
具
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
・
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
順
お
よ

び
体
制
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

(
ｴ)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
有
毒
ガ
ス
の
発

生
に
よ
る
異
常
を
検
知
し
た
場
合
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
に

連
絡
し
、
運
転
員
（
当
直
員
）
が
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
必
要
な
要
員
に
有
毒
ガ
ス
の

発
生
を
周
知
す
る
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｵ
)
 

保
全
計

画
課

長
は
、

常
設

設
備
と

接
続

す
る

屋
外
に

設
け

ら
れ

た
可

搬
型

重
大

事
故
等

対
処

設
備

（
原
子
炉
建
屋
の
外
か
ら
水
ま
た
は
電
力
を
供
給
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
接
続
を
行
う
地
点
に
お
け

る
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
有
毒
ガ
ス
防
護
の
た
め
、
１
．
２
（
1
)項

で
配
備
す
る

薬
品
保
護
具
を
着
用

す
る
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

    職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
 

                        

 
枠

囲
み

の
範
囲

は
機
密

に
係

る
事

項
で

す
の
で

公
開

す
る

こ
と

は
で

き
ま
せ

ん
。
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規
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変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

２
．
大
規
模
な
自
然
災

害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
お
け
る

事
項
 

 

(
1
) 
社
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
あ

た
っ
て
、
財
産
（
設
備
等
）
保

護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る

こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。
 

(
2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１

項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

(
3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の

整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
２
項
に
示
す
手
順
を
整
備
し
、
２
．
１
(
1)
の
要
員
に
こ
の
手
順
を
遵
守

さ
せ
る
。
 

(
4
) 
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門

統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
本
店
が
行
う
支

援
に
関
す
る
活
動
を
行
う

体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行

う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

を
実
施
す
る
。
 

 ２
．
１
 
体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子

力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原

子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
大
規
模
損
壊
発

生
時

の
体
制
に
つ
い
て
、
以
下
に

示
す
と
お
り
、
組
織
が
最
も
有

効
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
通
常
の
緊

急
時

対
策
本
部
の
体
制
を
基
本
と

し
つ
つ
、
通
常
と
は
異
な
る
対

応
が
必
要
と
な
る
状
況
に
お
い
て
も
流
動

性
を

持
っ
て
対
応
で
き
る
こ
と
な

ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
体
制

を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
を
超
え
る

よ
う
な
状
況
を
想
定
し
た
大
規

模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
に
し
た
が
っ

て
活

動
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し

、
中
央
制
御
室
が
機
能
喪
失
す

る
よ
う
な
通
常
と
は
異
な
る
体
制
で
活
動

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
を

実
施
し
、
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

 
(
2)
 対

応
要
員
へ
の
教
育
訓
練
の
実
施
 

各
課
（

室
）
長
は
、
「
添
付
３
 
1.
1
(2
)教

育
訓
練

の
実
施
」
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
策
に
て
実
施

す
る
教
育
訓
練
を
基
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
対
応
要
員
の
役
割
に
応

じ
た
任
務
を
遂
行
す
る
に

あ
た

り
必

要
と
な

る
力

量
の

付
与

の
た

め
の

教
育

訓
練

お
よ

び
力

量
を
維

持
向
上

す
る

た
め

の
教
育

訓
練

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
通
常

の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な

い
場
合
を
想
定
し
た
指
揮
者

等
の
個
別
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

さ
ら
に
、
対
応
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に

加
え
、
流
動
性
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う

な
力
量
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
期
待
す
る
対
応
要
員
以
外
の
対
応
要
員

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
訓
練
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
る
。
 

 

ア
 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
  
 

２
．
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
お
け
る

事
項
 

 

(
1)
 社

長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
あ

た
っ

て
、
財
産
（
設
備
等
）
保
護

よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
こ
と

を
方
針
と
し
て
定
め
る
。
 

(
2)
 安

全
・
防
災
室
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整

備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項

を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長

の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
大
規

模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 各

課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の

整
備

と
し
て
、
次
の
２
．
２
項
に
示
す
手
順
を
整
備
し
、
２
．
１
(
1)
の
要
員
に
こ
の
手
順
を
遵
守
さ

せ
る
。
 

(
4)
 原

子
力
安
全
・
技
術
部
門
統

括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う

体
制

の
整
備
と
し
て
、
次
の
２

．
１
項
を
含
む
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基

づ
き
、
本
店
が
行

う
支

援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実

施
す
る
。
 

 ２
．
１
 
体
制
の
整
備
、
教
育

訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

安
全
・

防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
・
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
安
全
・
技
術
）
は
、
大
規
模
損
壊
発

生
時
の

体
制
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
す
と
お
り
、
組
織
が
最
も
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
通
常
の
緊

急
時
対

策
本
部
の
体
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
通
常
と
は
異
な
る
対
応
が
必
要
と
な
る
状
況
に
お
い
て
も
流
動

性
を
持

っ
て
対
応
で
き
る
こ
と
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、

重
大
事
故
等
を
超
え
る
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
た
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
に
し
た
が
っ

て
活
動

を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
、
中
央
制
御
室
が
機
能
喪
失
す
る
よ
う
な
通
常
と
は
異
な
る
体
制
で
活
動

し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

(
2)
 対

応
要
員
へ
の
教
育
訓
練
の
実

施
 

各
課
（
室
）
長
は
、
「
添

付
３
 
1.
1(
2)
教
育
訓
練
の
実
施
」
に
規
定
す
る
重
大

事
故
等
対
策
に
て
実
施

す
る
教
育
訓
練
を
基

に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
対
応
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
任
務
を
遂
行
す
る
に

あ
た

り
必

要
と
な

る
力
量

の
付

与
の

た
め
の

教
育

訓
練

お
よ

び
力

量
を
維

持
向
上

す
る

た
め

の
教
育

訓
練

を
計
画
的
に
実
施
す

る
。
 

ま
た
、
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
を
想
定
し
た
指
揮
者
等
の
個
別
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

さ
ら
に
、
対
応
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に
加
え

、
流
動
性
を
も

っ
て
対
応
で
き
る
よ
う

な
力
量
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
期
待
す
る
対
応
要
員
以
外
の
対
応
要
員
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
訓
練
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
る
。
 

 

ア
 
力
量
の
付
与
の

た
め
の
教
育
訓
練
  
 

変
更
な
し
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

(ｱ
) 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 
 

「
添
付
３
 1
.
1(
2)
教
育
訓
練
の
実
施
 ア

 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
」
と
同
じ

。
  

(
ｲ
) 
特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
を
用
い
た
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
 

各
課
（
室
）
長
は
、
特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備

を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る

場
合
は
、
当
該
設

備
の
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検
査
終
了
日
等
）
ま
で
に
、
当
直
課

長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
ま
た
は
特
重
施
設
要
員
を
新
た
に

認
定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２

項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
以
下
の
教

育
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施

す
る
。
 

ａ
 
各
課
（
室
）

長
は
、

表
－

２
１
か

ら
表
－

３
１
に

記
載
し
た
対

応
手
段
を
実
施

す
る
た
め
に

必
要

と
す
る
手
順
に
つ

い
て
「
エ
 
Ａ
Ｐ

Ｃ
等
時

の
成
立

性
の
確
認
訓

練
等
」
の
要
素
を

考
慮
し
た
教

育

訓
練
項
目
を
定
め
、
当

直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施

設
要
員
の
役
割
に
応
じ
た

教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
安
全
・
防
災

室
長
は

、
特

重
施
設

を
構
成

す
る
設

備
を
設
置
ま

た
は
改
造
す
る

場
合
は
、
当

該
設

備
の
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検
査
終
了
日
等
）
ま
で
に
、
Ａ
Ｐ
Ｃ

等
時
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
に
よ
り
、
力
量
の
付
与
方
法
の
妥

当
性
を
確
認
す
る
。
 

(ｳ
) 
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対
応
  

安
全
・

防
災
室

長
は
、
緊
急
時

対
策

本
部
要
員

の
う

ち
全
体

指
揮

を
行

う
全

体
指
揮
者
お

よ
び

原

子
炉
毎
の
指
揮
を
行
う
指
揮
者
（

以
下
、
「

指
揮
者
等
」
と
い
う
。
）
ま
た

は
消
火
活
動
要
員
を
新
た

に
認
定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
、
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て

、
社

内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 
 

ａ
 消

火
活
動
要
員
  

(a
) 

化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
へ
注
水
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の

接
続
訓
練
  

(b
) 
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
  

ｂ
 指

揮
者
等
  

(a
) 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
等
の
事
象
を
想
定
し
た

教
育
訓
練
  

(ｴ
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
(
ｳ
)項

に
係
る
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場

合
、
当
該
設
備
の
使
用
を

開
始
す
る
ま
で
に
、
技
術
的
能
力
の

確
認
訓
練
の
要
素
を
考
慮
し
た
確
認
方
法
に
よ
り
、
力
量
付
与
の

妥
当
性
を
確
認
す
る
。
 

 イ
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

所
長
室
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
当
直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部

要
員
、
特
重
施
設
要
員
お
よ
び
消
火
活
動
要
員
に

対
し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下
の
教
育

訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

な
お
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
に

有
効
と
判
断
さ
れ
る
新
た
な
知
見
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は

、
以

(
ｱ)
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 
 

「
添
付
３
 1
.1
(
2)
教
育
訓
練
の
実
施
 ア

 
力
量
の
付
与
の
た

め
の
教
育
訓
練
」
と
同
じ
。

  

(
ﾛ)

 特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
を
用
い
た
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
 

各
課
（
室
）
長
は
、
特
重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
を

設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
は
、
当
該
設

備
の
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検
査
終
了

日
等
）
ま
で
に

、
当
直
課

長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
ま
た
は
特
重
施
設
要
員
を
新
た
に
認

定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２

項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
社

内
標
準
に
基
づ
き
実
施

す
る
。
 

ａ
 
各
課
（
室
）

長
は
、

表
－
２

１
か

ら
表
－

３
１
に

記
載
し
た
対

応
手

段
を
実
施

す
る

た
め
に

必
要

と
す
る

手
順
に
つ

い
て
「
エ
 
Ａ
Ｐ

Ｃ
等
時

の
成
立

性
の
確
認
訓
練

等
」
の
要
素
を

考
慮
し
た
教

育

訓
練
項

目
を
定
め
、
当
直

課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要

員
の
役
割
に
応
じ
た

教
育
訓

練
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
安
全
・
防
災

室
長
は

、
特
重

施
設

を
構
成

す
る
設

備
を
設
置
ま

た
は

改
造
す
る

場
合

は
、
当

該
設

備
の
運

転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業

者
検
査
終
了
日
等
）
ま
で
に
、
Ａ
Ｐ
Ｃ

等
時
の

成
立
性
の
確
認
訓
練
に
よ
り
、
力
量
の
付
与
方
法
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。
 

(
ｳ)
 
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対
応
  

安
全
・

防
災
室
長

お
よ
び
保
全

計
画

課
長
は
、

緊
急

時
対
策
本

部
要
員

の
う

ち
全
体
指
揮

を
行

う

全
体
指
揮
者
お
よ
び
原
子
炉
毎
の
指
揮
を
行
う
指
揮
者
（
以
下
、
「
指
揮
者
等
」
と
い
う
。
）
ま
た
は

消
火
活

動
要

員
を

新
た

に
認
定

す
る

場
合
は
、

第
１

３
条
第
４
項

の
体
制
に

入
る
ま
で
に

、
以

下
の

教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
  

ａ
 消

火
活
動
要
員
  

(a
) 

化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
へ
注
水

ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
へ

ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の

接
続
訓
練
  

(b
) 
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ

イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
  

ｂ
 指

揮
者
等
  

(a
) 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の
指
揮
命

令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合

等
の
事
象
を
想
定
し
た

教
育
訓
練
  

(
ｴ)
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課

長
は
、
(ｳ
)項

に
係
る
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る

場
合
、

当
該

設
備

の
使
用

を
開
始

す
る

ま
で

に
、
技

術
的
能

力
の
確

認
訓
練

の
要
素

を
考
慮

し
た

確
認

方
法

に
よ
り
、
力
量
付
与
の
妥
当
性

を
確
認
す
る
。
 

 イ
 
力
量
の
維
持
向

上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

所
長
室
長
は
、
力
量
の
維
持
向

上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
当
直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
、
特
重
施
設
要
員
お

よ
び
消
火
活
動
要
員
に

対
し

、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
力
量
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
、
以
下
の
教
育

訓
練

に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

な
お
、
力

量
の
維
持
向
上
の
た
め
に
有
効
と
判
断
さ
れ
る
新
た
な
知
見
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
以

                職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

下
の
内
容
に
限
定
せ
ず
、
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

(
ｱ)
 重

大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 
 

「
添
付
３
 1
.1
(2
)教

育
訓
練
の
実
施
 イ

 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教

育
訓
練
」
と
同
じ
。
 

(
ｲ)
 特

重
施
設
を
構
成
す
る
設
備
を
用
い
た
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
 

ａ
 各

課
（
室
）
長
は
、
当
直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施

設
要
員
に
対
し
て
、
表

－
２
１

か
ら
表

－
３
１
に
記
載

し
た

対
応
手
段

を
実

施
す
る

た
め

に
必

要
と

す
る
手
順
を

教
育

訓

練
項
目
と
定
め
、
要
員
の
役
割
に
応
じ
た

教
育
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

(
a)
 当

直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
役
割

に
応
じ
た
教
育
訓
練
項
目

を
年
２
回
以
上
実
施
し
、
う
ち
１
回
は
机
上
に
よ

る
教
育
訓
練
と
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
、
緊

急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
役
割
に
応
じ
実
施

す
る
(a
)項

の
教
育
訓
練
結
果
を
評
価
し
力
量
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ｂ
 各

課
（
室
）
長
は

、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
に
対

し
て
、
以
下
の
教
育
訓

練
を
実
施
す
る
。
 

（
a
）
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
、
特
重
施
設
か
ら
の
操
作
に

よ
る
原

子
炉
施
設

の
挙
動
に
関

す
る
知
識

の
向

上
を
図

り
、
原

子
炉
格

納
容

器
の
破

損
に

よ
る

放

射
性
物

質
の
異
常

な
水
準
の
放

出
を
抑
制

す
る

た
め
の

迅
速
か

つ
円
滑

な
対

応
を
実

施
す

る
た

め

に
必
要

な
知
識
に
つ
い
て
の
教
育
訓

練
を
年
１
回
実
施
す
る
。
 

（
b
）
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
が
発
生

し
た
場
合
に
原
子
炉
格
納
容

器
の

破
損

に
よ
る
発

電
所
外
へ
の

放
射
性
物

質
の
異

常
な

水
準

の
放
出
を

抑
制

す
る
た
め

の
迅
速

か
つ

円
滑

な
対
応
が

で
き
る
よ
う

、
Ａ
Ｐ
Ｃ

等
に
よ

る
大

規
模

損
壊
発
生

時
に

お
け
る
重

大
事
故

等
の
内

容
、
基
本
的
な
対
処
方
法
等
、
定
期
的
に
知
識
ベ
ー
ス
の
理
解
向

上
に
資
す
る
教
育
訓
練
を

年
１
回

実
施
す
る
。
 

(c
) 

特
重
施
設
の
対
応
を
迅
速
に
実
施

す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て

事
象
進
展
に
よ
る
悪
条
件
等

（
高
線
量
下
、
夜
間
お
よ
び
悪
天
候
（
降
雨
、
強
風
等
）
お

よ
び
照
明
機
能
低
下
等
）
を
想
定
し
、

必
要
な
防
保
護
具
等
を
使
用
し
た
訓
練
も

実
施
す
る
。
 

(d
) 

特
重
施
設
の
対
応
を
迅
速
に
実
施

す
る
た
め
に
、
特
重
施
設
要
員

は
、
役
割
に
応
じ
て
特
重
施

設
に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

た
め
、
現

場
を
含
め
た
教
育
訓
練
を
行
う

。
ま
た
、
通
常

時
に
実

施
す
る

項
目
を
定
め
た

手
順

書
に
基
づ

き
、

設
備
の

定
期

点
検

お
よ

び
運
転
に
必

要
な

操

作
を
自
ら
が
行
う
。
 

(
e)
 特

重
施
設
の
対
応
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
設
備
お
よ
び
事
故
時
用
の
資
機
材
等
に
関
す
る

情
報
な
ら

び
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
即

時
に

利
用
で
き

る
よ
う
、

普
段
か
ら
保

守
点
検

活
動
等

を
通
じ

て
準
備
す
る
。
特
重

施
設
要
員
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
お
よ
び
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
、
事
故
時
対
応

訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
設
備
資
機
材
の
保
管
場
所
、
保
管
状
態

を
把
握
し
、
取
扱
い
の
習
熟
を
図
る

と
と
も
に
、
情
報
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(ｳ
) 
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対
応
 

ａ
 
消
火
活
動
要
員
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
消
火
活
動
要
員
に
対
す
る
以
下
の
操
作

の
教
育
訓
練
が
、
年
１
回
以
上
実
施

下
の

内
容
に
限
定
せ
ず
、
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

(
ｱ)
 重

大
事

故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 
 

「
添
付
３
 1
.
1(
2
)教

育
訓
練
の
実
施
 イ

 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
」
と
同
じ
。
 

(
ｲ)
 特

重
施

設
を
構
成
す
る
設
備
を
用
い
た
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損

壊
発
生
時
の
対
応
 

ａ
 各

課
（
室
）
長
は
、
当
直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
に
対
し
て
、
表

－
２
１

か
ら
表
－

３
１
に
記
載

し
た

対
応
手
段

を
実

施
す
る
た

め
に
必

要
と

す
る
手
順
を

教
育

訓

練
項
目
と
定
め
、
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

(
a)
 当

直
課
長
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
項
目

を
年
２
回
以
上
実
施
し

、
う
ち
１
回
は
机
上
に
よ
る
教
育
訓
練
と
す
る
。
 

(
b)
 
当
直
課
長
、
緊
急

時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
役
割
に
応
じ
実
施
す

る
(a
)項

の
教
育
訓
練
結
果
を
評
価
し
力
量
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ｂ
 各

課
（
室
）
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓

練
を
実
施
す

る
。
 

（
a）

緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
特
重
施
設
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
、
特
重
施
設
か
ら
の
操
作
に

よ
る
原

子
炉

施
設

の
挙
動
に
関

す
る
知
識

の
向

上
を
図

り
、
原

子
炉
格

納
容

器
の
破

損
に

よ
る

放

射
性
物

質
の

異
常

な
水
準
の
放

出
を
抑
制

す
る

た
め
の

迅
速
か

つ
円
滑

な
対

応
を
実

施
す

る
た

め

に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
実
施
す
る
。
 

（
b
）
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
が
発
生
し

た
場
合
に
原
子
炉
格
納
容

器
の

破
損
に

よ
る
発

電
所
外
へ
の

放
射
性
物

質
の

異
常
な
水

準
の

放
出
を

抑
制

す
る
た
め

の
迅
速

か
つ

円
滑
な

対
応
が

で
き
る
よ
う

、
Ａ
Ｐ
Ｃ

等
に

よ
る
大
規

模
損

壊
発
生

時
に

お
け
る
重

大
事
故

等
の
内
容
、
基
本
的
な
対
処
方
法
等
、
定
期
的
に
知
識
ベ
ー
ス
の
理
解
向
上
に
資
す
る
教
育
訓
練
を

年
１
回
実
施
す
る
。
 

(c
) 

特
重

施
設
の
対
応
を
迅
速
に
実
施
す

る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
事
象

進
展
に
よ
る
悪
条
件
等

（
高
線
量
下
、
夜
間
お
よ
び
悪
天
候
（

降
雨
、
強
風
等
）
お
よ
び

照
明
機
能
低
下
等
）
を
想

定
し
、

必
要
な
防
保
護
具
等
を
使
用
し
た
訓
練
も
実
施
す
る
。
 

(d
) 

特
重

施
設
の
対
応
を
迅
速
に
実
施
す

る
た
め
に
、
特
重
施
設
要
員
は
、

役
割
に
応
じ
て
特
重
施

設
に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め

、
現
場
を
含
め
た
教
育
訓
練
を
行
う
。
ま
た
、
通
常

時
に
実

施
す
る
項

目
を
定
め
た

手
順

書
に
基
づ

き
、

設
備
の
定

期
点
検

お
よ

び
運
転
に
必

要
な

操

作
を
自
ら
が
行
う
。
 

(
e)
 特

重
施
設
の
対
応
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に

、
設
備
お
よ
び
事
故
時
用

の
資
機
材
等
に
関
す
る

情
報
な
ら

び
に

マ
ニ

ュ
ア
ル
が
即

時
に

利
用
で
き

る
よ
う
、
普

段
か
ら
保

守
点
検

活
動
等

を
通
じ

て
準
備
す
る

。
特
重
施
設
要
員
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
お
よ
び
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
用
い
て
、
事
故
時
対
応

訓
練
を
行
う

こ
と
で
、
設
備
資
機
材
の
保
管
場
所
、
保
管
状
態
を

把
握
し
、
取
扱
い
の
習
熟
を
図
る

と
と
も
に
、

情
報
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(
ｳ)
 
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対
応
 

ａ
 
消
火
活
動
要
員
 

安
全
・

防
災
室
長

お
よ
び
保
全

計
画

課
長
は
、

消
火

活
動
要
員

に
対
す

る
以

下
の
操
作
の

教
育

訓

                                    職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(a
)
 

化
学

消
防

自
動

車
か

ら
原

子
炉

へ
注

水
ま

た
は

原
子

炉
格

納
容

器
へ

ス
プ

レ
イ

す
る

た
め

の
接
続
訓
練
 

(b
) 

化
学
消
防
自
動
車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
 

ｂ
 指

揮
者
等
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
指
揮
者
等
を
対
象

に
、
大
規

模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の

指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
等
の
事

象
を
想
定
し
た
教
育
訓
練
を
、
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

ウ
 
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成

し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る

。
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
指
揮
者
等
、
特
重
施
設
要
員
お
よ
び
消
火
活
動
要
員
に
対
し
、
大
規
模
損
壊
発

生
時
に

必
要
な
措

置
を

実
施
す

る
た

め
に
必
要

な
技
術
的

能
力
を

満
足
す
る

こ
と
を
確
認

す
る
た

め
の

以
下

の
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

(ｱ
) 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
、
情
報
収
集
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
な
ら
び
に

指
揮
者
等
、
特
重
施
設
要
員
お
よ
び
消
火
活
動
要
員
の
連
携
を
含
め
た
実
効
性
等
を
確
認
す
る
た
め
、

イ
項
(ｳ
)ａ

(ａ
)
ま
た
は
（
ｂ
）
の
い
ず
れ
か
の
操
作
お
よ

び
イ
項
(ｲ
)ａ

を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
訓
練

に
つ
い
て
、
任
意
の
指
揮
者
等
、
特
重
施
設
要
員

お
よ
び
消
火
活
動
要
員
を
対

象
※
に
年
１
回
以
上
実

施
す
る
。
 

※
 
毎
年
特
定
の
者
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ２
．
２
 
手
順
書
の
整
備
 

各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
大
規
模
損
壊
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
外
部
事
象
と
し

て
、
大
規
模
な

自
然
災
害
お
よ
び
Ａ
Ｐ
Ｃ

等
を
想
定
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

 
(5
) 
大
規
模
損
壊
発

生
時
の
対
応
手
順
書
の
整
備
お
よ
び
そ
の
対
応
操
作
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
、
可
搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
の

手
順
書
を
整
備
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対

処
設
備
に
よ
る
対
応
を
中
心
と
し
た
、
多
様

性
お
よ
び
的
確
か
つ
状
況

に
応
じ
た
柔
軟
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
重
大
事
故
等
対
策
に
お
い
て
整
備
す

る
手
順
等
に
対
し
て
更
な

る
多
様
性
を
持
た
せ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
手
順
書
の
内
容
の
詳
細
は

、
「
ウ
 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
可

搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
を
行
う
た
め
に
必
要
な

手
順
書
」
に
規
定
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
の
手
順
書
を
整
備
す
る
。
こ
の
手
順

練
が
、
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(a
)
 

化
学

消
防

自
動

車
か

ら
原

子
炉

へ
注

水
ま

た
は

原
子

炉
格

納
容

器
へ

ス
プ
レ

イ
す

る
た

め

の
接
続
訓
練
 

(b
) 

化
学
消
防
自
動
車
か
ら
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
 

ｂ
 指

揮
者
等
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
指
揮
者
等
を
対
象
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の

指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
等
の
事
象
を
想
定
し
た
教
育
訓
練
を
、
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

ウ
 
技
術
的
能
力
の

確
認
訓
練
 

安
全
・
防
災

室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
技

術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
の
訓

練
の
実

施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
指
揮
者
等
、
特
重
施
設
要
員
お
よ

び
消
火
活
動
要
員
に

対
し
、

大
規

模
損

壊
発
生
時
に

必
要

な
措
置
を

実
施
す
る
た

め
に

必
要
な
技

術
的
能
力
を

満
足
す

る
こ

と
を
確

認
す
る
た
め
の
以
下
の
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

(
ｱ)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
、
情
報
収
集
、
的
確
な
対
応

操
作
の
選
択
な
ら
び
に

指
揮
者
等
、
特
重
施
設
要
員
お

よ
び
消
火
活
動
要
員
の
連
携
を
含
め
た
実
効
性
等
を
確
認
す

る
た
め
、

イ
項
(ｳ
)ａ

(ａ
)
ま
た
は
（
ｂ
）
の
い
ず
れ
か
の
操
作
お
よ
び
イ

項
(ｲ
)ａ

を
踏

ま
え
た
総
合
的
な
訓
練

に
つ
い
て
、
任
意
の
指
揮
者
等
、
特
重
施
設
要
員
お
よ
び
消
火
活
動
要
員
を
対
象

※
に
年
１
回
以
上
実

施
す
る
。
 

※
 
毎
年
特
定
の
者
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

 
 

（
中
略
）
 

 ２
．
２
 
手
順
書
の
整
備
 

各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
大
規

模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を

整
備
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
大

規
模
損
壊
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
外
部
事
象
と
し
て
、
大
規
模
な
自
然
災
害
お
よ
び
Ａ
Ｐ
Ｃ

等
を
想
定
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

 
(5
) 
大
規
模
損
壊
発
生

時
の
対
応
手
順
書
の
整
備
お
よ
び
そ
の
対
応
操
作
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
、
可
搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
よ
る
対
応
を
中
心
と
し
た
、
多
様
性
お
よ
び
的
確
か
つ
状
況

に
応
じ
た
柔
軟
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
重
大
事
故
等
対
策
に
お
い
て
整
備
す
る
手
順
等
に
対
し
て
更
な

る
多
様
性
を
持
た
せ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の

手
順
書
の
内
容
の
詳
細
は
、
「
ウ
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
可

搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手
順
書
」
に
規
定
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
の
手
順
書
を
整
備
す
る
。
こ
の
手
順

         職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
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高
浜

発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

変
更

前
後

比
較
表

（
第
 

 
次

改
正

）
 

 
 

変
更
前
 

変
更

後
 

理
由
 

書
の
内
容
の
詳
細
は
、
「
エ
 
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る

特
重
施
設
に
よ
る
対
応
を

行
う
た
め
に
必
要
な
手
順
書
」
に
規
定
す
る
。
 

安
全
･防

災
室
長
は
、
原
子

炉
施
設
の
損
壊
状
況
等
の
把

握
を
迅
速
に
試
み
る
と
と
も

に
断
片
的
に
得
ら

れ
る
情
報
、
確
保
で
き
る
対
応
要
員

お
よ
び
使
用
可
能
な
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉

格
納
容
器
の
破
損
防
止
ま

た
は
緩
和
、
な
ら
び
に
放
射
性
物
質
の
放
出
低
減

等
の
た
め
に
効
果
的
な
対
応
操
作
を
速
や
か
に
、
か
つ
、

臨
機
応
変
に
選
択
お
よ
び
実
行
す
る
た
め
、
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め

の
手
段
お
よ
び
各
対
応
操

作
の
実
行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
を
定
め
る
。
 

安
全
･防

災
室
長
は
、
発
電

所
内
の
実
施
組
織
と
そ
の
支

援
組
織
が
連
携
し
、
事
故
の

進
展
状
況
に
応
じ

て
実
効
的
に
対
応
を
実
施
す
る
た
め
、
以
下
を
社

内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
 安

全
･防

災
室
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
が
使
用
す
る
手
順
書
に
、
体
制
、
通
報
お
よ
び
緊
急
時
対
策

本
部
内
の
連
携
等
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
る
。
 

ｂ
 安

全
･防

災
室
長
は
、
特
重
施
設
要
員

が
使
用
す
る
手
順
書
に
、
事
故
の
進

展
状
況
に
応
じ
て
構
成
を

明
確
化
し
、
手
順
書
相
互
間
を
的
確
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
移
行
基
準
を
明
確
に
定
め
る

。
 

 

（
中
略
）
 

 

エ
 

Ａ
Ｐ

Ｃ
等

に
よ

る
大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

特
重

施
設

に
よ

る
対
応

を
行

う
た

め
に
必

要
な

手

順
書
 

 

 

 

      

（
以
下
略
）
 

 

書
の
内
容
の
詳
細
は
、
「
エ
 
Ａ
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
る
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
特
重
施
設
に
よ
る
対
応
を

行
う
た
め
に
必
要
な
手
順
書
」
に
規
定
す
る
。
 

安
全
･防

災
室
長
は
、
原
子

炉
施
設
の
損
壊
状
況
等
の
把

握
を
迅
速
に
試
み
る
と
と
も

に
断
片
的
に
得
ら

れ
る
情
報
、
確
保
で
き
る
対
応
要
員
お
よ
び
使
用
可
能
な
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止
ま

た
は
緩
和
、
な
ら
び
に
放
射
性
物
質
の
放
出
低
減
等
の
た
め
に
効
果
的
な
対
応
操
作
を
速
や
か
に
、
か
つ
、

臨
機
応
変
に
選
択
お
よ
び
実
行
す
る
た
め
、
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
お
よ
び
各
対
応
操

作
の
実
行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
を
定
め
る
。
 

安
全
･防

災
室
長
は
、
発
電

所
内
の
実
施
組
織
と
そ
の
支

援
組
織
が
連
携
し
、
事
故
の

進
展
状
況
に
応
じ

て
実
効
的
に
対
応
を
実
施
す
る
た
め
、
以
下
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
 
安
全
･防

災
室
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
が
使
用

す
る
手
順
書
に
、
体
制
、
通
報
お
よ
び
緊
急
時
対
策

本
部
内
の
連
携
等
に
つ
い
て
明

確
に
定
め
る
。
 

ｂ
 
安
全
･防

災
室
長
は
、
特
重
施
設
要
員
が

使
用
す
る
手
順
書
に
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ
て
構
成
を

明
確
化
し
、
手
順
書
相
互
間
を

的
確
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
移

行
基
準
を
明
確
に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

エ
 

Ａ
Ｐ

Ｃ
等

に
よ

る
大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

特
重

施
設

に
よ

る
対
応

を
行

う
た
め

に
必

要
な

手

順
書
 

 

       

 

（
以
下
略
）
 

 

                     職
務
分
担

見
直

し
に
伴
う
変
更
 

 

 
枠

囲
み

の
範

囲
は

機
密

に
係

る
事

項
で

す
の

で
公

開
す

る
こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
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